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プロローグ









『泉せん君ってば、いけない子ね……。分かったわ……。今日は何でも、あなたの好きなことしてあげる。私に何して欲しいの？』

　目の前にいる、二つ程ほど年上の美女（……確か、名前を『如月きさらぎりりね』と言う）は、大きなバストを隠かくすこともせず、下着姿で、ベッドの上で嬉うれしそうにそんなことを言う。

「きゃっほぉぉぉ────────────っ！　りりねさんのおっぱぁぁぁぁぁい！　その大きいおっぱいに顔を埋うずめさせて下さぁぁぁぁぁぁい！」

　まだあどけなさを残す美少女が、ＰＣの中にいる二次元の巨きよ乳にゆう美少女──如月りりねに向かって奇き声せいを上げながら、床ゆかをゴロゴロとのたうち回っている。

「………………」

　俺はそんな様子を、額に汗あせをかきながら眺ながめていた。

「どうよ、君きみ島じま君！　最高だと思わない!?　年上のお姉さんの大人の魅み力りよく！　そしておっぱい！　この大きいおっぱい!!　このおっぱいに顔を埋めてみたいと思わない!?」

　今まで見せたことがないくらいの満面の笑みを浮うかべて、心から幸せそうに言う彼女。

「どうって言われても……これ、ただの絵ですし、どうもないっていうか……。つーかバランスおかしくありません？　胸だけこんなでかくてウエスト細すぎだし、デフォルメしてるにしたってデッサンくるって……」

「あぁん!?　あ、あ……あんた、今自分が何言ったか分かってんのぉ!?　あんたみたいなショボい男がりりねさんディスなんて……百億年早いのよぉぉぉ！　このりりねさんの極上ボディの魅力が分からないなんて……あんたさては、ロリペド趣しゆ味み!?」

「ロリペ……？　な、何ですかそれは……」

　彼女の口から出た聞き慣れない単語に、困こん惑わくする。

「分かった、それかアレね！　ホモでしょ！」

「は!?　なんでそうなるんです!?」

　今は午前二時過ぎ。終電をとっくに終えている。ここは彼女の部屋で、今彼女の家には他に誰だれもいない。俺の横にいる彼女は、きめ細やかな真っ白な肌はだに、大きな瞳ひとみに長い睫まつ毛げ。素顔なのに、作り物の人形なんじゃないかと言うほど端たん正せいな顔立ちをしている。そんな美少女とこんな深夜に二人きりだなんて、男であれば誰もが羨うらやむシチュエーションだと思う。……だが俺は、今すぐにでもこの空間から逃にげ出したい気持ちでいっぱいだった。

『あ、ああ……っだ、ダメよ、泉君……そんなに焦あせっちゃ……あ、ああ、ああんっ』

　ＰＣの中で、巨乳美女『如月りりね』があられもない姿になって甲かん高だかい声を上げ始めたので、俺は思わず焦って隣となりにいる彼女の顔を見た。

「ひいぃっ！　い……いいんすかこれ!?　やばいことおっぱじめちゃったんですが!?」

「当たり前じゃない。エロゲーなんだから」

「エ、エロゲー……？」

　またもや当然のようにそんな聞き慣れない単語を出されても、俺にはそれが何なのか分からないので、困惑するばかりだ。

「いつも落ち着いてて主人公を引っ張ってくれてるお姉さんキャラのりりねさんが、可愛かわいい声でエッチに乱れる姿……このギャップ！　最高すぎるじゃない！　ほんとこのシーンのスチル何度見ても神がかってるぅ！　あぁ……この触ったらふにゅんとしてそうな白くて柔やわらかそうなこのおっぱい……！　さすがは神エロゲンガーのＴＡＴＡＲＡさん、いい仕事するわぁ～！」

　興奮気味に語る彼女のセリフは、早口すぎる上に分からない単語が混ざっていて、何を言っているのかほとんど理解できなかった。

「ちょっと！　この私が直々にりりねさんとこのシーンの素す晴ばらしさについて語ってあげてるんだから、黙だまってないであなたも感想くらい言いなさいよ！」

「か、感想……!?　そんなこと言われても……」

　こんなエロシーンを無理矢理見せつけて、感想を言え、って……これって逆セクハラ以外の何でもないだろ！

「んなこと言われても……困ります、俺こういうのに興味ないし……」

「……！　興味ない……？」

　彼女の眉まゆが、ピクリと反応する。怒おこった様子で、勢いよく立ち上がった。

「興味ない、じゃ困るって言ってんでしょお!?　だってあなたは、この私の……」




「アシスタントなんだからっ！」




　俺を見下ろしながらビシッとこちらを指さし、彼女……生い駒こまアギトは、言った。




　ああ、どうしてこんなことになってしまったのだろう。こんなはずじゃなかったのに……。

　俺がこんな状じよう況きように陥おちいってしまったのには、深い深い理由があるのだった。
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　高校に入学してから、もうすぐ一週間が経過しようとしていた。

　登校してきた俺──君きみ島じま泉せんは、寝ね不ぶ足そくでボーッとした頭のまま、教室の自分の席に座る。指を見ると洗っても落ちきれなかった黒いインクが指し紋もんの間に残っていた。

　やっと、やっと昨日で終わったんだ……。長い戦いだった。寝不足が続いたせいで頭も身体からだも疲ひ労ろうしきっているが、俺は今、達成感でいっぱいだった。

「おーっす泉！　漫まん画が終わったのか!?」

「……！　は、橋はし本もと!?」

　俺の席へと近付いてきて脳天気に声をかけてきた級友の口を、慌あわてて手で塞ふさいだ。中学の時からの腐くされ縁えんの仲である橋本だ。

「お前なあ、漫画とかでかい声で言うなっていつも言ってんだろ！　周りに聞かれたらどうすんだよ！」

　慌てて辺りを見回す。クラスの奴やつらに聞かれてないといいけど……。

「え？　あーわりい！　隠してるんだったな！」

　俺の言葉に橋本は大して反省もしていなさそうにへらへらと笑った。くっそ、この脳みそ筋肉野や郎ろうめ……何度同じこと注意させたら気が済むんだよ。

「で、どうなんだ!?　無事終わったのか!?」

　俺は橋本の言う通り、漫画を描かいている。プロの少年漫画家という夢に向かって努力し続けていた。昔一度漫画を描いていることをバカにされたことがあるので、一番仲のいいこいつ以外には隠すことにしている。

「ああ。なんとか、今朝の五時頃ごろにようやくな……」

「おお！　良かったな、無事終わって！　持ち込みの結果、分かったら教えろよな！」

　そこまで会話したところで、担任が入ってきたので、橋本は自分の席へと戻もどっていった。

　橋本は、アメフト部に所属しておりガタイがよく、少し不良っぽい見た目のため、一見ゴツくて怖こわい奴に見えるが、中身はとてもいい奴だ。アホなのが玉に瑕きずだが……。中学一年のとき同じクラスになって以来ずっと仲が良い。王道バトル系漫画が好きで、俺と漫画の趣味が合う。俺の漫画を唯ゆい一いつ応おう援えんしてくれている人間だ。

　そう、今となっては唯一……。

「…………」
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　俺は窓側後ろから二番目の自分の席から、廊ろう下か側前から三番目の席に座る女子生徒の、整った綺き麗れいな横顔に目をやる。

　彼女の名は、香こう月づきみなせ。

　クラスの派手な女子グループの中でも、一ひと際きわ目を惹ひく女子生徒だ。綺麗な金きん髪ぱつを可愛らしいシュシュで一つに束ねている。何もしなくても端正な顔立ちにメイクを施ほどこし、短いスカートからは細くて綺麗な脚あしが伸のびる。美人でスタイル抜ばつ群ぐん、友達も多く、人気者なのに誰にでも分け隔へだてなく接する気さくな性格で、彼女のことをいいと言っている男子生徒も多い。イマドキな外見だけど、見た目に反して授業態度などは真ま面じ目めで、成績も優ゆう秀しゆう……という、まるで少年漫画のヒロインみたいな完かん璧ぺきなスペックの持ち主だ。

　……小学生の頃は、小さくて細っこくて、大人しくて病気がちで、俺以外の男子とは話もできない奴だったっていうのに……。久しぶりに再会したら、身長もスタイルも成長していて、中身も別人みたいになっていて、俺は大層驚おどろいた。あの様子じゃ、彼氏とか出来ていてもおかしくないんじゃないのか？　……というか、あの見た目でいないと言う方が無理がある。一方で俺は、背もあまり伸びなかったし、あの頃からほとんど変わらない地味な漫画オタクのままだっていうのに……。

　みなせは、何を思ってか、不意に顔をこちら側に向けた。一いつ瞬しゆん目が合ってしまう。だが目が合った瞬間すぐに、彼女は思いきり目を逸そらした。

　──せっかく同じ高校に入学できて、同じクラスにまでなれたのに……やっぱり、俺のこと避さけ続けるんだな。

　彼女とは現在、とあるきっかけから全く話すことなどできなくなってしまったが、これでも小学生の頃はとても仲が良かった。家が近くて親同士の仲も良く、しょっちゅう二人で遊んでいた。同性の友達より、みなせと遊ぶことの方が多かったように思う。

　あの出来事さえ、起きなかったらな……。

　俺は窓の外に目を向けると、思わず遠い目になって、数年前にあった出来事を思い返す。






２









　漫画好きの両親の影えい響きようで、俺は小さい頃から漫画が大好きで、小学生の頃、プリントの裏や自由帳にたくさん絵や漫画を描いていた。それを全部、みなせに見せていた。

　みなせはいつも褒めてくれ、みなせに「泉せん、将来漫画家になってよ！」と言われたのがきっかけで、漫画家になりたいとも思うようになった。

　確か、小学三年生のときだった。その日も、いつも通り俺の部屋で、俺が描いた漫画をみなせに見せていた。みなせが俺の漫画を読んでいる間に、俺はキッチンで飲み物とおやつを用意していた。

　その日みなせに見せていた漫画は、バトル漫画っぽいものだった。それまではギャグ漫画やほのぼのした漫画が多く、バトル漫画に挑ちよう戦せんしたのはそれが初めてだった。ちょうどその頃俺は『スリーピース』というとても人気のあるバトルもの王道少年漫画にハマっていて、バトルものを描いてみたくなったのだ。自分で考えた異能力を持った最強の主人公を敵と戦わせ、激しい死し闘とうを繰くり広げた末に勝利する……という、所謂いわゆる男のロマンが詰つまった漫画だったと思う。

　その頃の俺にとっては改心の出来だった。読んだみなせの反応が楽しみで仕方がなかった。少し緊きん張ちようしつつもウキウキしながら、おやつと飲み物を抱かかえてみなせの待つ自分の部屋に入ろうと扉とびらに手をかけた、そのとき。




「……今日の泉の漫画、全然面おも白しろくないなぁ……」




「……っ!?」

　俺の部屋の中から聞こえてきたみなせの独り言に、俺は衝しよう撃げきのあまり手に持っているおやつとペットボトルを落としそうになる。

　俺の漫画が、面白くない!?　みなせはいつも俺の漫画を褒ほめてくれていたっていうのに……。何かの間ま違ちがいなんじゃないのか。そう思いたかった俺は、勢いよく扉を開けた。

「!?　せ、泉!?」

「面白くない……!?　みなせ……今、俺の漫画を面白くないって言ったのか……？」

「え!?　き、聞こえてたの……!?」

　俺が頷うなずくと、みなせは動どう揺ようした様子で少しの間黙っていたが、やがて口を開いた。

「だ、だって……ただでさえ泉の漫画ってあんまりかわいくないのに、今日の漫画は戦ってばっかだし、この、敵？　みたいなやつはキモいし」

「……か、かわいくない……!?　キモい!?」

「うん、かわいくない！　かわいい女の子とか全然出てこないもん！」

　確かに俺の漫画には、可愛い女の子どころか、女キャラが一切登場しなかった。それもそのはず。当時の俺は女が描けなかった。

「あたしもっと、かわいい漫画読みたい。プレキュアみたいなやつ！」

　みなせの口から出たのは、女児向けの女の子が戦うアニメのタイトルだった。

「た、たしかに、俺の漫画がかわいくないのは認めるけど……さっき面白くない、って言ってたよな!?　面白くないってなんだよ！」

「え？　う、うん……だって……かわいくないから、面白くないんだもん！」

　みなせの言葉に俺の頭は真っ白になった。みなせにきっぱり『面白くない』と言われた。その場で泣きそうになるくらい、当時の俺は大きくショックを受けた。

「帰れ……」

「……え？」

「もう、帰れよ……」

　みなせの前で泣きたくなかったため、早く彼女に部屋から出て行って欲しいと思った。みなせは俺の言葉に黙だまって帰り支度をして、一度だけ俺の顔を見てから、俺の部屋から出て行った。

　みなせが帰った後、俺は部屋でバカみたいに声を上げて泣いた。今考えるとどうしてあんなことで大泣きしたのだろうと不思議なのだが、当時の俺は本当に悲しかった。

　一通り泣いた後、俺は自分の勉強机から『三年生』という雑誌を取り出した。その名の通り小学三年生に人気があるアニメやゲームの特集や、漫画が掲けい載さいされている雑誌だ。

　パラパラと捲めくり、『プレキュア』のページを開いた。俺だってやればできる。可愛い女の子くらい描ける！　と意気込んで、自由帳にプレキュアの絵を真似まねして描いた。プレキュアを描けば、またみなせはかわいい、面白い、と言ってくれるかもしれない。これを明日みなせに見せよう。そしてまた褒めてもらうんだ！　俺の頭の中はそんな思いでいっぱいだった。




　翌日、休み時間になったら隣となりのクラスへ行ってみなせに絵を見せようと、俺はウキウキしていた。しかし……みなせに絵を見せる前に、事件は起きた。

　朝、自分の席で自分の描いた絵を見返していると、近くにいた男子に自由帳を奪うばわれた。

「うわー、君っち、男なのにプレキュアの絵なんて描いてる！」

　君っち、というのは当時の俺のあだ名だった。その言葉に、近くにいた男子がわらわら寄ってきて、俺の自由帳を勝手に見る。

「あ、や、やめろよ！　見るなよ！」

　男がプレキュアの絵を描いていることが恥ずかしいという自覚は当時の俺にもあったので、俺は必死になって自由帳を奪い返そうとした。しかし、そうこうしている間に、瞬またたく間に他の男子の手に行き渡わたってしまう。

「うわー、マジだー！　君っちってプレキュア好きだったんだー！」

「男なのに女のアニメ好きなんて、オタクじゃんオタク～！」

　自由帳を取り返そうとしながら、気付いたら俺は泣いていた。

「……やべ！　君っち泣いてる！」

「マジ!?　な、泣かせたのおれじゃないぞ！　お前が最初に言い出したんだろ！」

　男子たちはヒソヒソとそんな話をすると、俺の机の上にそっと自由帳を返して、俺の席から速やかに離はなれていった。もう気分は最悪だった。そのとき俺は、これから先学校の奴やつらにはもう二度と絵や漫まん画がを見られないようにしよう、と強く心に誓ちかった。

　休み時間になっても、もうみなせにプレキュアの絵を見せようという気は失うせていた。メンタルが少しばかり繊せん細さいすぎた当時の俺は、その後ずっと暗い気分で机に顔を突つっ伏ぷしていた。

「泉」

　みなせの声が聞こえて、俺は顔を上げた。みなせが、隣のクラスからやってきて、俺の机の目の前に立っていた。

「あの……昨日は、ごめんね……。今日は漫画、描かいてきてないの？」

　漫画、という単語を聞いて、俺は酷ひどく焦った。クラスの奴らに会話を聞かれているんじゃないか、またバカにされるんじゃないか、と思ったからだ。

「か……描かない……」

「え？」

「もう……漫画なんか描かないよ！　だっておれ、オタクじゃないし！」

　わざとらしく大声を張り上げた。クラスの奴らに聞かせるつもりだった。俺はオタクじゃない！　と、さっき俺をバカにしたクラスの奴らにアピールしたかったんだと思う。

「え……せ、泉……」

　俺のセリフに、みなせはどうしてか、暫しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

「オタクじゃ、ない……」

　みなせは真っ青な顔になって、小さな声で俺のセリフを反はん芻すうした。それに、どういう意味があったのかは分からない。次の瞬間、突然俺に背中を向けて、俺のクラスから出て行った。名前を一度呼んだが、みなせは振ふり返らなかった。

　その日から、みなせは俺のことを避け始めた。理由は分からない。それ以降ほとんど口を利くことができないまま小学校を卒業し、別々の中学へと入学した。

　そして俺は、その出来事をきっかけに、漫まん画がを描くことを止やめてしまった。みなせと疎そ遠えんになってしまったことがあまりにショックで、そのきっかけとなった『漫画を描く』という行こう為いを避けるようになったのだと思う。




　それから長いこと絵も漫画も描かない日々が続いた。漫画家になりたいという気持ちも薄うすれていった。だんだんと漫画を読むことからも離れて行ったように思う。

　中学生になってすぐ、橋はし本もとと出会う。席が近く、中学に入って一番始めに仲良くなった。橋本は少年漫画好きで、よく学校にも『週刊少年チャンプ』や『週刊少年マシンガン』といった男子に人気のある漫画雑誌を持って来て休み時間などに読んでいた。

「お前漫画読まないのか？　面白いぞ」

　橋本はそれらの雑誌や自分の好きな漫画のコミックスを俺に貸してくれた。橋本に薦すすめられて久々に読んだ少年漫画は、めちゃくちゃ面白かった。中でも一番ハマったのは、『月刊少年ドラゴン』という月刊王道少年漫画誌で連れん載さいしている、『ダークソード』というファンタジーバトル漫画だった。世界観もキャラもバトルシーンもすごく格好良くて、気付いたら、授業中に『ダークソード』のキャラを落書きするようになっていた。そのうちに、『ダークソード』のような格好いいバトル漫画が描きたい、という気持ちが芽生え、その気持ちはどんどん強くなっていき、やがて、俺は再び漫画家を志すことを心に決め、絵や漫画を本格的に描き始めた。




　高校に入学して、驚おどろくべき再会があった。幼おさな馴な染じみのみなせと、偶ぐう然ぜんにも同じ高校に入学し、同じクラスにまでなってしまったのだ。

　だけどたとえ高校で再会したって、俺たちの関係は何も変わらなかった。俺も気まずくて今いま更さら話し掛かけられないし、みなせの方も相変わらずで、俺に一切近付いて来ない。




「では、以上でホームルームを終えます」

　担任の声にハッとする。

　……ふう。少しの間、過去を思い返して憂ゆう鬱うつな気分になってしまったぜ。

　俺は今朝、大仕事をやり遂とげたばかりなんだ。過去のことをウジウジ思い悩なやんでいる暇ひまなどない。去年の秋から描き続けていた四十ページの原げん稿こうが、今朝、やっとの思いで完成したのだ。

　もう既すでに、持ち込みの予約の電話は入れてある。持ち込み先は勿もち論ろん、一番好きな漫画である『ダークソード』が連載されていた少年漫画誌、『月刊少年ドラゴン』だ。

　今は過去なんか振り返らずに、漫画家になることだけを考えるんだ！






３









　来る明後日。

　予約を入れた時間の十分前、大手出版社『富ふ士じ見み社』の前に俺は立っていた。富士見社は、『月刊少年ドラゴン』を発行している出版社である。

　俺にとって、この持ち込みはリベンジだった。

　実は去年、中学三年の秋、俺は受験勉強などそっちのけで、初めて漫画を一本完成させて富士見社の『少年ドラゴン』編集部に原稿の持ち込みをした。

　描き上げた作品は自分的には自信作だったのだが、持ち込みに行くと編集者からトラウマになるレベルで批判されまくった。絵も話もまだまだ未熟、『ダークソード』の影響を受けすぎ、ファンタジーを描くには技量が足りていない、果ては漫画家に向いてないんじゃないか？　……と、本当にたくさんのだめ出しをされ、いい年して出版社で泣きそうになってしまった。

　その日から俺は、悔くやしさのあまり一層努力をした。毎日デッサンと背景、ペン入れの練習を重ねて、漫画の指南書もたくさん読んで実じつ践せんした。高校でも漫画を描くことを考えて、頑がん張ばらなくても入れるレベルの高校を選んだため、受験勉強もほとんどしなかった。

　そうして半年もかけて出来上がった今作は、前回持ち込みをした作品とは比べものにならないくらいのレベルの作品だと自負していた。この原稿で俺は漫画家デビューできるかもしれない……正直、そこまで思えるレベルだ。

　だがいざ出版社の前にやってくると、怖おじ気けづいてしまう情けない俺がいる。また今回の原稿もだめ出しばかりで相手にしてもらえなかったら、今度こそ立ち直れないのではないだろうか。そんな不安でいっぱいになる。

　覚かく悟ごを決めて、出版社のビルに入った。

　以前持ち込みに来た際そうしたのと同じように、受付の女性に声をかける。

「こっここんにちは！　原稿の持ち込みに来た君きみ島じまと申します。本日、『月刊少年ドラゴン』編集部の早乙女さおとめさんと三時からお約束をしていて……」

　電話予約したときに対応してくれた編集者の名前を出すと、打ち合わせブースのような場所へ案内された。そこで五分ほど待ったところで、スーツ姿の女性がやってきた。

「お待たせ致いたしましたぁ、『月刊少年ドラゴン』編集部の早乙女です」

「あっ……君島です。宜よろしくお願いします！」

　俺は思わず、椅い子すから立ち上がって挨あい拶さつした。

　現れた女性編集者は、想像していたより若く、綺き麗れいな人で驚いた。いや、綺麗と言うより可愛かわいらしいという表現の方が正しい気がする。パンツスーツでバリっと決めているのに、下手すると高校生とも見み間ま違ちがうほどの童顔で、背せ丈たけも小さい。アイドルグループなんかにいてもあまり違い和わ感がないんじゃないだろうか。笑顔が朗ほがらかで、優やさしそうな印象だ。

「あら、そんな……どうぞお掛けになって下さい」

　早乙女さんと名乗った編集者は、クスッと笑って俺に言う。俺は恥はずかしくなって慌あわてて「失礼します」と言いながら椅子に腰こし掛かけた。

「ふふふ……今の若い方は、礼れい儀ぎ正しいんですねぇ」

　にこにこと笑いながら、早乙女さんは俺の正面の椅子へと座る。今の若い方は、って……この人だって十分若いんじゃ？　前回持ち込んだとき俺の漫画をめちゃめちゃに批判した編集者は、まるで少年漫画の敵役のようなゴツくて恐こわい男性だったので、こんな穏おだやかで可愛らしい人もいるんだなあ……と、感心してしまう。

　しかし、向かい合って座ると改めて美人だ。こんな綺麗な人と向かい合って話すことなんて日常生活ではまずないので、別の意味でも緊きん張ちようしてしまう。

「……っ!?」

　正面に座ると、薄うす手での白いシャツの胸元が、想像以上に大きく膨ふくらんでいることに気付いた。小こ柄がらに童顔で可愛らしい印象なのに、巨きよ乳にゆうとは……アンバランスな魅み力りよくをお持ちだ。

「それでは、早速原稿を見せて頂けますか？」

「あっ、は、はいっ……！　宜しくお願いします！」

　胸に目がいってしまったことに気付かれなかったか不安になりつつも、慌てて鞄かばんから原稿の入った封ふう筒とうを取り出し、彼女に渡わたした。あんなに緊張していたっていうのに、この早乙女さんがあまりに魅力的だったものだから、完全にそっちに気を取られていた……。

　早乙女さんは「拝見致します」と言って封筒から原稿を取り出した。それから、びっくりするほど速い速度で原稿を見る。あまりの速さに、今回も駄だ目めか？　なんて、弱気になってくる。緊張のあまり膝ひざの上で握にぎっている拳こぶしが震ふるえていた。

　早乙女さんは俺の原稿を全て読み終わったようで、さらにもう一度、今度は少しゆっくり、最初から原稿を見る。見終えると、そっと机の上に置いた。

「それでは、感想を申し上げますね」

　彼女の言葉に、緊張が極限に達する。思わず背筋を伸のばした。ああ、神よ……！

「……あら、そんなに固くならないで下さい。肩かたの力を抜ぬいて、リラックスして聞いて下さいね♪」

　穏やかに笑う彼女の言葉に、少しだけ肩の力が抜けていく。──ああ、こんなに優しそうなこの人だったらきっと、そんなに厳しいことは言わないだろう。それに、前回持ち込みをしたときとはわけが違うんだ。前回の何倍も出来が良い作品を描かき上げたという自信がある。この作品でデビューを目指して、ここまでやってきたんじゃないか。そうだ、もっと自信を持たなければ！　俺は軽く深呼吸して、覚悟を決めて早乙女さんの顔を見る。

　早乙女さんは……今までの柔やわらかい表情から急に一変し、厳しい表情を俺に向けていた。




「結論から言うと、まだまだですね。まだまだ全然努力が足りません」




「…………え？」

　急に表情と口調が変わった早乙女さんと、彼女の口から出たセリフに、俺は啞あ然ぜんとした。さっきまでの穏やかな笑えみでゆったりと話していた彼女は、もうそこにはいなかった。

　まだまだ？　全然努力が足りない……？　耳を疑いたくなった。まさか原稿を見て開口一番にそんな言葉を突つきつけられるとは、夢にも思っていなかった。

「まず絵についてですが……まだ人物を描えがき慣れていません。表情が乏とぼしすぎます。特に……女の子のキャラが全然可愛くありません。男にしか見えません」

「あ、は、はい……」

　思わず声が震えてしまう。前回原稿を持ち込んでから、俺はとにかく死ぬほど絵の練習をした。背景も、人物も……。それでも、俺の努力は足りなかったというのか？

「次に、物語ですが……地下鉄が謎なぞのゾンビに襲おそわれて、その電車に乗り合わせていた乗客が次々とゾンビ化していき、主人公と女子高生のヒロインが立ち向かっていく……そうですね、厨ちゆう二に系作品の王道で、何の捻ひねりもありませんね」

　最も早はや俺には、相あい槌づちを打つ余よ裕ゆうすらなかった。額に冷や汗あせをかいている。

「話が無個性すぎて、本当にこの話を描きたかったのかすら疑問なんですが」

　早乙女さんの目が鋭するどく光る。彼女の言葉の一つ一つがこんなにも俺の胸に刺ささるのは、おそらく、その全てが正しい意見だからだろう。容よう赦しやなく次々と痛いところをついてくる。

「え、えっと……お、僕が一番描きたいのは……異世界ファンタジーのバトルものなんです！　でも前回持ち込んだときに、ファンタジーを描くにはまだ技量が足りないって言われて……次回は現代を舞ぶ台たいにしたアクション漫画を描いた方がいいと言われたので……」

「なるほど。どうりで光るものがないハズですね」

　早乙女さんは冷ややかな目のまま、厳しく言い放った。さっきまでなんて優しげな人だろうと思っていたのに、今は別人のようだ。

　半年かけて仕上げた自信作だったっていうのに、この言われよう……。俺の努力の結果がこの有様だなんて。俺は結局、いくら努力しても無む駄だなのか？　才能がないのか？　最早、泣く寸前だった。

「最後に良かったところを言います。まだ描き慣れてないけれど十五歳でこの画力は非常に高いです。特にデッサン力。難しいアクションシーンもあまりデッサンがくるっていないのはすごいです。それに背景。ほとんどのコマで細かく描かれているし、丁てい寧ねいです」

「え……？」

　早乙女さんは、少し穏やかな表情になって俺の漫画を褒ほめてくれた。彼女の言葉を、俺は口をポカンと開けたまま聞いていた。

　彼女は銀色の小さなケースを取り出すと、中から名めい刺しを出して俺へと差し出した。

「今度からは、ネームの段階で私に見せるようにして下さい」

　ちょ、ちょっと待て……！　編集者から名刺をもらうということは、イコール担当が付いたということだ、と聞いたことがある。つまり……この人が、俺の担当編集になってくれた、ってことか……!?　さっきまであんなに俺の作品を貶けなしていたっていうのに……。

「それと、この作品は今度の新人賞に出しましょう」

「えっ……えぇええ!?　で、でも……僕の漫画、駄目な点がたくさんあるんじゃ……？」

「ええ。ですから、賞に入るかどうかはなんとも言えませんが」

　え……!?　ってことは、俺の作品、もしかしたら賞に入るのかもしれないのか!?　さっきまであんなに貶されて、今回もまた選外だろうと思い込んでいたのに……。

「ってことは、今月末締しめ切りの『少年ドラゴン月例賞』に出すってことですか……？」

『少年ドラゴン月例賞』というのは、雑誌『月刊少年ドラゴン』で毎月行われている漫画の新人賞のことだ。俺はこの原げん稿こうを持ち込んだ後、その賞に投とう稿こうするつもりでいた。

「いえ。今月末締め切りの『富士見コミック大賞』に出しましょう」

「……！」

『富士見コミック大賞』というのは、富士見社が行っている新人漫画賞の中で、一番大規模な新人賞だ。一年に一度行われていて、賞金も、デビュー率も、投稿者の数も、『少年ドラゴン月例賞』の何倍にもなる。俺の漫画を、そんな大きな賞に……!?

「君島君、いいですか」

　喜んでいたのもつかの間、早乙女さんに声をかけられて、再び緊きん張ちよう感が走る。

「あなたの欠点はたくさんあるけれど、致ち命めい的てきな欠点は一つ。作品を通して、これが描きたい、伝えたい、というパッションが伝わってこないということ。それを描けるようになるのが、これからの一番大きな課題です」

「……！　は、はい……！」

　いきなりの急展開に動どう揺ようしつつも、俺は彼女の言葉を聞いて力強く頷うなずいた。

「君島君、これは強制ではなく提案ですが、欠点を補うためにも、プロの漫まん画が家かのアシスタントに入って勉強してみる気はないですか？　絶対、今後の役に立つはずです」

「ア、アシスタント……!?」

　彼女の突とつ然ぜんの提案に、俺は驚おどろいた。







　次の土曜日。担当編集者の早乙女さんにもらった地図を頼たよりに、俺はとあるマンションへと来ていた。そう……ここは、今日俺がアシスタントをする漫画家、『生い駒こまアギト』先生の仕事場だった。

　突然アシスタントをすることになって戸と惑まどいや緊張もあるが、俺は今やる気が漲みなぎっていた。アシスタントといえば、プロの技術を生で見たり、教えてもらえる絶好のチャンスだ。勉強になるという話は前から聞いていたので、一度やってみたいという憧あこがれはあった。

　俺は『生駒アギト』という漫画家を知らなかったのだが、聞いたところによると『月刊少年ドラゴン』の兄弟誌、『月刊プリティードラゴン』で作品を連れん載さいしている漫画家らしい。俺は『月刊プリティードラゴン』を読んだことがないため知らなかった。

　だが確か『月刊プリティードラゴン』も少年誌だし、『生駒アギト』というペンネームも少年漫画に出てきそうな格好いい名前なので、本人も名前に似つかわしい格好いい感じの人物を想像してしまう。早乙女さんから俺と年も近いと聞いているし、漫画の話などで話が合ったらいいなあと期待した。

『アギト先生、今回出てくる主人公の必殺技、めちゃくちゃかっこいいですね！』

『君島君と熱血バトル漫画トークをしていたら思いついたから、君のおかげだよ！』

　勝手に妄もう想そうして、気分が良くなる。ああ、こんな楽しげな職場だったらいいなあ……。

　期待を胸にインターフォンを押すと、少し間があってからガチャガチャと扉とびらの向こうで鍵かぎを開ける音が聞こえ、やがて扉が開いた。

「はっ、初めまして！　今日からアシスタントに入らせて頂く君島と申します！　宜よろしくお願いします！　……っ!?」

　挨あい拶さつをしながら頭を下げてから顔を上げて、俺はぶったまげた。扉の向こうに、俺が想像していたのと全く違う人物が立っていたからだ。

　てっきり俺は、そのペンネームから……『生駒アギト』を男性だと信じて疑わなかったのだが、扉から顔を出したのは、ふわふわの長い髪かみの、小柄な……女性だったのだ。赤いジャージの上下を着ている。

　だが、それだけでは俺はそこまで驚かなかっただろう。俺が驚いた一番の理由は、彼女がどえらい美人だったからだ。少し目つきが悪いのが玉に瑕きずだが、クラスで一番可愛かわいい女子なんかの、何倍も可愛い。しかも、相当若そうだ。その顔立ちは、まだあどけなさすら残っている。同い年……くらいだろうか？　当然、年ねん齢れいを聞く勇気なんてないのだが。

　同年代で既すでに連載を持ってるなんて……すごいな。羨うらやましいし、正直悔くやしくもある。俺もアシスタントなんかやってないで、早くデビューがしたい。連載を持ちたい。

「……チッ……」

「……えっ!?」

『生駒アギト』は、驚きよう愕がくしている俺の顔を見るなり、不ふ機き嫌げんそうな顔で俺を睨にらみ付け、盛大に舌打ちした。き、聞き間ま違ちがいか……？　初対面で舌打ちって……俺、今何かしたか!?

「なんで男なの!?　年上巨きよ乳にゆう美女って聞いてたのに……信じらんないっ、騙だましたわね早乙女ぇ！　わざわざ自腹でメイド服まで買って楽しみにしてたっていうのに……っ！」

　酷ひどくショックを受けた様子で、わけの分からないことを喚わめき出す生駒アギト先生。全く状じよう況きようが見えないが……この時点で早くも、俺の心には大きな不安が生まれた。

　な、何なんだこの人？　感じ悪い上に、すごい変わり者っぽいんだが……。今日一日、いくら美人とは言え、こんな変な人と二人きりで、俺、うまくやっていけるのか……？

「それに……名前だって、『君島泉いずみ』って……女の名前みたいじゃない！」

　俺のプロフィールのコピーを手に持ち、彼女は憤ふん慨がいしている。

「ああ、それ……よく間違われるんですけど、イズミじゃなくてセン、って読むんです」

「セン……？　紛まぎらわしいわね……」

　初対面で人の本名にケチを付けてくるなんて……！　っていうか、それを言うなら、『アギト』なんて男のペンネーム付けてるそっちの方がよっぽど紛らわしいだろ！　俺の中に存在していた格好いい生駒アギト像は、音を立てて崩くずれていく。

「あーもう、まあいいわ！　アシスタントに急に辞められて時間がないから、さっさと原稿に取りかかるわよ！　君島君……だったっけ？　あなた、アシスタント経験は？」

「あ、初めてです……。この間原稿を持ち込みしたら、こちらを紹しよう介かいしてもらって……」

「はぁあ!?　アシスタント初めてぇえ!?　そんな使えないド素人しろうとよこすなんて、早乙女の奴やつ何考えてんのぉ!?」

　使えないド素人……うぅ、確かにその通りかもしれないが、仮にも初対面の漫画家志望者に対して、感じ悪すぎるだろ。どんどんやっていけるか不安になる一方だ。

　家の中に上がると生駒先生にトイレと仕事部屋の場所を教えられた。そこそこ広い家だと感じたが、先ほどから他の人の気配はない。随ずい分ぶん若そうに見えるのだが、一人暮らしなのだろうか。
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　生駒先生の後へついて行き、玄関から見て右側の扉を開け、仕事部屋に入る。部屋に入った途と端たん、思わず絶句した。家の中は全体的に汚きたなくはないのだが、この部屋は物が多くて雑然としている。部屋中に女の子のフィギュアや、ゲームらしき何かの箱、漫画、ＤＶＤ、やけに薄い本（同人誌ってやつか？）などが散乱していた。大体は所謂いわゆる萌もえ系っぽい女の子の絵が描えがかれている。中には表紙からしてエロいものなんかもある。

　え～～～っと……ど、どうなってるんだ、これは？　どう見ても、アキバ系のオタク男の部屋にしか見えない。この人は女性だが、こういうものが好きなんだろうか？

「あっ……これって、原稿ですか!?」

　机の上に散乱していた原稿に思わず食いついた。初めて見る、プロの漫画家の生原稿……！　しかし、原稿を目にして俺は、再び絶句した。その原稿が、俺が想像していたものとはまるっきり違ったからだ。目がキラキラしていて非常に胸の大きな女性キャラクターが、そこにいた。そう、これは、所謂──

「えっ……萌え、系……？」

　俺が原稿を持ち込んだ『月刊少年ドラゴン』は、バトル漫画が一番多く、その他にもスポーツものやラブコメ、ギャグ漫画などが掲けい載さいされている王道少年漫画誌だ。てっきり俺は、兄弟誌である『月刊プリティードラゴン』も『月刊少年ドラゴン』のような王道少年漫画誌だと思っていた。だから、そこで連載している生駒アギト先生の漫画も王道少年漫画だと勝手に思い込んでいたのだが……。

「あなたまさか、アシスタント先の漫画を事前に調べてきてないの!?」

「す、すみません……急だったもので……わっ！」

　俺の膝ひざの上に、生駒アギトによって一冊の分厚い漫画雑誌が放り投げられた。表紙を見ると、それは『月刊プリティードラゴン』だった。表紙の絵え柄がらからして、明らかに萌え系だ。中をパラパラ見る。ほとんどの漫画に『月刊少年ドラゴン』とは少し系統の違う……所謂「萌え系」の女の子がたくさん登場している。

「プリティードラゴンって、萌え系の雑誌だったんですか……!?」

「そんなことも知らないでここに来たなんて……そんなんで使い物になるわけ？」

　な、なんてことだ……！　アシスタント先を調べもせずに来た俺がバカだったのだが……早乙女さんは俺に「今後の役に立つはず」と言ってアシスタントの仕事を紹介してきたので、俺と近いジャンルの漫画を描いている漫画家なのだろう、と信じて疑わなかった。正直俺は、萌え系にとても疎うとい。萌え系漫画家のアシスタントだなんて……果たして勤まるのだろうか？

　しかし早乙女さん、俺にこんなにジャンルの違う漫画家のアシをさせるだなんて……一体何を考えているんだ？

「あ……でも俺プロの漫画家の生原げん稿こう初めて見たんですけど、やっぱり綺き麗れいですね」

　再度生駒先生の原稿に目を通しながら言う。それは原稿を見た率直な感想だった。生駒先生はとても画力が高く、人物……特に女の子を非常に美しく描かいている。背景も上手いし画面処理もとても綺麗だ。同年代で、この実力……。

「まだ若いのにすごいですね。やっぱり小さい頃ころから沢たく山さん絵を描いてきたんですか？」

「え？　い、いや、そんなには……まあこういうのは努力よりも天性の才能だし？　ま、あなたも早くデビューできるよう頑がん張ばりなさいよ！　私にはほど遠いと思うけど！」

　……ってことは、それほど努力してないのにこんなに上手いってことか？　沢山努力してるって自負してる俺としては、悔しくて仕方がない。こんな人がいるなんて……。

「……って、あんまり無む駄だ話ばなししてる暇ひまもないから、さっさと仕事始めるわよ！　そこがアシスタント用の机だから、その机を使って」

　慌あわてて生駒先生が指差した机に着く。部屋の端はしに生駒先生の仕事机があり、その真後ろにアシスタント用の机が壁かべに向かって置かれている。互たがいに背中を向けて座る形になった。

「じゃあ早速だけど、ここのヒロインの肌はだに影かげのトーン貼はって。番号は書いてあるから。トーンの棚たなはそこね」

　戸惑っている暇もなく、生駒先生に原稿を渡わたされる。渡された原稿を見ると、ペン入れとベタ塗ぬりが終わっている状態の原稿だった。

「あの、トーンを貼る位置の指定とかはないんですか……？」

「え？　そのくらい自分で考えて貼れるでしょ？」

「うっ……そ、そういうものなんですか……。わ、分かりました……」

　仕方なく、彼女に言われたとおり自分で考えて精せい一いつ杯ぱいトーンを貼る。

「……。……ふう。で、できました……」

「見せて。……ちょっと！　なんでここトーン貼ってないのよ!?」

「え……!?」

　生駒先生は下着姿のヒロインの大きなカットを指差して俺に突き出す。

「おっぱいの下の影なんて一番大事な箇所をスルーするなんて……マジでバカなんじゃないの!?」

「なっ……!?」

　女性の口からは出るべきではない単語が急に出てきて、動どう揺ようする。

「おっぱいのふくらみを表現するためにここの影はすっごい大事なの！　おっぱいの下の影があるのとないのじゃ視覚的な興奮度合いが全然違うんだから！」

「わ、わ、分かりました！　だからその……女性がそんな何回もおっぱいおっぱい言わないで下さいよ！」

「……っ!?」

　俺の言葉に生駒先生は少し顔を赤くした。一応ほんの少しは恥じらいというものを持ち合わせているのだろうか？

「わ、分かったならすぐ貼りなさいよね！」

　それにしても、おっぱいにどんだけ強いこだわり持ってんだよこの人！　やっぱり、描いてる漫画も漫画だし、萌え系の漫画やらグッズやら部屋中に散乱してるし、女性なのに萌え系が好き、なんだろうか。そういう人って本当にいるもんなんだな。

　その後も俺は主にトーン貼りとベタ塗りをしたのだが、トーンの貼り方で何度も厳しく注意されたり、やり直しを食らったりして、凹へこんだ。ある程度覚かく悟ごはしていたつもりだったが、思っていたよりもずっと、アシスタントの仕事って厳しいんだな……。




　慌ただしく仕事をしているうちに、気がつくと夜の十一時半を回っていた。

「やべっ！　あ、俺、今日はこの辺で……」

「え？　ああ、あなた高校生だっけ？　そういう話だったわね」

　今日は終電がある時間まで、という話になっていた。ああ、やっとこの苦しみから解放されて家に帰れる！　生駒先生に今日の分のアシスタント代を渡される。

「あ、ありがとうございます。じゃあえっと……また来週、宜よろしくお願いします」

　編集の早乙女さんとの話では、とりあえず今月は毎週土曜日、二週間続けてアシスタントに入るということになっていた。来月以降続けるかどうかは、俺の意思で決めていい、と言われている。ああ、来週もこんな大変な思いをしなければならないのか……。

「そうだ……君島君。あなたに一つ聞いておきたかったんだけど……」

　急に真しん剣けんな表情で俺を見つめてくる生駒先生に、思わずドキッとしてしまう。聞いておきたかった？　な、何を聞かれるんだ？　漫まん画がを描く上での目標や志とか？

「あなたって……何萌えなの？」

　彼女の言葉に、俺の思考は一いつ瞬しゆん停止した。えっと……それは、俺が何に萌えるか、という意味の質問でいいのか？

「いや……俺、ぶっちゃけ萌え系とかよく分かんないんで」

　誤ご魔ま化かしても仕方ないので、正直に答える。

「……ふっ……」

　彼女は俺の返答を、バカにしたように笑った。

「何それ……今流行はやりの硬こう派は（笑）気取りのつもり？　漫画家目指してるくせに萌え系のことは見下してるってわけ？」

「いや、見下してるとかそういうつもりは……」

「これからも私の元でアシスタントをするつもりなら、もっと萌え系について勉強してもらわなきゃ困るわ！　そうね、手始めに……これ、ね！　これで勉強しなさい！」

　彼女は棚から一本のゲームソフトらしきものを引っ張り出して、俺の前に突き出した。

「こ、これは……？」

　パッケージには、萌え系の女の子たちが五人ほど描かれている。恋れん愛あいシミュレーションゲーム……とかいうんだっけ、こういうの。

「名作だし、内容も初心者には丁度いいわ。来週までに家でやってきなさい。ノートＰＣごと貸してあげるから！」

「はあっ……!?　い、いや……俺こういうゲームはちょっと、苦手っていうか……」

　苦手というか、正直興味がない。

「うちでアシやってもらうからには、萌えについてきちんと理解してもらわないと困るの！　私の漫画は安易な萌え系じゃないけど、基本の知識は抑おさえておいてもらわないと」

「え……!?　んな……。で、でも、家族にやってるとこ見られたら困るしな～……」

「……チッ……。いちいち鼻につく言い方してくれるわね……。いいわ、分かった。なら、今ここでやっていきなさい！」

「えぇっ、ここで!?　いやいやいや！　だって、もうすぐ終電だし……」

「ゲームが終わったら始発で帰ればいいじゃない」

　なんだと……!?　それってつまり、泊とまりがけでゲームをやれ、と……!?　せっかくやっと家に帰れると思って喜んでたのに……！

「うちでやるか家でやるか、選ばせてあげるんだから感謝しなさいよね」

「んな……うぅっ……」

　……で。

　泣く泣く俺が選んだのは、彼女の家でゲームをする、という選せん択たく肢しだった。家に帰りたいのは山々だったが、家でプレイしていて万が一家族に見られたら大変なことになるし、やると言うまで引き下がってくれなそうだったので、仕方なく俺が折れることにした。

　それにしても、ゲームをやるためとはいえ、可愛い女の子の家で二人きりで夜を明かすことになるなんて。間ま違ちがいがあってもおかしくない……い、いやいやいや！　仕事先でそんな間違いを起こすわけにはいかない。俺は決してそんな目的で、彼女の家でゲームをするという選択肢を選んだわけじゃないぞ。

　親に『今日は友達の家に泊まる』という内容のメールを送ってから、今まで原稿作業をしていた仕事部屋から出て、彼女の後に付いていき別室へと移動する。

　奥にあった扉とびらを開けると、そこにはベッドやタンス、本棚があり、低いテーブルの上にＰＣが置かれている。彼女の寝しん室しつのようだ。中学生以降女の子の寝室に入れてもらったのなんて初めてで、緊きん張ちようしてしまう。初めて会った俺なんかを、寝室に上げて、しかも泊まらせるなんて……ほ、本当にいいのか？

「さ、君島君、ここに座って！」

　生駒先生は初めて俺に笑顔を見せると、俺をパソコンの前の座布団の上に座らせ、自分は隣となりに座ってマウスを操あやつる。さっきまで恐きよう怖ふの対象でしかなかったけど、笑うと普ふ通つうの女の子みたいで可愛かわいいな。ついでに、距きよ離りが近い。いきなりドキドキしてきたぞ……。

　そんな俺の気持ちも知らずに、彼女は素早くデスクトップからアイコンをクリックした。

「ん？　そういえば、これってＰＳ３とか４じゃなくてＰＣでやるゲームなんですか？　珍めずらしいですね」

「……？　あなたは何を言ってるの？」

　なぜか、心から不思議そうな顔で俺を見る、生駒先生。ゲームのタイトル画面がフルスクリーンで表示され、生駒先生が俺にマウスを預けた。

「あ、えーと……名前を入れるんですか……じゃあ、適当に俺の名前でいいですかね」

「……っ！　人が見てる前で本名プレイだなんて、あなた、意外と度胸あるのね……」

「……？　はあ……」

　やがて、ゲームが始まった。

　主人公の家に年下の幼おさな馴な染じみの少女──『七なな瀬せ真ま梨り華か』が迎むかえにくるところからゲームが始まる。目がでかくて、五頭身くらいしかないんじゃないかってくらい背が小さい。

『バッ……バッカじゃないの!?　あんたのことなんか好きなわけないじゃない！』

「あーこれ知ってます。ツンデレってやつですよね？　なんか最近流行ってる……」

　言いながら、隣に座る生駒先生の顔を見る。この人って女性なのに萌もえ系が好きみたいだし、こんなん見て可愛いだの萌えだの言ったりするんだろうか。

「あ～～～うざい」

「……!?　はぁ？」

　彼女がさらっと言ったセリフに耳を疑う。うざい？　今うざいって言ったの？　この人。

「なっ……生駒先生って、萌え系とか、美少女とか、好き……なんじゃ？　うざいって……どういうことですか？」

「このままゲームプレイしてれば分かると思うけど、こいつマジでうざいのよ！　ツンデレロリだからって何やっても許されると思って、超ちようわがままで横暴で、何かにつけてすぐ暴力に走るし、主人公とか他のキャラに迷めい惑わくかけまくるし、しかも絶対謝あやまらないし！」

「は、はあ……でも、確かゲームのパッケージにはこのキャラが一番大きく描かれてましたよね？　このキャラがメインなんじゃないんですか？」

「チッ……あーもう、それもほんっと腹立たしい！　確かにこのゲームのメインヒロインはこの七瀬真梨華だし、一番人気があるのもこいつよ……。私は、このツンデレロリばっかもてはやす今の風潮が許せないの！　こんな女、単に性格が悪いだけの貧乳ドチビ短足暴力ＤＱＮ女じゃない！　こういう暴力ツンデレロリばっかりチヤホヤされて、私の好きな、年上・お姉さん属性のキャラはどんどん出番を減らされたり、当て馬や引き立て役にされていく最近のこの風潮……ほんっと～～に腹立たしいことこの上ないわっ！」

「…………？？？　え、えーと……とりあえず落ち着いて下さい……」

　今の生駒先生の言葉の中でよく理解できないところがいくつかあったが、最も早はやそれをいちいち聞く気にもなれなかった。この人は一体何に対してこんなに怒おこっているのだろう？

　少し前まで『可愛い女子の家にお泊まりだ～』とかドキドキしていた俺のときめきは、彼女の様子を見ているうちに完全に消え失せていた。

　ゲームを進めていくと、選択肢が現れた。三つ現れたセリフから一つを選ぶらしい。

「あーそっちはダメ！　そっち選んだら真梨華ルートに突とつ入にゆうしちゃうから！　この『お前のことなんか嫌きらいだ！　もう二度と話しかけるな！』の方を選ぶのよ！」

「え、えー……いくらなんでもここまで傷つけたら後が怖こわいというか……」

　ってか、俺に選択肢選ばせてくれないのかよ。俺にこのゲームをやらせてる意味とは？

「いいのよ！　こんな奴やつ……傷つくだけ傷ついたらいいわ！」

　怖っ。鬼おにかこの人は。主人公のセリフに、真梨華は泣きながら去っていった。

　その翌日、いつも迎えに来るはずの真梨華が主人公の家に来ない。代わりに別の女が家の前で待ち伏ぶせしていた。おいおい、どんだけ周りに女がいるんだよ、この主人公。

『泉君、真梨華ちゃんと喧けん嘩かしたみたいね？　良かったら私に話聞かせて欲しいな』




「りりねさん[image: √]キタァァァァァ────────！」




「……っ!?」

　ＰＣ画面に『七瀬真梨華』よりも頭身が高く、胸も大きい『如月きさらぎりりね』というキャラが現れた途と端たん、生駒先生が突とつ然ぜん大声を出したので、俺は驚おどろいて心臓が止まるかと思った。

「どうよ、りりねさん！　素敵でしょ!?　めちゃ美人でしょ!?　惚ほれるでしょ!?」

「!?　い、いや……別に……」

「な!?　……ふっ、まあ、これから進めていけばりりねさんの魅み力りよくが分かるはずだわ！」

　どうやら生駒先生は、この『如月りりね』が好きなようだ。ゲームを進めていくうちに、『如月りりね』は主人公の二つ年上の先せん輩ぱいであるということが判明した。気が強い性格の『七瀬真梨華』に比べて、おっとりしていて優しい性格のキャラクターみたいだ。

「ふあぁ～ねむ……」

「ちょっとおぉぉぉ!?　何眠ねむそうにしてんのよ！　せっかくのりりねさんとのデートシーンだっていうのに！」

「あ、すみません……でも選択肢が出てきても全部生駒先生の言う通りに選ばなきゃいけないからぶっちゃけ全っ然面おも白しろくなくて……」

「うぐっ……！　だ、だって……りりねさんエンドをちゃんと見るには、私の言った通りにしてもらわなきゃ困るのよ！」

　りりねさんエンド見ることはもう確定なのかよ。生駒先生の言う通りの選択肢を選んでいたら、如月りりねの好感度というものが上がっていったらしい。如月りりねの家に泊まって、幼い頃ころ二人で遊んだ思い出（どうやら主人公はこの如月りりねとも幼馴染みらしい）を一晩中楽しげに話していたら、何やらいい雰ふん囲い気きになってきた。

『泉君は、あの頃とちっとも変わらないわね。だけど、あの頃よりちょっぴり……大人の男になった、かな？　私は……今のあなたも、昔のあなたも……大好きよ』

『りりねさん……！　お、俺も……ずっと前からりりねさんのことが大好きです……！』

「うわっ!?」

　思わず、声を荒あららげる。画面に、二人がキスをしているイラストが現れたのだ。今の恋愛ゲームってキスシーンなんかもあるのかよ。

　つーか、女の子の家に二人っきりでお泊まり、って……今の俺たちの状じよう況きようにちょっとかぶってるよな。っていうか、俺を家に泊まらせた上にこんなゲームを一いつ緒しよにやらせるなんて、もしや俺、生駒先生に誘さそわれてる!?　自じ慢まんじゃないが俺は、今まで漫まん画が一筋だったからそういう経験皆かい無むなんだけど……こういうときどうしたらいいんだ!?

　とりあえず、落ち着いてマウスをクリックし、ゲームを進めることにした。

『りりねさん……りりねさん……っ！』

『あっ、だ、だめよ……泉君……』

「……!?」

　次の瞬しゆん間かん、なんと主人公が女の子の服を脱ぬがし始めたではないか！　りりねさんはあっという間に下着姿になる。この主人公、意外とやるときはやる男だな。もしや童どう貞ていじゃないのか？　俺もここは、主人公を見習って野や獣じゆうになるべき、なのか!?　俺が緊張しながらも生駒先生の方を見ようとした、そのとき。

「キャッホオオオォォォ──────ウ！　りりねさんのおっぱああぁぁぁぁい！」

「…………!?」

　突然奇き声せいを上げた彼女を前に、俺は驚きのあまり絶句した。

「ああ～久々にこのゲームやったけどやっぱりりりねさん最高！　超エロい！　さすがお姉さんキャラの元祖って言われてるだけあるぅ～！　真梨華よりりりねさんの方が人気ないなんて未いまだに信じられないわ！　ねえ、君島君もそう思うでしょ!?」

　生駒先生は興奮気味に早口で語ると、俺の方に身体からだを向けて、顔を近づけて同意を求めてくる。気が付くと、ゲームの中で主人公と女の子は、本番に突入していた。

「え……ひいぃっ!?　なんかやばいことおっぱじめちゃいましたけど!?」

「そりゃあこれ、エロゲーだから。ああ、このスチルのりりねさんのおっぱい神がかってると思わない!?　この美しいおっぱいに興奮しないなんて男じゃないわ！」

　おっぱいおっぱいおっぱいって……それしかないのかよこの人は!?

「い、いや……べ、別に俺は……」

「え!?　も、もしかしてあなた……りりねさんより、真梨華派なわけ!?」

「え、えぇ!?　ち、違ちがいますよ。て、っていうか、どっちも別に……」

「はあ!?　なんでよ!?　他の属性萌えなの!?」

「いや……っていうかそもそも、キャラに萌える、とかはないんで。だってこれ……絵、じゃないですか」

「…………っ!?」

　俺の言葉に、生駒先生は大きく衝しよう撃げきを受けたような顔をする。

「絵……!?　君島君……あ、あな、あなたって……なな、なんて可哀かわい想そうな人なの……!?」

　声を震ふるわせて、信じられないものを見るかのような目で俺を見ながら、生駒先生は言う。いや、可哀想なのは俺じゃなくてあんたの頭の中だと思うんですが……。

「い、今までに一度くらいは、キャラを好きになったことあるでしょ!?」

「そりゃあ何度かありますよ。『スリーピース』の『ロウ』とか……」

「そういうんじゃなくて！　女キャラに対して好きだ、結けつ婚こんしたい！　とか……」

「だから、それはないですね」

「そんなキッパリと!?　こ、こんな男がこの世の中に存在するなんて……！　じゃあ、好きになったとまではいかなくても、可愛かわいいな～って思ったことくらいはあるでしょ!?」

「いや、キャラに対してそういうことは思わないですね……。しいていうなら最近だと、天使すぎるアイドルでしたっけ？　あの娘こは普ふ通つうに可愛いかな～と思いましたけど」

「天使すぎるアイドル……？　何それ？　それって何のキャラ？」

「いや、キャラじゃなくて……芸能人？」

「芸能人……声優？　それでも聞いたことない……」

「いや、声優でもなくて……」

　ダメだ、この人とは会話が成立しない！　さっき一瞬でも、いい雰囲気になれるかも……とか考えてた俺の、なんと浅はかだったことか。こんな変人……いやむしろ、変人どころか変態！　こんな変態と、いい雰囲気なんかになれるわけがない！

　それから、生駒先生はひたすら『如月りりね』に萌えまくって奇声をあげたり床ゆかをのたうち回ったりしており、俺はと言えば、そんな生駒先生を冷ややかな目で見ながら、仕事の疲つかれもあって、ゲームを進めていくうちにいつの間にか意識を失っていた。




　暗くら闇やみの中、手のひらに柔やわらかい感かん触しよくを覚える。なんだろう、この柔らかくて触さわり心地ごこちがいいものは……。

「ふっ……うんっ……」

　手を動かすと、女の子の甲かん高だかい可愛らしい声が聞こえてくる。その声に意識を取り戻もどして、目を開ける。俺はベッドの上にいた。俺の目の前にはＴシャツ姿の美少女がすやすやと眠っていて……

「……ひいっ!?」

　なんと、俺の手が美少女の胸を摑つかんでいた。驚いて慌あわてて手を退のける。今の柔らかい感触って……胸!?　そうか俺、昨日生駒先生の家でいつの間にか眠っちゃって……。って、なんで同じベッドで寝ねてるんだよ!?　しかも今、寝ぼけてたとは言え、彼女の胸をＴシャツの上から、揉もん……!?　ジャージ着てたときは分からなかったけど、思ってたより胸あるな……つうか、今の感触……まさか、ノ、ノーブラ!?　くそ、寝ぼけてたなんて勿もつ体たいない……じゃない！　お、俺ってばなんてことを!?　バレたら絶対殺される！

「うぅん……Ｚカップのおっぱぁい…………むにゃむにゃ」

　幸せそうな顔でよだれを垂らして眠る生駒先生は、とんでもない寝言を言っている。Ｚカップって……でかすぎて最早気持ち悪いだろ。

「い、生駒先生、起きて下さい！」

「うるしゃい……あと五時間～……」

「いてっ！」

　俺が彼女を起こそうと身体を軽く揺ゆさぶると、彼女は眠ったまま俺の顔面をバシっと叩たたいてきた。目を瞑つぶってるくせにもろ顔に入るなんて……。つうか寝起き悪すぎんだろ。

　起こすのも面めん倒どうだしこのまま帰りたいが、鍵かぎかけなきゃいけないとか色々あるしなあ。

「んん～……」

「……ぶっ!?」

　彼女が身体の半分までかかっていた掛かけ布ぶ団とんを寝ぼけて蹴けっ飛ばすと……彼女のＴシャツの下は、なぜかパンツ姿だった。当然、俺は家族以外の女性の下着姿なんて見るのは初めてで、彼女の白くて艶なまめかしい太ももと下着に釘くぎ付づけになってしまう。

「ん……？」

　次の瞬間、絶ぜつ妙みようなタイミングで生駒先生が目を覚ました。

「……あれ、えっと……君島君？　きゃ……きゃあぁぁぁぁぁ!?」

　彼女は俺の顔を見た後、瞬時に自分のパンツ姿を見て、悲鳴を上げながら俺の頰ほおを平手打ちしてきた。バシッという音と共に鋭するどい痛みが右の頰を走る。

「いでっ！」

「ア、ア、アシスタントの分際で……あなた、なんで私と同じベッドで寝て……!?　わ、私に何したのよっ!?　こ、この、変態！　エロアシ────ッ！」

　生駒先生は真っ赤な顔で涙なみだ目めになって、慌てて掛け布団で自分の下半身を隠かくした。

「なっ、何もしてません！　覚えてないんですか!?　昨日ゲームの最中寝ちゃって……」

「えっ!?　……あ、ああ！　そういえば……。……きっ、君島君、私が寝てる間に、そ、その、ほんとに、変なこと……」

「すっ、するわけないじゃないですかっ！　そ、その……ズボンも、俺が脱がしたわけじゃなくて、起きたらその格好で……」

　胸を揉もんでしまったことなど、口が裂さけても言えない。

「あ、そ、そう……いつも寝てる間にズボン脱いじゃってるから、いつもの癖くせで……ちょ、ちょ、ちょっと……ズボン穿はくからあっち向いてて！」

　掛け布団をぎゅっと握にぎりしめ、真っ赤な顔で俺を睨にらみ付けながら彼女は言う。俺は慌ててベッドから立ち上がり、彼女とは真逆の方向へ身体ごと向けた。

「何ぼーっとしてるのよ！　もう仕事は終わったんだからさっさと帰りなさいよ！」

　無事ジャージのズボンを穿いた生駒先生は、真っ赤な顔のまま俺に暴言を吐はいた。

「なっ!?　い、言われなくても帰りますよ！　第一、俺は被ひ害がい者しやなんですよ!?　べ、別に……見たくて見たわけじゃないのに、殴なぐられるし……っ！」

「……っ！」

「じゃあ、お世話になりました！」

　慌てて荷物をまとめて、彼女の家を飛び出した。




　それから一週間が経過し、再び生駒先生のアシスタントに入る日がやってきた。

　彼女の自宅のマンションにたどり着き、扉とびらの前で軽く深呼吸をする。同じベッドで眠ねむってしまった上、事故とはいえ胸を揉んだり下着姿を見てしまったために、俺は一週間ぶりに会う彼女に少なからずドキドキしていた。仕事なんだから、こんな浮うわついた気持ちではだめだと、頭では分かっているのだが……。

　インターフォンを押すと、少ししてから扉が開いた。

「……ぶっ!?」

　玄げん関かんの扉を開けてだるそうな目でこちらを見る彼女の姿を見て、俺は思わず噴ふき出した。肌はだの露ろ出しゆつ度どが高い水色のワンピースのような服を着ている。これってもしかして、ネグリジェってやつなんじゃ……？　胸元が開いていて胸の谷間が見えている。しかも、生地が薄うすいようで、よく見ると下着が透すけていた。スカート丈たけもめちゃくちゃ短いし、なんてエロい服なんだよ!?　ただでさえドキドキしてるっていうのに……。

「……？」

　俺が動どう揺ようしていることに気付いた生駒先生は、怪け訝げんな顔で俺を見る。

「な、何なんですかその服……」

　俺は彼女の胸元から目を逸そらし、精せい一いつ杯ぱい平静を装った。

「え、服？　……っ！」

　彼女は俺の言葉に自分の服を見下ろして、すぐさま真っ赤になった。下着が透けていることに今気付いたのだろうか。

「キャッ!?　ちょっ……な、何見てんのよ!?」

「はあ!?　べ、別に俺は……」

　彼女は俺に向かって怒ど鳴なると、勢いよく扉を閉めてしまった。何見てんのよ、って……自分がそんなエロい服で出てきたんだろうが！　あんな服で現れておいて、見るなと言う方が無理があるだろ！

　来て早々扉を閉められてしまい、俺はどうしたらいいか分からずに呆ぼう然ぜんとしていたが、少しすると再び扉が開いた。彼女は前回着ていたのと同じ赤いジャージ姿になっていた。

「あーもう、すぐ仕事入って！　ちょっと押してるから！　チッ……着き替がえてる時間も惜おしいからパジャマで仕事してたの、すっかり忘れてた……」

　まだ少し赤い顔のまま、不ふ機き嫌げんそうに彼女は呟つぶやいた。さっきのはパジャマだったのか……。それにしても、着替える時間も惜しいほど作業押してるのか？　生駒先生の顔を今一度見ると、クマがすごい。睡すい眠みん時間も削けずって作業をしているのだろうか。前回アシに入ったときは、順調に進行しているように思えたのだが……。

「あーもう、ここの背景、パース狂くるってる！　描かき直して！」

「えっ……描き直し!?　一からですか!?」

　生駒先生は、先週と変わらず……いや、それどころか、先週以上にスパルタだった。先週の俺の仕事は消しゴムかけやトーン貼はりやベタ塗ぬりだけだったのだが、今日は簡単な背景まで描くように言われた上に、めちゃくちゃ厳しい。自分的にはうまくいったと思う出来でも、バシバシ描き直しをさせてくる。

　あーあ……先週一いつ緒しよにゲームをやったりして、全く意見は合わなかったけど……それでも、少しは打ち解けられたような気がしてたんだけどなあ。

「あ～～もう、まだ背景終わんないの!?　仕事遅おそすぎ！　時間ないっていうのにーっ！」

　生駒先生が苛いら立だった様子で俺に文句を言う。その言葉に、ついカチンと来た。

「……っ！　た、確かに……俺は仕事が遅いかもしれませんけど……で、でも……！　言わせてもらえば……その……先週から、あんまり進んでないですよね!?　一週間もあったっていうのに！　締しめ切り、確か二日後とかですよねえ!?」

　思わず、ずっと心に留めていたことを言ってしまった。本当にびっくりするほど原稿が進んでいなかったっていうのに、それを棚たなに上げて俺に文句を言ってきたので、ものすごく腹が立ってしまったのだ。

「……っ！　う、うるさいわね！　仕方ないでしょ！　私だって……い、いろいろあるのよ！　ア、アシスタントのくせに先生に口答えするなんて……っ！」

　生駒先生は、顔を真っ赤にさせて俺に反論する。それからは互たがいに黙だまってしまったので、暫しばらくの間気まずい沈ちん黙もくが流れた。俺たちは無言のままひたすら原稿を進めた。

「……き、君島君。来月から、どうするの？　は、早めに決めてもらわないと……こっちだって困るんだけど！」

　先に沈黙を破ったのは彼女だった。

　彼女が言っているのは、アシスタントを続けるかどうかということだろう。早乙女さんに、来月以降も入るかどうかは俺の意思で決めていい、と言われている。

　正直なところ、このままこんな大変な思いをしながらスパルタな彼女の元でアシを続けたところで、俺の漫まん画がのためになるのだろうか？　という疑問が俺の中にあった。彼女が描いている萌もえ漫画と、俺の志望しているバトル漫画では、ジャンルが百八十度違ちがう。作画面で言えば、プロの現場で修行ができてためになるとは思うが、本当にそれだけだ。萌え系の漫画に関する知識を増やしていったって、今後俺の漫画には何の役にも立たない。

「そ、その……俺、今月いっぱいで辞めさせてもらおうかと思ってるんですけど……」

　現在の自分の考えをまとめて、俺は彼女に自分の意思を伝えた。

「……！　あっそう……。い、いいわよ……。あ、あなたみたいな……漫画家に口答えしてくる上に、萌えを理解してない無能アシなんて、こ……こっちから願い下げよ！」

「……！　そ、そーですか。それは……今までご迷めい惑わくおかけしましたねぇ！」

　ああ、腹立たしい。思ってたとしたって、そこまで正直に言うことないだろ。萌えを理解してない無能アシなんて、願い下げ……。そんな風に、思ってたのか……。

「学校の背景の資料って、どこにあります？」

「……上から二段目の引き出し」

　苛つきながらも、引き出しを開ける。……っと、二段目って言ってたっけ？　間違えて三段目を開けてしまった。

「……！」

　引き出しの中には、描きかけの原げん稿こう用紙が入っていた。つい気になって取り出してみる。原稿用紙は一枚ではなく六枚ほど出てきた。ペン入れ・ベタまで終わっている。

「あの……もしかしてこれって、先週生駒先生が進めてた原稿じゃないですか……？」

「……！　ちょっと、何勝手に見てるのよ!?　早くしまいなさいよ！」

　俺の様子を見て、憤ふん慨がいする生駒先生。

「もしかして……この六枚の原稿、丸々没ぼつにしちゃったんですか!?」

「……っ！　自分の原稿没にしようと勝手でしょ！」

　そうか、ここまで進んでいた原稿を没にしたから、作業が先週からほとんど進行していないように感じたのか。単にサボッてたってわけじゃなかったんだな。

「でも、なんでまた……」

「演出面とかコマ割りとか、どーしても気に食わなくてやり直したくなったのよ！」

　この人、自分の漫画に尋じん常じようじゃないこだわりを持っているのか。正直、少し見直した。

「……ん？」

　引き出しに原稿を戻もどそうとすると、原稿の下にある、背景の絵を練習した跡あとの紙が目に付いた。紙を捲めくると、その下の紙にもひたすら絵の練習をした跡があった。背景の他にも、様々な表情、ポーズの人物画、衣装のラフ画……。すごい量だ。また、他にも没原稿らしきものが何枚も出て来た。

「ちょっ……勝手に見ないでって言ってるでしょ！」

　俺が見ていることに気付いた生駒先生が、怒おこって椅い子すから立ち上がる。

　この人、ほとんど努力なんかしてないみたいなこと言ってたけど、もしかして本当はめちゃくちゃ努力家なんじゃないのか？　考えてもみれば、当然……かもな。だってそうでもなきゃ、こんなに若くして連れん載さいなんか、持てるわけない。

「あの、俺はアシ辞めますけど……今後も頑がん張ばって下さい。先生の漫画、応おう援えんしてます」

　俺の言葉に、生駒先生はペンを置いて俺の顔を見た。

「……！　な、何よそれ……よ、よくもそんな、無責任な発言……！」

　彼女は鋭するどく俺を睨み付けてくる。な、なんで睨まれなきゃならないんだ？　応援してるという旨むねを伝えたっていうのに。確かに、無責任だったかもしれないが……。

　生駒先生は俺から視線を外して、大きくため息をついた。

「この漫画はね……もうすぐ打ち切りよ」

「……えっ!?」

　彼女の発言に驚おどろいて、俺も思わずペンを止めてしまう。

「先週発売したコミックスの最新刊の売り上げが良くなかったから、早乙女……担当編集からあと一巻で畳たためって言われてるの。万が一、来月結果が出る読者アンケートで私の漫画の順位が思いっきり上がったら延命できるかもしれないけど、そうでもない限りこの原稿を含ふくめてあと三話で打ち切りだから、そのつもりで描くように、って……」

「そ、そうだったんですか……!?」

　この漫画が、打ち切り!?　そんなこと、全然知らなかった……。

「い……生駒先生は……それでいいんですか……!?」

　俺の言葉に、彼女がピクッと反応する。

「い、いいわけない……。私だって納得できないわよ！　今『プリドラ』で連載中の漫画、私の漫画よりクソつまんない漫画だって、たくさんあるのにっ！」

　彼女は必死な様子で、俺に向かって叫さけんだ。心から悔くやしそうで、見ているこっちが心苦しくなってくるほどだ。

「今『プリドラ』で連載されてる漫画は……クソムカつくロリがメインの、テンプレハーレムエロばっか！　早乙女は私に、そういうの描いた方が人気が取れるって言うけど……そんなどこにでもあるような話、描きたくない！　私は面おも白しろいと思えないんだもん！　自分が本当に面白いと思うものを描かなきゃ……読者に読んでもらう資格なんてない！」

「い、生駒先生……」

　俺は彼女の心の叫びを、ただ呆然と聞いていた。

「私が心から好きなキャラクターの魅み力りよくを、私が心から面白いと思える物語の中で描いて……それを読者に伝えなきゃ意味がない！　流行はやってるからとか、そっちの方が人気が出るからとか、そんなんで適当に好きじゃないものを描いても、読者に伝わっちゃう！　そんな漫画、読者に見せられない！」

　彼女の叫びに、俺は大きく心を打たれた。つまり彼女は、人気が出ないことが分かった上で、それでも自分が心から好きなものの良さを読者に伝えるために、漫画を描いている、ということか。彼女がここまで熱い思いを持って漫画を描いていたなんて、予想外だった。

「はあ……あ、やば。もうこんな時間。君島君、そろそろ少し休きゆう憩けいしていいわ。もう六時間もぶっ通しでやってるし」

「え？　で、でも……締め切りまで時間ないのに……」

「いいから。アシなんだから先生の言うこと聞きなさいよ」

　仕方なく、言われたとおり休憩をもらうことにした。仕事部屋から出て、この間エロゲーをやらされた寝しん室しつに移動し、絨じゆう毯たんの上に横になって疲つかれた身体からだを休ませる。

　部屋の片かた隅すみに無造作に置かれている紙かみ袋ぶくろが少し気になった。よく見ると、太いマジックで大きく『君島用』と書かれている。……って、俺用!?

「な、何だこれ!?」

　勝手に見ていいかどうか迷ったのだが、好こう奇き心しんに負けた。軽く中を覗のぞくとそこには、この間プレイしたみたいなゲームが何本かと、数冊の漫画、アニメＤＶＤなどが入っていた。

　もしかしてこれ、全部俺にやらせようとしていたのか……？　全て萌え系のものばかりで、全て消化するなんて想像しただけで気が滅め入いる。いや、でも……つまり彼女は本気で俺に萌え系を勉強させようとしてた、ってことだよな。来月からも俺にアシをやらせるつもりで？　さっきは、俺みたいなアシなんてこっちから願い下げ、とか言ってたのに……。

　再び部屋を見み渡わたすと、本ほん棚だなに沢たく山さんの漫画が並んでいた。仕事部屋にも沢山漫画があったし、相当な量の漫画を読んでいるみたいだ。萌え系ばかりかと思いきや、少年漫画、青年漫画、少女漫画と、いろいろなジャンルの漫画があり、バラエティに富んでいる。意外にも、バトルなどのアクション漫画も多かった。俺が好きな漫画もいくつかあって、驚いた。

「あ、これって……」

　透とう明めいな袋に、大量に同じ漫画が入っているのを発見した。それは、彼女が現在『月刊プリティードラゴン』で連載している『ＹＡＭＯＭＥガール』のコミックスだった。我ながら失礼な話だとは思うが、アシスタントをやっておきながら、俺はまだこの漫画を読んだことがない。萌え系、というだけで苦手意識を持ってしまい、未いまだに読まずにいたのだ。いい機会だから読んでみようと思い、一巻を探して手に取る。

「……………………」

　俺はてっきりこの漫まん画がを、主人公が巨きよ乳にゆう年上ヒロインとイチャコラする軽いノリのラブコメ、だと思っていたのだが……少し読んだだけで、『ＹＡＭＯＭＥガール』は俺が想像していたのと全く違う漫画だった、ということが分かった。




　高校生の主人公は、親の仕事の都合で都会から田舎いなかへと引っ越こす。そこで出会った、隣となりの家に住む三つほど年上の美女に一ひと目め惚ぼれする。彼女は大人の色気と優しさを持ちながらも、どこか儚はかなげな魅力を持つ女性で、主人公は全力で彼女にアタックするのだが、いつもうまくかわされてしまう。

　そんなとき、ある噂うわさを聞く。彼女は小学生のとき、とても仲の良い男の幼おさな馴な染じみがいたのだが、その彼は病気で幼くして死んでしまったらしい。本人にその噂のことを聞くと、主人公は彼女に決定的な言葉を突つきつけられる。

『私は幼いながらにも、彼のことを本気で愛していました。この先、彼以外の人と結けつ婚こんするつもりはありません』……主人公はそれでも、彼女の心を開かせようと、前向きに頑張ることを決意する。




　軽いノリのラブコメ……なんて、とんでもなかった。むしろ超ちよう重い。ドシリアスで切ない、ガチな恋れん愛あいものだった。時折サービスシーンや明るいノリのコメディ部分が入るために、俺は原稿中そこだけを見て、よくあるエロくて軽いラブコメだと思い込んでいたのだ。

　俺は恋愛もの自体あまり読まないのだが、この漫画はとても面白いと感じた。ページを捲る手が止まらない。ストーリーに引き込まれてしまい、続きが気になって仕方ない。主人公もヒロインのキャラも、とても魅力的だ。特に……年上のヒロインは、ミステリアスで危あやうい大人の女性としての魅力に溢あふれており、素晴らしいキャラクターだと思った。

『私が心から好きなキャラクターの魅力を、私が心から面白いと思える物語の中で描かいて……それを読者に伝えなきゃ意味がない！』

　彼女はあの言葉の通り、本当に魅力的なキャラクターと物語を、漫画にしていたのだ。俺と同い年くらいでこんな素晴らしい漫画が描けるだなんて、悔しいけど、生駒アギトという漫画家は間違いなく天才だと思う。勿もち論ろん、想像を絶するほどに努力もしているだろう。

　あっという間に一巻を読み終わり、時計を見る。休憩が終わるまであと三十分。二巻を読もうとして、ある言葉を思い出した。

『この漫画はね……もうすぐ打ち切りよ』……そ、そうだった！　この漫画は、もうすぐ打ち切られてしまうのだ。コミックスを確認すると、既き刊かん二巻。こんな面白い漫画がこんなにすぐに打ち切りになってしまうなんて！　そんなの、絶対に許せない。

　……そういえば、次のアンケート結果が良かったら打ち切り免まぬかれるかもしれない、みたいなこと言ってたよな。ということは、今回の原げん稿こうを頑張って素晴らしいものを上げて、読者からの人気が上がれば、打ち切りを免れるっていうことか!?　俺は急いで寝室を出た。

「……!?　き、君島君……？　休憩はまだあと三十分……」

　勢いよく扉とびらを開けて仕事部屋へと戻ってきた俺を見て、生駒先生は驚いている。

「生駒先生……やっぱり俺、休憩なんていりません！　この原稿の出来が少しでも良くなるよう、協力したいんです！」

「!?　き、君島君……？」

　それから俺は、今までの何倍もの力を出して頑張った。背景。効果線。トーン処理。アシスタントの俺なんかができることは限られているが、少しでもこの原稿の完成度が上がるよう全力を尽つくした。今度は自分の意思で、泊とまりがけで原稿を手伝い、それから十時間以上ぶっ通しで原稿を進め、翌日の昼間、無事に原稿は完成した。

「す、すごい……今までの原稿の中で、作画の面では一番出来いいかも……！」

　椅子の上で思い切り伸のびをしている俺に、彼女は嬉うれしそうに笑いかけた。

「ここまでモチベーションを下げずに原稿のクオリティを上げられたのは……君島君、あなたのおかげよ。……ありがとう」

　生駒先生は少し恥はずかしそうに、俺に感謝の意を述べた。

「いや、俺は別に……。あ、あの、生駒先生。この原稿だったら、もしかしたら、アンケートの順位が上がって打ち切り回かい避ひできる可能性ありますかね？」

「えっ!?　君島君あなたまさか……それでこんなに原稿頑張ってたって言うの……？」

　生駒先生は啞あ然ぜんとした顔で俺に問いかけた。俺が「はい、まあ……」と肯こう定ていすると、喜んでくれるかと思いきや、生駒先生は困こん惑わくした表情で深いため息をついた。

「さっき私、『来月結果が出る読者アンケートの結果で打ち切りかどうか決まる』って言ったでしょ？　来月集計結果が出る読者アンケートだから、三ヶ月前に掲けい載さいされた原稿についてのアンケートよ。今描いてる原稿のアンケート結果がそんなすぐに反映されたりしないわ」

「……えっ!?」

　生駒先生の言葉に、俺は大きく衝しよう撃げきを受けた。三ヶ月前の原稿、だと……!?　じゃあ今回の原稿を死ぬほど頑張ったところで、打ち切りになるかどうかには一切影えい響きようしない、ってことか……!?

　俺はショックのあまり何も言えなくなって放心してしまう。くう、打ち切りになって欲しくないがためにあんなに頑張ったっていうのに……ああ、俺ってなんて阿あ呆ほうなんだ！

「き、君島君…………」

　生駒先生にバカにされるかと思ったが、彼女はそんなことはせずに、複雑な表情で俺の様子を見ていた。

「あの、生駒先生……さっきアシ辞めるって言ったの、取り消しちゃだめですか？」

「……え？」

　気付いたら俺は、そんなことを口にしていた。

「実は休憩中、失礼ながら初めて先生の漫画読んだんですけど……すごい面おも白しろくて。もし打ち切り回避したら、その後もこの作品のアシスタント、続けさせてくれませんか？」

　さっき初めて彼女の漫画を読んだときから、俺はなんとなくそうしたいと思っていた。少しでも、この漫画の役に立ちたい。それに、こんなに面白い漫画が描ける人の元でアシスタントができたら、たとえ漫画のジャンルは違ちがっても勉強になりそうだとも思った。

　生駒先生は俺の言葉に、驚おどろいて目を見開く。少しの間何も言わないで、ただ呆ぼう然ぜんと俺の顔を見ていた。何を今いま更さら、と思われているかもしれない。本当に自分でも呆れるほど、調子がいい話だと思う。断られたとしても、無理はない……

「……へぇ～……。…………。ふっ……仕方ないわね！　いいわ……分かったわ。あなたを……この生駒アギトの専属アシスタントに任命してあげようじゃないの！」
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　彼女はビシッと俺に向かって指を差して、なぜか勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべて自信満々に、そんなわけの分からないことを言い出した。

「え!?　せ、専属……!?　い、いえ、別にそこまでは……」

　承しよう諾だくしてくれたのは嬉しいが、専属アシスタント、って……。ぶっちゃけ、勉強として他の漫画家のアシスタントもやってみたいし、そこまでは望んでいないのだが……。

「なっ……何よ、その反応！　気に食わないわけ!?　私の漫画のアシは大変なのよ!?　掛かけ持ちなんか絶対無理！　だから……せ、専属でやらなきゃダメ！　他の漫画家のアシなんてやってる暇ひまないんだからね!?　分かってんの!?」

「そ、そうなんですか……？　わ、分かりました。そこまで言うのなら、専属で……」

「フッ……専属アシになってもらったからには、あなたには勉強してもらわなきゃならないことが山ほどあるのよ！　この原稿コンビニに持って行ったら早さつ速そくやってもらうわ。あっちの部屋に、あなたが勉強するためのゲームと漫画とＤＶＤをまとめたものが……」

「ちょっ……!?　せ、せめて今日は勘かん弁べんして下さい！　今すぐ寝ねたいんですけどぉぉ！」

　それからその日の夜まで、俺は再び彼女の家で、彼女直々の解説つきで『エロゲー』をやらされるハメになったのだった……。







　その次の月も、俺は生駒先生の元でアシスタントを続けた。

　そうこうしているうちに約一ヶ月が経過し、五月も終わりに差し掛かる。そろそろ前回の生駒先生の原稿のアンケート結果が分かるという時期になって、俺は早乙女さんに『富士見社』に呼び出された。平日だったため、学校の帰りに立ち寄る。

「えっ……君島君!?　なんであなたが……？」

「生駒先生!?　なんでここに!?」

『富士見社』の打ち合わせブースに、生駒先生の姿を発見して、俺は驚きよう愕がくした。つまり、俺たちは二人一いつ緒しよに呼び出されたということか……？

「……っていうか、生駒先生……そ、その格好……」

　更さらに、俺は彼女の服装に驚いた。生駒先生は、学生服を着ていた。今の彼女はどこからどう見ても女子高生にしか見えない。生駒先生って、高校生だったのか!?　未だに彼女の年ねん齢れいを知らずにいたので、驚いた。まあ、見た目的にそのくらいだろうとは思っていたけど、いざ制服姿を見るとなんだか不思議な感じだ。それにしても、見たことない制服だな。どこの高校に行ってるんだろう。

「お待たせしました！　今日はお二人共、わざわざ来て下さってありがとうございます」

　そこで、早乙女さんが俺たちの元へ小走りでやってくる。穏おだやかそうな笑顔を浮かべていて、以前俺の原稿を厳しく批判した人間と同一人物とは、とてもじゃないが思えない。彼女は俺たちの向かいの席へと座った。

「今日はお二人に……とても大事なお話があります」

　その言葉を境に、早乙女さんの顔つきが厳しいものへと変わった。

「残念ながら……この度たび、生駒アギト先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』は、読者アンケートの順位が奮わず、打ち切りになることが決定しました」

「……っ!?　そ、そんな……」

　早乙女さんの言葉に、俺はショックを隠かくしきれない。噓うそだろ？　本当に、打ち切りが決定してしまうなんて！　打ち切りになるのが勿もつ体たいないくらい面白かったのに……。

　それに……そしたらもう、生駒先生と二人で漫画を描くことはできないんだ。もっと一緒に頑がん張ばりたかった。い、いや、勿論……尊敬する一漫画家として……。

　生駒先生の顔を見る。彼女は俺なんかの何倍もショックを受けているはずだ。俯うつむいたまま、放心していた。未だに打ち切りという事実が受け止められないのかもしれない。

「……あ……わ、分かったわ……。覚かく悟ごは……してた、から……」

　真っ青な顔で、消え入りそうな声で、彼女はそれだけ言った。そんな彼女に、早乙女さんが声を掛ける。

「爆ばく発はつ的な人気はなくとも、一定数の指示は得られていたから、このままいけばじわじわ人気が上がるだろうと思って、一巻を発売した頃ころこの路線のままいきましょうって言ったけど……ごめんなさい、私の読みが甘かったわ。やっぱり、人気を上げるために何かしらの工夫……路線変へん更こうや、てこ入れをするべきだった。方針を変えていれば、打ち切りを免れていたかもしれないのに……」

　辛つらそうに話す早乙女さんの様子に俺は驚いた。仕事に関して厳しい人だというイメージがあったので、打ち切りに関しても生駒先生に厳しいことを言うのかと思っていたが、自分自身に責任を感じているだなんて……。早乙女さんって、ただ厳しいだけではなく、きちんと漫画家のことを考えてくれる編集さんなのかもしれない……。なんてことを、まだ会って二回目だが、ぼんやりと思った。

「……！　違う……。早乙女さんは私を信じて、私の描きたい路線でやらせてくれたのに、私が……面白い漫画を描けなかったせい」

　そう話す生駒先生は、心底悔くやしそうだった。それから早乙女さんは「この件に関してはまた今度詳くわしく話しましょう」と言って話を終わらせ、俺と生駒先生の両方の顔を見た。俺も『ＹＡＭＯＭＥガール』のアシスタントとして協力していたから、打ち切りを知らせてくれたのか？　と思っていたが……もしかして、他に本題があるのだろうか。

「……ところで君島君、なぜ私があなたに生駒さんのアシスタントを頼たのんだか分かる？」

「えっ!?」

　打ち切りの話から唐とう突とつに話題が変わって、俺は戸と惑まどってしまう。

「あなたに足りない部分……作品に対するパッション。これが描かきたい、読者に伝えたいっていう気持ち。それが、生駒さんには溢あふれている。生駒さんのアシスタントをすることで、それを学んで欲しかったの」

「えっ……そ、そうだった……んですか……」

　早乙女さんの話を聞いて、俺は妙みように納得した。確かに、彼女の漫画は、この作品が描きたくて仕方ない！　という情熱に満ち溢れていた。だからこそ……萌もえ系や恋れん愛あいものが好きじゃない俺でも、心を動かされてしまうほどに、面白かったのだろう。

「それから生駒さん……何度も言っているから分かってると思うけど、いくらストーリーが面白くても、あなたの作品は流行と逆行している。この作品は残念ながら、他のエロ描びよう写しやが激しいハーレム系作品などの、派手な作品に埋うもれてしまった。商業としてやっていく以上、今回のような打ち切りを回避するためには、今後はもっと大衆人気を意識して描いていかなくてはならない。勿もち論ろん納得できないものを描けって言ってるんじゃないわ。自分でも面白いと思えて、尚なお且かつたくさんの読者に愛してもらえる作品よ。言ってる意味分かるわよね？」

「……！　……え、ええ、分かってる……。私だって、もう打ち切りなんて嫌いや！」

「ならいいわ。ところで、君島君に手伝ってもらった先月締しめ切り分の原げん稿こうだけど、びっくりするくらい完成度が高かったわ。今までの生駒さんの原稿の中で一番ってくらい」

　早乙女さんのセリフに俺は少し驚いた。そんな風に褒ほめてもらえるなんて、打ち切りを回避させようとめちゃくちゃ頑張った甲か斐いがあった。まあ結局、打ち切りには一切関わらなかったのだから、無む駄だな苦労だったのだが。

「そこで、今回の原稿を見て思いついたんだけど……」




「生駒さんに君島君……あなたたち二人で漫画を描いてみない？」




「「……えっ!?」」

　早乙女さんの突然の驚くべき提案に、俺たちは同時に声を上げた。

「君島君が描きたいのはバトル漫画。生駒さんが描きたいのはラブコメだけど、安易なハーレムに走らないストーリー重視のもの。その二つのいいところを掛け合わせた漫画を描くの。バトルがメインの話だけど、萌え要素、可愛かわいい女の子キャラも売りで、恋愛要素もある作品。最近アニメ化している話にはこういうものが多いでしょう？　このジャンルの作品はまだ『プリティードラゴン』に少ないから狙ねらい目だし、ただのラブコメよりも派手さがあるから引きも強い。一言でまとめるなら、『ラブコメバトル漫まん画が』……とでも言うのかしら。あなたたち二人で力を合わせれば、よりキャッチーでレベルの高い作品を描けると思う。上手く行けば一山当てられるかも知れないって思ったのよ！」

　俺は早乙女さんのセリフに、驚きのあまり言葉が出ない。まさか、こんな提案をされるなんて……。まだデビューも決まっていない俺にとって、いきなり連れん載さいができるなんて夢みたいな話だ。ラブコメバトル漫画、か。俺はラブコメというジャンルに明るくないので、不安もあるが、それでも……彼女とだったら、できる気がする。根こん拠きよもなく、そう思った。

「お、俺は……やってみたいです！　いきなり連載できるなんて夢みたいだし、それに、い、生駒先生とだったら一緒に描いてみたいんです！　俺、頑張りますから！」

　生駒先生に向かって力強く言ってから、途と端たんに不安になる。俺にとってはおいしい話だが、生駒先生にとっては、どうだろうか？　まだデビューもしてない俺なんかと組むなんて……。それに、彼女は本当に自分が面白いと思うものしか描かない、という信念があるのだ。ラブコメバトル漫画というジャンルは、彼女にとってどうなんだろう？

「き、君島君……」

　生駒先生は俺の言葉に、真しん剣けんな表情で俺を見た。やがて、意を決したように口を開く。

「……わ、私も……私も、やってみたい！」

「！　い、生駒先生……本当ですか!?」

「私、バトル漫画は描いたことないけど、読むのは好きなの！　ラブコメバトル漫画……私にとって未み開かい拓たくのジャンルだけど、そのジャンルで、挑ちよう戦せんしてみたい。読者に読んでもらいたいと思えるほど面おも白しろい漫画を、描いてみたい！」

「じゃあ、決まりね！　早速打ち合わせしましょう！　勿論、すぐに連載が始められるわけじゃないけど……これから三人で頑張って、面白いプロットを作りましょう！　まずは、連載を勝ち取れるように！」

「は、はい！」

　俺の心は希望に満ちあふれていた。勿論、連載ができるかもしれないということにもだが……また、描けるんだ。生駒先生と一緒に、漫画を！

「あ、そうだ。もう対等の立場になるんだから、君島君は生駒さんに敬語を辞めてもいいんじゃない？　二人とも同い年なんだし」

「え!?　おっ……同い年!?」

　今日制服姿を見て高校生だということは分かっていたが、まさか同い年だったなんて……！　驚おどろきのあまり、隣となりにいる生駒先生を見る。

「ふん、やるからには私の足を引っ張ったりしたら承知しないわよ？」

　なぜか勝ち誇ほこったような笑みで、上から目線でそんなことを言う彼女。

「なっ!?　タメのくせに……よくも今までそんな大きい態度取ってましたね!?」

「当たり前じゃない！　漫画家としては私の方が先せん輩ぱいなんだから！」

　彼女のセリフに俺が言い返そうとすると、不意に、俺の前に彼女の手が差し出される。

「私、本名は生駒茉まつ莉り。これから……相方として、宜よろしく。君島君」

　俺に柔やわらかい笑顔を向けて、彼女は自己紹しよう介かいをした。

　生駒茉莉。それが、彼女の本名……。差し出された彼女の手をしっかりと握にぎる。

「こちらこそ……これから宜しく！　俺、全力で頑張るから！」




　こうして……態度がでかいおっぱい好きの変態漫画家と、バトル漫画好き新人漫画家による、凸でこ凹ぼこコンビ漫画家の奮ふん闘とうが始まったのだった。






４









「まずは読み切りを『プリドラ』に掲けい載さいして、そのアンケートの結果が良かったら連載権をもらえることになるわ。巻末のアンケートの『今回の読み切りの続きを読みたいですか？』っていう質問に、読者の『はい』という回答を二割以上もらえたらいいの。これが案外難しいのよ。プリドラの読者は萌え系が好きな人ばかりではなく、『ドラゴン』本誌の人気連載のスピンオフ漫画や、約二割程ある硬こう派はなバトル漫画などの読者も結構多くて、多種多様なの。こういう作品なら絶対に人気が出る、って言い切れないのよ」

　早乙女さおとめさんの言葉に俺は納得した。さすがにいきなり連載させてもらえるなんて上手い話はないんだな。要は、面白い読み切りを描いて、アンケートで結果を出せばいいんだ。

「既すでに一度連載している生い駒こまさんには厳しい待たい遇ぐうと感じるかもしれないけれど、せっかく新連載を初めても打ち切りになってしまったら元も子もないから、最近はそういう方針なの。分かってもらえる？」

「……仕方ないわ。打ち切り作家の扱あつかいが悪くなるのは知ってるし、それでも優ゆう遇ぐうしてもらえてる方だと思う……」

「分かってもらえて助かるわ。じゃあまずは、残りの『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿と並行して、読み切り用のプロットを二人で練ってきて。まずは簡単なものでいいから、できたら私に見せて頂ちよう戴だい。ちゃんと二人で話し合って考えるのよ？」




　出版社で早乙女さんとのやり取りを経て、五月最後の土曜日。いつも通りアシスタントに入り『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿を無事に終え、配達してもらうためにコンビニに持って行った後、今日は互たがいに考えて来た読み切り用のネタを見せ合うことになっていた。

　俺は自分のネタ帳を生駒先生に渡わたして、彼女からもネタ帳を受け取り、目を通した。彼女が考えて来たというネタは……。

　高校生の主人公がボクシングジムに通い始め、年上の美人ボクシングトレーナー（巨きよ乳にゆう）に惚ほれる……という話と、女子校の剣けん道どう部の先輩後輩の、女同士の恋愛もの、の二つだった。どっちもあまり少年漫画っぽくないし、正直大衆人気が出そうに思えない。

「あのさあ、確かにどっちも恋愛要素もバトル要素もあるけど……早乙女さんの言う『ラブコメバトル』ってこういう意味じゃないと思うんだけど」

「えっ、なんでよ!?　っていうか……あんたが考えて来たネタだって全然ダメよ!?　どれもこれも厨二テンプレばっかりで全然オリジナリティがないじゃない！」

「えっ……!?」

　俺の考えて来たネタは、勇者や魔ま導どう師しやエルフなどが出てくるファンタジーや、吸きゆう血けつ鬼きをネタにしたバトルものなどだったが、厨二テンプレって……。その一言で足あし蹴げにするなんて酷ひどいだろ！

　その後も俺たちは、考えて来たネタを互いに批判したりして、時には口論になりながらも話し合いを続けた。結局、俺の案にも生駒先生の案にも互いが納得するものはなかった。

　俺たちにはもっと研究が必要だ、ということになり、アニメが見られるという漫画喫きつ茶さへ行って、最近人気だったアニメを見て研究し、人気作品に共通する条件を書き出した。

『女キャラは色んなタイプをそれぞれバランス良く出す』

『主人公は地味で平へい凡ぼんな外見、受け身な性格が多い（例外もあり）』

『主人公自身も戦って勝つなど見せ場がある』

『メインヒロインは一人だが、他の女キャラからも好かれたりする（所謂いわゆるハーレム）』

「じゃあ、これらを踏ふまえていくつか考えてくるよ。案が固まったらまた連れん絡らくするから」

「ネタ出しに長い時間かけるわけにいかないから、今週中にもう一度会うわよ」

　生駒先生は、気性が荒あらいところと、作品が自分の好みに偏かたよりすぎるところが玉に瑕きずだが、客観的に作品を見ることができるし、何よりモチベーションが高くて、相方としてとても頼たのもしい。俺も彼女に負けないよう頑がん張ばろう。早くネタを固めなければ。




　四日後、六月一週目の水曜日。学校帰りに生駒先生の仕事場に寄り、再び読み切りの打ち合わせをしていた。生駒先生の仕事場は、俺の高校から電車で三駅の場所にあり、通いやすくて助かっている。

　俺が考えて来たネタと、生駒先生のネタのいいところを取って、そこから話し合いを重ね、なんとかネタが固まってきた。

「うん、意外といい感じにまとまったんじゃないかな！」

【タイトル：下げ克こく上じよう武ぶ闘とう学園！（仮）

　男子高校生である主人公の転校先は、元女子校のため九割が女子生徒という高校。更さらに、『闘たたかって勝った者が良い扱いを受ける事ができ、弱い者は窮きゆう屈くつな学園生活を送らなければならない』という校則が定められている、超ちよう武闘派で下克上な学園だった。

　女子生徒たちはみんな喧けん嘩かが強く、女だと嘗なめてかかっていた主人公はバトルに負けまくり、転校早々酷い扱いを受ける。それでも主人公は、好きになった女の子（ヒロイン）を守るために強くなることを決意し、修行を積み、最終的にはバトルで勝つ──。】

　という、学園武闘漫画のプロットが出来上がった。下手に異能力や魔法などを使うと既き存そんの作品とかぶってしまうため、思い切って武闘ものの作品にしてみたのだが……。

「なんか……色んなネタを考えすぎてゲシュタルト崩ほう壊かいしてきたんだけど、これって本当に面白いのかしら……？」

「う……『正当派学園バトルラブコメ』としての基準は満たしてると思うんだけど……これ以上考えても埒らちが明かないし、とりあえず一度早乙女さんに意見聞いてみようよ」

　生駒先生が早乙女さんに電話をし、二日後、出版社でプロットを見せることになった。




「全っ然ダメね……」

「「えぇっ!?」」

　二日後の金曜日、出版社にて。プロットを読んだ早乙女さん（仕事モード）はため息をついて冷たく言った。ダメ、か……。もしかしたらそんな気はしていたが、面と向かってはっきり言われるととてもショックだった。というか、もう大分慣れてきたとはいえ、彼女のこの二重人格っぷりはどうにかならないのだろうか？

「ラブコメ分が少なすぎて、バトルに寄りすぎだわ。これじゃあどうして二人でやってるのか分からない。本当にこのプロットで二人が面白いって納得したの？」

「……！　そ、それは……」

「自分たちが面白いと思ってない作品が、面白いわけないでしょう？　二人が自信を持って面白い！　と言い張れるプロットを描いてきてくれないと」

　早乙女さんの言葉に、俺は深く反省した。全くその通りだ。それから早乙女さんは、具体的にこの作品の駄だ目めなところを挙げていった。

「まず一番の問題点は、格闘ものというジャンルがプリドラのカラーに合ってないということ。バトルもの、とは言ったけれど、こういうバトルではなくて……例えば異能力を使って戦うとか、最近のラブコメバトル作品で読者が求めている要素を入れて欲しいのよ。最初に言っておくべきだったわ」

「そうよね、やっぱりこのネタは……面白くないわよね」

　生駒先生は深いため息をついて呟つぶやいた。

「いい？　本気で連れん載さいを取りたいと思ってるなら、読者の立場に立って、こういう作品だったら応おう援えんしたい、コミックスを買いたい、と思えるプロットを練ってきて頂戴。今プリドラではほぼ毎月一作、多いときは三作、新人の読み切りを掲載しているけど、そのうち連載になる作品なんて半年に一度出るか出ないかなのよ」

　……！　そんなに少ないのか……。

「この作品だったら絶対に連載が勝ち取れる！　って思えるプロットができるまで、根気よく二人でプロットを練り続けて来て」

「……！　は、はい……わ、分かりました……」

　何も言えなくなっている生駒先生の代わりに、やっとの思いで俺が返事をした。

「……あ、そうだ。あなたたちに一点確認しておきたいことがあったわ」

　早乙女さんは眉み間けんに皺しわを寄せて難しい顔になる。

「そういえば、二人はまだ高校生だったのよね。未成年の若い男女が、密室で二人きりで仕事をするなんて、その……少し問題があるんじゃないかって気付いたんだけど」

「は、はあ……？」

「…………念のため確認だけど、その……ま、まだ間ま違ちがいは起きてないわよね？」

「何言ってんの!?」

　今までテンションが落ちきって黙だんまりを決め込んでいた生駒先生が、突とつ然ぜん大声を出した。

「し、仕事なんだから、そんなことあるわけないでしょ!?　バカなこと言わないでよ！」

　俺も生駒先生と同じ気持ちだった。ま、間違いって、そんなことあるわけないだろ……。

「そ、そう、良かった。分かってるとは思うけれど、不健全なことは一切禁止よ？　私には、担当編集者として未成年の二人を見守る義務があるんだから」

「そっ、そんなこと言われなくても分かってるわよ！　き、君きみ島じま君となんか……ありえるわけないじゃない！　っていうか、仕事にそんなこと絶対持ち込まないし！」

　生駒先生は真っ赤な顔で激げき怒どしている。君島君となんか、って……本人がいる前でそんなこと言うかよ、普ふ通つう？　俺だって、こんな気性が荒いおっぱい星人なんて願い下げだよ！　……そりゃあ外見だけは、ちょっと可愛かわいいけどさ……。

「そう、それを聞いて安心したわ。あ、仕事熱心なのはいいけど、原げん稿こう中、締しめ切り前であっても、二人きりで泊とまりや徹てつ夜やで作業するのは禁止ね。どうしても時間的に厳しい場合はヘルプでアシスタントを入れるから」

　マジか……。まあ今月分の『ＹＡＭＯＭＥガール』の最終話原稿がこのまま何事もなく進めば、もう徹夜する必要もないだろう……。




　翌日。生駒先生曰いわく『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿は今のところ順調らしいので、今日も読み切り原稿用の打ち合わせをすることになっていた。今日は土曜日なので、家から生駒先生の仕事場へと向かう。

　そういえば、生駒先生がいつもいる仕事場は、あくまで一応仕事場という名目で、自宅である実家はここから徒歩圏けん内ないにあると聞いている。だが様子を見るに、ほとんど仕事場で暮らしているも同然のようだ。原稿があるからというのも分かるが、家に帰らなくていいのだろうか。

　それに……俺にはもう一つ気になっていることがあった。生駒先生の制服に見覚えがないのでどこの高校に通っているのか聞いてみたところ、聞き覚えのない高校の名前が出て来た。気になったので調べてみたところ、なんと、世田谷あたりにある偏へん差さ値ちの高い私立の進学校らしい。

　生駒先生が頭が良かったということも意外だったが、どうやら学校まで通学に約一時間もかかるようだ。俺が学校帰りに直接仕事場へ行こうとすると、生駒先生がまだ学校から帰っていないということも多々あった。

　どうして、そんなに遠い学校に通っているのだろう。俺なんかは、高校では漫まん画がを最優先したいと中学の時から決めていたので、比ひ較かく的家から近く通いやすい高校を選んだ。漫画のために時間を費やしたいので、通学に余計な時間をかけたくなかったからだ。

　生駒先生は中学の時点でプロの漫画家だったので、俺と同じようなことを考えると思ったのだが……。本人に聞いても「別にそんなことどうでもいいでしょ」と言われ、理由を教えてくれなかった。




「ねえ、このネタ……萌えの要素が一切どこにも見当たらないんだけど!?」

　仕事場に到とう着ちやくした俺は、新たに練ってきたプロットを生駒先生に渡わたした。それを読んだ彼女の第一声が、それだった。

「え、そんなことないよ。ライバルの天才剣けん士しが女キャラで最終的に主人公に惚ほれるし。キャラデザまで描いてキャラの設定細かく書いたじゃん」

「そう、この女キャラ！　全然可愛くないし萌え属性が一切ないのよっ！」

「あの……前から気になってたんだけど、その『属性』って何なの？」

「……！　くっ、君島君、まずあなたには、やっぱり一から萌えというものについて勉強してもらう必要があるみたいね。あれだけ、一いつ緒しよにエロゲーやギャルゲーをプレイしながらこの私がわざわざ説明してあげたのに、何一つ分かってないなんて、ガッカリよ」

　確かに俺は生駒先生の仕事場に来るようになってから二、三回程、無理矢理エロゲーをやらされたが、相変わらず生駒先生の言う通りに選せん択たく肢しを進めなくちゃいけないし、説明と言っても生駒先生がおっぱいや好きなお姉さんキャラについてベラベラ一方的に語ってるだけで、一切何の勉強にもならなかった上に、とても退たい屈くつだった。適当に理由をつけて毎回ゲームの途と中ちゆうで帰宅した。

「いつも少ししかストーリーが進まないうちに帰っちゃうんだもの、理解できなくて当然よ！　今日こそはガッツリやってエロゲーの良さを理解してから帰ってもらうわよ！」

「えー……」

「あからさまに嫌いやそうな顔するんじゃないっ！　やっぱり今まで途中で帰ったのはわざとだったのね!?」

「だって、生駒先生の言う通りに進めなきゃいけなくて超ちようつまんないし、生駒先生が隣となりでうるさすぎて内容が全然頭に入らないし……」

「えっ!?　なっ……私のせいだっていうの!?」

「うん。やってもいいけど、その間黙ってるか別室に行っててくれない？　邪じや魔まだし」

「じゃまっ……!?　こ、この……何なのよその口の利き方はぁ！　あんた最近調子に乗りすぎよ!?　まだ漫画家デビューしてないワナビド素人しろうとのくせにこの先せん輩ぱいプロ漫画家に対してあｑｗせｄｒｆｔｇｙふじこｌｐ」

　怒いかりのあまり早口になりすぎて何を言っているか分からない生駒先生を適当にあしらった後、仕方なく再びエロゲーをやることになった（ただし、本当に説明が必要なとき以外は彼女に黙っててもらう約束で）。生駒先生の寝しん室しつであるＰＣがある部屋へと移動する。

　生駒先生が「このゲームやって泣かなかったらあんた人間じゃないから！」と大げさなことを言って差し出してきたゲームをＰＣに入れて、ゲームを起動する。

　その後生駒先生の説明により、属性というのが『幼おさな馴な染じみ』『ツンデレ』などのキャラの特とく徴ちようとなる萌え要素のことを指す、と一応理解した。

「あっそうだ……私まだ仕事残ってるの忘れてたわ。明日までにプリドラの抽ちゆうプレ用の色紙完成させなきゃいけないんだった」

　生駒先生はそう言って部屋を出て行った。プリドラの抽プレ用の色紙……雑誌でよくある抽選プレゼントってやつか。何にせよ、出て行ってくれて静かになったので助かった。

　ゲームは順調に進み、気付けば時間を忘れてゲームに没ぼつ頭とうしていた。余計な茶々が入らず、集中してプレイすれば……意外にも、『エロゲー』は面白かったのだ。

　やがて、仕事を終えたらしき生駒先生が俺のいる部屋に戻もどってきた。

「君島君、あなた時間大だい丈じよう夫ぶなの？」

「えっ……？　あ、あぁっ！　終電なくなってる！」

　生駒先生に言われて時計を見て、俺は驚おどろいた。時間を忘れる程エロゲーに夢中になっていたなんて。昨日早乙女さんに『泊まりは禁止』って言われたばかりだっていうのに……。

「明日休みだし、泊まってけば？　ゲーム最後までやっていったらいいじゃない」

「えっ!?」

　俺は生駒先生のセリフに動どう揺ようする。いや、勿もち論ろん最初に泊まったときと同様、絶対何もないだろうけど……早乙女さんにあんなことを言われたから、逆に意識してしまうじゃないか。若い男女が密室で二人きり、しかも一晩中……。……いや！　何考えてんだ俺、相手はこのおっぱい星人の生駒先生だぞ!?　そんな気分になるわけ……。

「どうしたの？　目が血走ってるわよ」

　生駒先生は気付けば結構至し近きん距きよ離りにいて、不思議そうに俺の顔を覗のぞき込んだ。思わずドキッとする。彼女が着ている部屋着である赤いジャージの下は……もしかして、今日もノーブラなんだろうか……？　って、まずいまずい！　変なこと考えんなよ俺！

「さ、早乙女さんにああ言われたばかりで、早速約束破るわけにいかないよ……とりあえず、ここに泊まるのだけは避さけないと……」

「じゃあどうすんのよ」

「漫画喫きつ茶さとかにでも適当に……うげっ」

　言いながら財布を開けて残金をチェックする。……小銭しかない。

「お金ないの？　……あなたがどうしても野宿したいっていうなら止めないけど」

「うぅ……す、すみません……始発までこの家にいさせて下さい……」

　俺は彼女に向かって頭を下げる。ああ、なんて迂う闊かつだったんだよ、俺……。

「いいけど、あんたはこのゲームちゃんと最後までやりきりなさいよね。萌もえについてちゃんと理解してもらわないと私が困るんだから。……ふぁ～、ねむ……。最近寝ね不ぶ足そく続きだったから私はそろそろ寝るわ……着き替がえてこなきゃ」

「え!?」

　着替えるってまさか、あのネグリジェに……!?

　生駒先生は着替えるために部屋を出て行く。俺は最も早はやゲームどころではなくなってしまい、ドキドキしながら生駒先生が戻ってくるのを待った。

「ふあぁ～」

「……!?」

　欠伸あくびしながら戻ってきた生駒先生は……Ｔシャツにスウェットの下を穿はいていた。……。そ、そりゃあそうだよな……あんな露ろ出しゆつ度どの高い服、男である俺のまえじゃもう着ないよな。あのときもうっかりだったみたいだし……安心したような、ガッカリしたような……。

「じゃ、おやすみ～」

　彼女はごろんとベッドの上に寝転んだ。おいおい、本当に寝るのかよ!?　男が同じ部屋にいるってのに、そんな無防備な……。

「ぐうう～」

「…………」

　なんと次の瞬しゆん間かんには、彼女は眠ねむりについていた。それも、全然可愛かわいくない寝息を立てて。

　くそっ、こんなに意識してドキドキしてたのは俺だけかよ。アホらし……。

　それから俺は、もう生駒先生のことは気にしないようにして、ひたすらゲームを進めた。一度やり始めるとストーリーがとても面おも白しろくて、もう生駒先生が後ろで寝ていることなどかなりどうでもよくなった。

　そのうち窓から明るい日差しが差し込み、気付けば、朝の六時半頃ごろ。

　ゲームは、一つのエンディングを迎むかえた。マルチエンドのゲームとのことなので、これがいいエンディングなのかそうでないのかは分からない。

　俺は……不覚にも、涙なみだを流していた。よく漫画『スリーピース』で泣くことはあるが、まさかエロゲーで泣くことになるなんて……。

　エロゲーなんて、と完全に舐なめきっていたら、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。下手な映画なんかよりずっとストーリーの完成度が高く、漫画制作の参考になったんじゃないかと思った程だ。

　それに……最初は『ただの絵だ』なんてバカにしていたゲームに出てくるキャラクター。ゲームを終えた今では、画面の中のキャラクターに僅わずかながら『愛いとしさ』などという感情が芽生えていた。ああ、ネル（ヒロイン）……そっけないフリしてたのにこんなに俺（主人公）のことを思ってくれていたなんて……！　なんて健けな気げでいい子なんだ！

　もしや、これが『キャラ萌え』というものなのか!?　今まで俺は漫画のキャラに対して『かっこいい』という憧あこがれなどは抱いだいたことがあれど、女キャラにキャラ萌えする人間のことが理解できなかった。それが今、やっと理解できた気がする。

　俺はこの芽生えた感情の喜びを生駒先生に今すぐ伝えたかったが、彼女は相変わらずぐっすり眠っている。どうせ起こしたって前回同様起きないだろう。勝手に帰るわけにもいかないので、生駒先生が起きるまで待つしかない。

　俺の眠ねむ気けも限界に来ていたため、ゲームを終わらせて、ゲームソフトをケースにしまい、ＰＣの電源を落とす。そのまま絨じゆう毯たんの上に横になると、すぐに眠気が来た。




『ピーンポーン』

　どのくらいの時間が経ったのだろう。俺はインターフォンの音で目を覚ました。

　ああそうか、昨日はあのまま生駒先生の家で寝て……。っていうか、誰だれか来た？

　ベッドの上を見ると、生駒先生が気持ち良さそうにすやすやと眠っており、目を覚ます気配は一切ない。こんなに大きな音が鳴ってるっていうのに……。どうしよう、俺が出るわけにもいかないしなあ……。

『ピーンポーン』再度、インターフォンが鳴る。

「い、生駒先生、誰か来たよ！　起きて！」

　俺は必死で生駒先生を揺ゆさぶって起こすが、彼女はピクリともしない。昨日「最近寝不足続きだった」と言っていたのを思い出す。

　その後も起こしたが全く起きる気配がないため、仕方なくここは居留守を決め込んだ方がいいと判断した。誰だか分からないが、出なければ諦あきらめて帰ってくれるだろう。

　次の瞬間、携けい帯たいの着信音が鳴って俺はびっくりした。ベッドの上の生駒先生の携帯が鳴っている。ディスプレイには、『早乙女』の文字。……なんだか嫌な予感がした。

「生駒さーん、携帯の音聞こえてますよぉ～。いるんですよねー？　昨日ご連れん絡らくした通り、色紙引き取りに来ましたよー！　ちゃんと完成してるって言ってましたよね～!?」

「ひいっ!?」

　窓まど越ごしに、聞き慣れた早乙女さん（穏おだやかなときの方）の声が聞こえた。

「ごめんなさーい、勝手に入っちゃいますよぉ～？」

　まさかの彼女のセリフに、パニック状態に陥おちいる。勝手に入る!?　そんなことできんのかい！　早乙女さんは怪かい盗とうかなんかかっ!?　まずい、まずいまずい！　泊とまりは禁止だと言われた翌日に約束を破ったのがバレたら……。とにかく、どこかに隠かくれよう！　悪いとは思いつつ勝手にクローゼットを開けると、物が多くてとてもじゃないが入れない。ベッドの下──は、エロ漫まん画がだらけでスペースがない（中学生男子かよこの人は!?）。

　そうこうしている間に玄げん関かんの方からガチャ、と鍵かぎを開ける音が聞こえてくる。俺は咄とつ嗟さに、生駒先生と同じベッドの上に上がり、彼女が被かぶっている布ふ団とんを一緒に被り、自分の身体からだ全体を隠した。もう、こうするより他に方法がなかった。

「ん、ちょっと……え!?　何っ……んぐっ」

　なんと、最悪なタイミングで、生駒先生が目を覚ました。ベッドに入ってきた俺を見て血相を変え、大声を出しそうになった彼女の口を慌あわてて手で塞ふさぐ。

「ごめん、けど……早乙女さんがたった今家に上がってきて……」

　小声で必死に俺が言うと、生駒先生の顔色が一いつ瞬しゆんで青くなった。

「そういえば今日色紙取りに来るって……やばい、あんたがいるのバレたら……」

「お邪魔しまぁ～す」

　やがて、早乙女さんが家の中に上がってきて、足音が近付いて来るのが分かる。生駒先生は慌てて再び俺を掛かけ布団の中に押し込めた。

「いい!?　早乙女が帰るまで寝たふり決め込むから、気配押し殺してて！」

　俺は必死で頷うなずいた。生駒先生は俺の身体を全て掛け布団で覆おおい隠した。俺の視界は闇やみに包まれる。あまりに掛け布団を被っている体積が大きいと早乙女さんに怪あやしまれると思ったのか、彼女は自分の身体を俺に近づけた。すると、俺の顔が柔やわらかい物に当たる。
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「……ひゃっ！」

　生駒先生が声を上げる。暗くら闇やみだから一瞬分からなかったが、こ、これって……もしや、生駒先生の胸!?　こんな状じよう況きようだというのに、めちゃくちゃ興奮してきてしまう……。

　顔の位置を変えようかとも思ったが、すぐに俺たちがいる寝しん室しつの扉とびらを開ける音が聞こえたために、身動きが取れなくなってしまった。少しでも動いたら絶対怪しまれそうだ。

「あらあら、生駒さん……やっぱり寝てるんですねぇ～。昨日、今日の朝十時に取りに行くってメールしたら、大丈夫だって返信来たのに……」

　そんな早乙女さんの声と共に、彼女の足音はどんどんベッドに近付いて来る。うう、まずい、まずい……。近付かれたら怪しまれるんじゃないのか……？

「生駒さ～ん。色紙取りに来ましたよ～！」

　割と近くで、早乙女さんが声を張っている。生駒先生は焦ったようで、バレないようにと更に身体を密着させてくる。俺の顔は生駒先生の胸におもいっきり埋められた。

　Ｔシャツの薄い生地を通して彼女の生々しい胸の感触が俺の両側の頰から伝わってくる。っていうか、またノーブラなのか……うぅ、耐える、俺……！

「やっ……」

　真っ暗な布団の中で、生駒先生が恥ずかしそうな顔で俺を見ているのが僅かに見えた。彼女の身体は小刻みに震えている。

「こうなっちゃうともう絶対起きないもんなあ……。困りましたねえ……」

「……んっ……」

　俺が鼻で息をする度に生駒先生の身体がほんの僅かにビクンと動く。

「そんなに急ぎでもないし、また持って来てもらうことにしましょうか。せっかく取りに来たんですけどねぇ……」

　早乙女さんがぼやきながら、寝室から出て行き、扉を閉めた。やがて玄関を開けて、再び鍵を閉める音が聞こえる。

「ぷは～～～っ！」

　その瞬間、俺たちは同時に勢いよく布団から這はい出てベッドから起き上がった。

　生駒先生は俺を蹴けっ飛ばしてベッドから追い出した。床ゆかに転げ落ちて軽く腰こしを打つ。

「いって！　な、何す……!?」

「さっささ、ささ……最悪！　最悪最悪最悪～～～～っ！　なんで……なんで私のむ、胸に……顔埋うずめんのよぉぉっ!?」

「お、俺はそんなことしてないって！　生駒先生が俺の方に身体近づけて来たから……」

　生駒先生は真っ赤な顔で涙目になって俺を睨にらみつけ、自分の胸を腕うでで隠す。

「だ、大体、今日の朝早乙女さんが色紙引き取りに来るって事前に分かってたんだろ!?」

「わっ……忘れてたんだもん！　仕方ないじゃないっ！」

「…………。っていうか、早乙女さんなんで家に入れんの？」

「……私がインターフォンで起きないことが多いから、合い鍵かぎ渡わたしてて……勝手に入っていいって言ってあって……」

　生駒先生はそのセリフを最後に、頭から掛け布団にくるまってしまった。相当恥はずかしいようだ。こんなに怒おこってるのも、それほど恥ずかしかったってことなんだな……。そう思うと、少し可愛く思えてくる。

「ご、ごめん……悪かったよ……」

　俺が終電を逃のがしたこともこうなってしまった原因の一つだと思ったので、一応謝あやまった。

　生駒先生は俺のセリフに布団から顔だけ出して、ジト目で俺を見る。まだ顔は赤い。

「ゲーム……ちゃんと最後までやったの？」

「……！　あ、ああ……。すごく面白かった！　ヒロインのネルは可愛かったし！」

　俺は生駒先生に先ほどエンディングまで終えたエロゲーの感想を語った。生駒先生は俺のセリフを聞きながら呆ぼう然ぜんとしている。

「ちゃんと最後までやったんだ。あんたが『喰くい姫ひめ』を面白いって言うなんて……」

『喰姫』は、ついさっきまで俺がやっていたエロゲーのタイトルだ。

「萌もえ系は苦手だと思ってたけど、『ＹＡＭＯＭＥガール』とか、このエロゲーみたいに話がしっかりしてる作品だったら俺も好きだよ。このゲームをなんとか漫画の参考に出来ないもんかなあ、ってさっきから考えてるんだけど。…………。……い、生駒先生……ちょっと、仕事部屋借りていい!?」

「え？　べ、別にいいけど……」

　生駒先生にエロゲーの感想を語っている間に、俺の中に一つ、新しい作品のネタが浮うかんだ。寝室を出て仕事部屋に駆かけ込み、自分のネタ帳を取り出して、思いついたままにネタを書き殴なぐる。書きながら考えたり悩なやんだりして、書いては消し、三十分くらい経過したところで、やっと大まかなプロットのようなものが書き上がった。

「よしっ！」

「プロットまとまったの？」

　俺がシャープペンを置いたところで、生駒先生の声が聞こえた。驚おどろいて振ふり向くとすぐ後ろに彼女が立っていた。俺がプロットを書いているところをずっと見ていたのかもしれない。プロットを書くのに夢中で全然気付かなかった。

　生駒先生は俺に許可も取らずにネタ帳を取り上げ、じっくりと読み始める。

「…………。ふーん……。ってこれ、めちゃくちゃ『喰姫』の影えい響きよう受けてない？」

　今朝まで俺がやっていたエロゲー『喰姫』の大まかなストーリーは、こうだ。

【ある日大学生の主人公の男は、傷だらけの美少女を助ける。彼女の名は『ネル』といい、自分のことを『喰姫』だという。

　傷が完治するまで魔ま界かいに帰れないので、主人公の家に居い候そうろうさせて欲しいと言われ、住まわせることに。一いつ緒しよに住んでいるうちに、主人公は彼女のことが好きになっていく。

　実は彼女のいる魔界では人を食らうことができてやっと一人前の『喰姫』と認められる。人を食らうことができたら魔界に帰ることができ、王、女王である両親や国民に『喰姫』だと認めてもらえる。そのために人間界へやってきた。

　最初ネルは主人公を食らうために主人公に近付いたのだが、心優しい主人公と接していくうちにそんなことはできないと思うようになる。また、人間を食らうこと自体いけないことだ、とも思うようになる。

　魔界の住人である彼女は人間界にいられる期間が決まっている。その期間が過ぎても人間を食わなければ死んでしまう。

　ついにその時が来て、ネルは死んでしまう。人の命を奪うばうくらいだったら、自らが犠ぎ牲せいになった方がマシだと思ったのだ。最後に主人公に愛の告白をする。悲しみに耽ふける主人公。

　十年後、主人公の元に美しい少女が現れる。彼女は、人間に生まれ変わったネルだった。二人は今度こそ結ばれることができて、ハッピーエンド。】

　このゲームをプレイして俺は、どうにかこの作品のようにファンタジー要素と感動要素を盛り込んで『ラブコメバトル漫画』を作れないかと思った。俺自身がファンタジーが大好きなので、やはりベタなファンタジー要素を取り入れたい。また、元は悪の道にいたヒロインが主人公と接するうちに改心する、という展開もとても良かったので、どうにかそれも入れられないかと考えた。

　そしてストーリーを思いつき、俺が書き上げたプロットは……。

【タイトル：魔界王女（仮）

　ある日男子高校生である主人公は、道で怪け我がをした美少女を助ける。

　彼女は自らを『魔界の王女』だといい、魔界で命を狙ねらわれており人間界へ逃にげてきたという。行くところがないので匿かくまって欲しいと言われ、匿うことに。

　ある日とある事件のニュースを見ていて、『罪を犯した者は死を持って償つぐなうのが当然』と言ったヒロインに対し、主人公は『どんな人でも死んだ方がいいなんてことはない。生きて罪を償うべきだ』と諭さとす。ヒロインは主人公の言葉に衝しよう撃げきを受ける。

　数日後、主人公とヒロインの元に、魔界から悪魔がやってきて、ヒロインを襲おそってくる。魔王の娘むすめであるヒロインは、魔界で悪いことをした悪魔を、魔界の秩ちつ序じよを守るために殺していた。そのため、様々な悪魔の恨うらみを買っていて命を狙われていたと言う。

　襲ってきた悪魔に応戦するヒロイン。悪魔を殺そうとするが、主人公の『どんな人でも死んだ方がいいなんてことはない』という言葉を思い出し、殺すことを思いとどまる。だがその隙に悪魔に攻撃されてしまい……。】

「個人的には割と好きだけど、ラブコメっていうよりは……結構重い話じゃない？　それに厨二テンプレすぎるし、萌え分が足りないわ。サービスシーンもないし！」

　生駒先生は悩みながら俺のプロットに何かを書き足している。

「できた！……うん、かなり良くなったはずよ！」

　彼女の書き足した分を読むと……。

【魔王の娘であるヒロインは、主人公を自分の僕しもべにしようと主従契約魔法をかけるが、手違いで主あるじになるはずのヒロインが主人公の僕になってしまう。更に、主人公にエッチなことをされなくては魔力が使えない身体からだになってしまい、魔力で戦う度エッチなことをするはめに……。】

「うわ、すごいな……よくこんなこと思い付くね」

　でも確かに、俺のプロットよりずっと萌え系ラブコメっぽくなったし、こういうサービスシーンって作品のウリになるよな。生駒先生、さすがラブコメが得意なだけあるな……。

　それから二人で話し合って、プロットを詰つめた。出来上がって読み返すと、すごく良いものになったと思えたので、これを早乙女さんに見せようということになった。




　二日後。俺と生駒先生は、再び出版社へと来ていた。勿もち論ろん、早乙女さんに『魔界王女（仮）』のプロットを見せるためだ。

「ふうん、そうねえ……。…………。悪くないわ」

「へっ……!?」

　読み終えた早乙女さんの反応に、俺は間の抜ぬけた声を出してしまう。今まで漫まん画がを貶けなされたことしかないため、初めて肯こう定ていされて驚いた。

「生駒さんの良さも入ってて、うまいこと二人の得意分野を生かせそうね。サービスシーンもたくさん入れられそうだし、『プリドラ』のカラーにすごく合ってるわ」

　それから早乙女さんはアドバイスをたくさんくれ、俺は必死にメモった。

「とりあえず、今私が言ったことを念頭に置いて、これをネームにしてきて。ページ数は四十ページ。出来が良かったら『プリドラ』に読み切り掲けい載さいの方向で動くから」

「……！　は、はいっ！　ありがとうございます！」

　早乙女さんに認めてもらえるなんて！　俺は早乙女さんの言葉にやる気が漲みなぎった。




　その日からすぐにネームに取りかかる。最初にこのネタを作ったのは俺なので、ネームもまずは俺が切っていいと生駒先生に言われた。バトルシーンが一番の見せ場だと思ったので、一番ページ数を多く割さいた。描き上げたネームを生駒先生と二人で直していく。

　五日後の日曜日。修正を終えて、ネームが完成した。生駒先生の仕事場から、編集部の早乙女さん宛あてにＦＡＸで送る。

　二日後。自宅で絵の練習をしていると、生駒先生から携けい帯たいに着信があった。

「この間のネーム、編集長から掲載ＯＫが出たって！」

　俺は生駒先生の台詞せりふに、思わずガッツポーズを取った。読み切りとは言え……ついに、雑誌に掲載用の原げん稿こうが描けるんだ！　これが俺の商業デビュー作ってことになるんだよな。純じゆん粋すいに、めちゃくちゃ嬉うれしい……。早く原稿に取りかかりたい！




　翌日。読み切りの打ち合わせのために、俺と生駒先生は出版社へと来ていた。

「『ＹＡＭＯＭＥガール』の最終話が掲載されるのが七月末発売のプリドラ九月号だから、当初の予定では、その後間を開けてからあなたたちの読み切りを掲載しようと考えてたんだけど……十月号で休載作品があって急きゆう遽きよ代稿が必要になったの。だからできれば、この八月末発売の十月号にあなたたちの読み切りを掲載したいと思ってるんだけど……それだと締しめ切りは七月末で、もう一ヶ月半しかないの。今月は『ＹＡＭＯＭＥガール』最終話と並行しなきゃならないし、厳しいと思うんだけど……どうする？」

　そうだったのか……。もしかして今回の読み切りがあっさり通ったのって、代稿が必要だったから、だったりするのか？　……いや、たとえそうだとしても、掲載してもらえて嬉しいことには変わりないんだから、あまり気にしないようにしよう……。

「早く読み切りが雑誌に掲載される方がいいわ。もうネームは大体できてるし、合作だし、七月後半からは夏休みに入るし、一ヶ月半あれば十分よ！」

　生駒先生の返答に俺は驚いた。随ずい分ぶん余よ裕ゆうだな。合作とは言え、二作同時進行だってのに……。だけど、このチャンスを絶対に逃のがしたくないので、たとえ時間がなくても話を受けたいというのは俺も同じだった。二人で頑がん張ばればなんとかなるだろう。

「そう、頼たのもしいわ。じゃあ、それで話を進めるわね。二人とも、ここからが勝負どころだから気を抜かないように。最高の原稿を期待してるわ」

　俺と生駒先生は同時に息を吞む。ここからが勝負どころ……早乙女さんの言うとおりだ。たとえ休載原稿の代稿だったとしても、アンケートの結果が良ければ連載権利を勝ち取れるはず。なんとしても、連載を勝ち取りたい！

「ああ、そうだ……。それと、君島君。あなたの投稿作の結果が出たわ」

「え……!?」

　投稿作──それは、俺が約二ヶ月前の四月に持ち込みをして、早乙女さんにめちゃめちゃに批判された原稿のことだ。まあ、その原稿のおかげで今こうして漫画を描けているのだが……。

　読み切り原稿のことで頭がいっぱいで、自分の投稿作のことなど忘れかけていたが、確か七月末に発売の『月刊少年ドラゴン』本誌に『富士見コミック大賞』の結果が掲載されるはずだった。今はまだ六月中ちゆう旬じゆんだが、編集部ではもう結果が出ているというのか。

「私はあなたが持ち込みに来たとき、賞がとれるかは何とも言えない、と言ったけど……ちゃんと賞に入ったわ。それも、一番下の『奨しよう励れい賞』じゃなくて、その上の『佳か作さく』に。ギリギリデビュー出来る賞ね」

「え……えぇええっ!?」

　驚おどろきのあまり、俺は打ち合わせスペースに声が響ひびくくらい大きな声を出してしまった。

「佳作!?　デ、デビュー!?　本当ですか!?」

　まさか、デビューできるなんて！　あんなにめちゃめちゃに批判された原稿なのに！

「正直なところ私は……賞に入るかも分からない、もし入ったとしても一番下の奨励賞だと思ってたわ。あなたの作品が佳作に入ったのは、十五歳という年ねん齢れいを考こう慮りよして、今後の成長に期待を込めて評価されたというところが大きい。とはいえ、年齢に見合わない画力の高さには編集部も一目置いてるわ。編集部の期待に応えられるよう、精せい一いつ杯ぱい頑張ってね」

「……！　は、はい……！」

　俺は早乙女さんの言葉に身が引き締まる思いだった。年齢を考慮、編集部の期待……。つまり、佳作に値する作品ではなかったが、十五歳だからデビューさせてくれた、ということか……。勿論とても嬉しいことには変わりないが、少し複雑な気持ちだった。こうなったら、デビューさせてくれた編集部の期待に応えられるよう、死ぬ気で頑張りたい。

「八月末発売の『フレッシュドラゴン』に原稿が掲載されるから、晴れて商業誌デビューよ。今回の二人の読み切りがプリドラに掲載される時期とかぶるわね」

『フレッシュドラゴン』とは、新人賞受賞作や、デビューしたばかりの新人の読み切りが掲載される、『月刊少年ドラゴン』の増刊号という扱あつかいの新人のためのコミック誌だ。

「とにかく、おめでとう、君島君。まずは読み切りを頑張ってね」

「……はい！　あ、ありがとうございます！」




　それから読み切りネームの打ち合わせをして、いくつか早乙女さんから直しが出たので、一週間後までにネームの直しを送るように言われ、打ち合わせを終えた。




「君島君……いーい？　絶対に何が何でも、この読み切りで連載勝ち取るわよ!?」

　出版社からの帰り道。興奮気味の俺に、生駒先生が唐とう突とつに力強い調子で言った。

「え？　も、勿論……俺だって分かってるよ」

「……いや、あなたはまだ、この読み切りがいかに重要か分かってないわ！」

　生駒先生は厳しい顔つきで、真しん剣けんに語り始める。

「いい？　私は既すでに初連載作品が打ち切りになってしまった、所謂いわゆる……『打ち切り作家』。そしてあなたは、まだデビューしたばかりの新人。それも大賞とかじゃなくて、ぶっちゃけ微び妙みような『佳作』という賞で。私もあなたも、今の状じよう況きようは決して良くないわ。今回の読み切り掲載でいい結果を出せず連載が勝ち取れなかったら、私もあなたも編集部内での扱いが悪くなって、連載どころか新作読み切りすら、今度はいつ掲載してもらえるか分からなくなる。下手すれば、もう二度と掲載してもらえないかもしれない……」

「えっ……!?」

　読み切りのプロットが通ったこと、そして俺個人でも商業誌デビューが決まったことに気分が浮うかれていたが……それどころではないのかもしれない。

　この読み切りでいい結果が出せなかったら、今度は読み切りでさえいつ掲載してもらえるか分からない……。なんて恐おそろしい話だろうか。俺よりデビューも早く、連載、そして既に打ち切りまでも経験している生駒先生の言葉だからこそ、説得力があった。

「うん……そうか、そうだね……。絶対、何が何でも、この読み切りで連載を勝ち取ろう！　そのためだったら、俺はどんな努力でも惜おしまない！」

「フン、やっとことの重大さが分かったみたいね。私だって、当然そのつもりよ！」

　何が何でも、アンケートでいい結果が出せる作品を描き上げて、連載を勝ち取るんだ！






５









　六月四週目の火曜日。ネームの直しを早乙女さおとめさんに送ると、ＯＫが出て、ついに原稿作業に入る。

　ちなみに、読み切りの正式なタイトルは、早乙女さんの案で『俺が主あるじで王女きみが僕しもべで』というものに決まった。

　また、掲載時の俺たちのペンネームについても早乙女さんと話し合った。コンビでのペンネームにすることも考えたが、生い駒こま先生は既に個人で活動している漫まん画が家かだし、俺も一応デビューしたので、それぞれのペンネームを連名で記載することにした。

　また、作業の分担について、早乙女さんと話し合い、人物は主に生駒先生が描いて、アクションシーンのみ俺が構図やポーズを考えて、それを元に生駒先生が下絵を描く。背景は俺がメインで描く。……という感じに決まった。

　六月中は『ＹＡＭＯＭＥガール』の最終話の原稿もあるし、あまり時間がないので、気合いを入れて頑張らなければ！




　翌日。その日は生駒先生の仕事場で、『ＹＡＭＯＭＥガール』最終話の原稿作業を進めていた。『ＹＡＭＯＭＥガール』の締め切りは今月末で、あと一週間もないため優先的に進める。いつも通り言い争いながら作業を進めていたところで、インターフォンが鳴った。

「……宅配便かしら。君きみ島じま君、出て」

「そんな当然のようにパシられても!?」

「はい、これ印いん鑑かん」

「あ～もう、分かったよ！　出ればいいんだろ出れば……」

　生駒先生に印鑑を渡わたされ、文句を言いながらも玄げん関かんに向かい、鍵かぎを開けて扉とびらを開ける。そこには……宅配便の業者だとはとても思えない容姿の人物が立っていた。

　肩かたまでの艶つや々つやサラサラの綺き麗れいな髪かみ。フワフワのチュニックにミニスカート。そして何より……芸能人みたいに整った顔立ち。年は、高校生くらいだろうか。いや、薄うすく化け粧しようしてるから大人っぽく見えるけど、下手したら中学生かもしれない。基本的にジャージ姿でボサボサ髪の生駒先生と違ちがって、清せい楚そな雰ふん囲い気きながらも、髪型、メイク、服装、全てが垢あか抜ぬけている、小こ柄がらで華きや奢しやな、アイドルみたいに可愛かわいい女の子がそこにいた。

「えっ、あ、えっと……」

　正当派美少女を目の前に、どう対応していいか分からず、狼狽うろたえてしまう俺。

　美少女は、少しの間驚いた様子で俺を見る。なんだか、全身じろじろ見られているような気がするのは、気のせいだろうか。それから、愛らしい笑顔を俺に向けて、口を開いた。

「初めまして。わたし、椿つばき衣え実み璃りと申します。もしかして、生駒先生の新しいアシスタントさんですか？」

「え？　あ、はい……」

「わたし、三ヶ月前まで生駒先生のアシスタントをしていまして……。今、生駒先生っていらっしゃいますか？」

　美少女は、外見だけでなく声まで可愛らしく、話し方も丁てい寧ねいで礼れい儀ぎ正しい。

「あ、えっと、ちょっと待って下さい……生駒先生～！」

「何よ、宅配便じゃなかったの？」

　俺が仕事部屋に向かって叫さけぶと、生駒先生が面めん倒どうくさそうに部屋から出てくる。ずかずかと玄関まで来て、美少女の姿を見ると……。

「……！　エッ……エミリ!?　あ、あんた……何しに来たのよ!?　よくもまあ、ノコノコ私の前に顔出せたわねえ!?　このトレパクワナビが！」

　あろうことか、美少女に向かって暴言を吐はき始めた。生駒先生、なんて酷ひどいことを……!?　トレパク……？　この子は生駒先生の元アシスタントだと言っていたが……。
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「生駒先生……ご無ぶ沙さ汰たしてます。その、以前は……本当にすみませんでした。あのときのわたし、どうかしてました」

「今いま更さら謝あやまられたって遅おそいわよ！　しかも勝手に来なくなって……今更一体何の用!?」

「その……折り入って生駒先生にお話ししたいことが……」

「私はあんたと話すことなんて何もないわ！」

「生駒先生!?　と、とりあえず……立ち話も何だし、部屋に入ってもらったら？」

　心底申し訳なさそうに謝罪する美少女の様子を見て、事情は分からないがなんだか可哀かわい想そうになってきたので、思わず口を挟はさんだ。

「チッ……用が終わったらさっさと帰んなさいよ!?」

　そんな言い方することないのに……と俺は思いつつ、美少女を家の中に案内する。美少女は礼を言い、遠えん慮りよがちに家の中に上がった。リビングに案内し、お茶を出してあげた（生駒先生に『勝手なことするな』と怒おこられたが）。

　美少女……椿さんは俺に礼を言ってから、やがて話し始める。

「生駒先生……。その節は、本当に申し訳ありませんでした……。これ、もらった賞金です。私がもらう権利なんてないと思ったので、生駒先生にと……。勿もち論ろん、こんなことで許してもらえるとは思ってませんが……」

　椿さんは頭を下げて謝ると、テーブルの上に封ふう筒とうを置いた。賞金？

「ふんっ……いらないわよそんなもん！」

「なっ!?　生駒先生……さっきから、ちょっと態度が酷すぎるんじゃないの……？」

　何があったのかは分からないが、生駒先生のあまりの態度の悪さに、思わず口を挟む。

「生駒先生がお怒いかりなのは当然なんです。わたしが……本当に人として最低なことをしたんですから……」

「え？　さ、最低なこと……？」

　椿さんは辛つらそうな顔で一息ついてから、話し始めた。

「以前アシスタントをしていた際、わたし背景を描かくのがとても苦手で、生駒先生に描き方を教えて頂いていたんです。そのときちょうど投とう稿こう用の漫まん画が原稿を描いていて、教えて頂いていたのにどうしても背景がうまく描けなくて……。それで、その……」

　彼女はそこまで話すと、口ごもってしまう。そこで生駒先生が厳しい顔で口を開いた。

「私が描いて没ぼつにした原稿を、参考のために欲しいって言ってきたのよ。もう不要な原稿だし、そんなに欲しいなら、ってあげたの。そしたら……この女、自分の投稿用原稿の背景に、私の没原稿の背景や、私がエミリに教えるために描いてあげた背景を、トレースして使ったのよ！　しかも、一ヶ所だけじゃなく何ヶ所も！」

「えっ……!?」

　トレースというのはつまり、生駒先生の原稿を下に敷しいて上に自分の原稿を置き、写し絵をするということだ。写真のトレースなんかだったらプロでもやってる人がいるって聞くけど、著作権フリーの背景素材集とかでない限り、人が描いたものをトレースするのはやってはいけない行こう為いである。

「しかもその原稿を投稿して賞までもらったのよ。賞がとれたって報告してきた割りに結果が掲けい載さいされた雑誌を見せたがらないから、本屋で立ち読みしたら……エミリの原稿が丸々一枚ピックアップされてて、ちょうど私の原稿の背景をトレースしたページが掲載されてたの。背景に見覚えがあるからすぐ気付いたわ。それで問い詰つめて原稿見せろって言って見たら……何ヶ所もトレースしてるんだもの！　腸はらわたが煮にえくり返るかと思ったわ！　せっかく色々教えてあげたのに、恩を仇あだで返すっていうのはこういうことを言うのよ！」

　生駒先生は当時を思い出してか、怒りを露あらわにした口調で言い放った。

　そ、そんなことが……。それは確かに生駒先生が怒っても仕方ないと思う。さっき椿さんが『賞金』と言って生駒先生に渡そうとした封筒は、漫画賞でもらった賞金なのだろう。

「しかも私にバレて怒られた途と端たん、メール一本で勝手にアシを辞めるとか言って、来なくなったの。他にアシもいなくて大変なときに……どこまでも迷めい惑わく極きわまりないわ！」

「……っ！　ほ、本当に……たくさんご迷惑をおかけして、申し訳ありませんでした……。そんな行為をしてしまった以上、もう合わせる顔もないと思い、辞めるしかないと考えて……。それで余計に迷惑をかけてしまって、何度謝っても謝りきれません……」

「で、何!?　どうせ謝りに来ただけじゃないんでしょ!?」

「……！　……はい。こんなこと言うのは烏滸おこがましいんですが、その……もう一度、私をアシスタントとして使って頂けませんか!?」

「はっ……はぁぁぁ!?」

　椿さんの発言に、生駒先生は声を上げて立ち上がった。

「あんた……バカじゃないの!?　あんなことまでしておきながら、また使ってくれって……そんなことするわけないでしょ!?」

「勿論、アシスタント代はいりません！　無む償しようでお手伝いします！　わたし、少しでも生駒先生にお詫わびがしたいんです！」

「む、無償……!?　何を……あんた、また何か企たくらんで……!?」

「何も企んだりしてません！　お詫びがしたいという気持ちが一番なんですが、正直なところ、またここで働いて勉強させて頂きたいという気持ちもあります。まだまだ自分の実力不足を実感しているので……。生駒先生の元でアシとして働くことはとても幸せなことだった、って、後から強く思ったんです。だってわたし、生駒先生よりも実力と才能を兼かね備そなえた漫画家さんなんて、他に知りませんから……」

「なっ……!?　い、今更……そんなこと言ったって……」

「いや……でも実質今、『ＹＡＭＯＭＥガール』の原稿と『俺が主で王女が僕で』の原稿で結構きつい状じよう況きようだし、アシスタントに入ってもらった方が助かるんじゃない？」

　それは今の俺の本音だった。一応間に合うとは思うが、少しでも原稿のクオリティを上げるために、ベタや枠わく線、トーンだけでもアシスタントに入ってもらえたらとても助かる。

「……。まあ、確かに……。……分かったわ。無償でもいいならアシやらせてあげる」

「い、生駒先生……気持ちは分かるけど、いくらなんでも無償で、ってのはちょっと……」

　確かに彼女がしたことは許されることではないかもしれないが、だからといってタダ働きさせるのは気が引ける。

「うっさいわねえ、本人がいいって言ってるんだからいいでしょ。大体、『ＹＡＭＯＭＥガール』のときは連載持ってたから良かったけど、今この状況でアシ代払はらうとしたら読み切りの方は原稿料からアシ代も支払わなきゃいけないのよ？」

「まあ、確かにそうだけどさ……。少し手伝ってもらう程度ならまだしも、今同時進行で時間的に厳しい状況だから、彼女にもかなりきちんとアシとしての仕事をやってもらうことになるでしょ。だったら、無償でやってもらうのは気が引けるよ。生駒先生が払わないって言うなら、『俺が主で王女が僕で』のアシ代は俺の分の原稿料から、彼女のアシ代を出すよ」

　合作の読み切り『俺が主で王女が僕で』は、話し合った上で原稿料は折半という契けい約やくになっていた。

「……！　なっ……何よそれ……それじゃあ完全に私が悪ものみたいじゃない！　……っ、あ～～～もう！　分かったわよ！　出せばいいんでしょ、アシ代！　でも、この状況だから、前にエミリに払ってた額よりかなり少ない額しか出せないわよ!?」

「……！　え、そ、そんな……わたし、そんなつもりじゃ……。本当にいいんですか!?　ありがとうございます、生駒先生……！　それに……」

　椿さんは感激した様子で、俺に天使のような笑顔を向けた。

「あ、えっと……俺は君島泉せんだよ。生駒先生のアシスタントをやりつつ、新作を合作でやることになったんだ。宜よろしく」

「君島さん、本当にありがとうございました！　こちらこそ、これから宜しくお願いしますね！　わたしのことは、気軽にエミリって呼んで下さい♪」

　そう言って笑う彼女……椿さんは、気が遠くなる程可愛らしかった。こんな子とこれから仕事をすることになるなんて……！　って俺、仕事だってのに何考えてんだよ！




「あのさあ、生駒先生……」

　三日後、六月最後の週末。生駒先生の仕事場にて引き続き『ＹＡＭＯＭＥガール』最終話の原稿を進めながら、俺は生駒先生に声をかける。

「何？」

　先日、エミリちゃんが仕事場に現れてからというもの、仕事中生駒先生が不ふ機き嫌げんな状態が続いていることが、俺は気になっていた。

　背景を勝手にトレースされて怒っているのは理解できるが、その件はもう彼女も反省して謝っているというのに、根に持ちすぎじゃないだろうか。何せ生駒先生は、俺とエミリちゃんが雑談していても一切加わってくることなく、仕事の指示や注意以外ではほとんど口を利かないのだ。

「いい加減、エミリちゃんのこと許してあげたら？」

「エミリちゃん!?　な、何その呼び方……」

「だ、だって……名字で呼んだら下の名前で呼んでくれって言われたからさ……」

「ふーん、気色悪っ。っていうか、何であんたにそんなこと指図されなきゃいけないのよ。さすがにもう怒ってないわよ。怒ってたらアシに入らせたりしないし」

「え、そうなの……？　でもその割りにはエミリちゃんがいると仕事中すっごい不機嫌じゃん。会話にも入って来ないし……。あの空気、結構きついんだけど……」

「それはねえ……あんたがあの清せい楚そ系ビッチの媚こび媚びな態度にまんまと乗せられてデレデレしてるのが気色悪いから、会話に入る気にもなれないのよっ！」

「……!?」

　俺は彼女の言葉に驚おどろきのあまりポカンとしてしまう。

「清楚系ビ……？　な、何それ？　何言ってんの……？」

「前にアシに入ってたときもそうだったのよ！　そのときも他に男のアシがいて、エミリは男に媚びまくり。男がエミリに惚ほれだして、エミリに頼たのんだ仕事を手伝ったり、私がエミリに注意したら口挟はさんできたりして、仕事しにくいったらありゃしなかったわ」

「そ、そんなことが……でもそれは、エミリちゃんは悪くないんじゃ……？」

「そもそもあの女が仕事場だってのに短いスカート穿はいてきたり、ぶりっ子全開で男に愛あい想そを振ふりまいたり思わせぶりなこと言ったりしてるからそういうことになるんでしょ！　あれは絶対確信犯よ！　私への態度と男への態度は微び妙みように違ちがうもの。あの子、本性は絶対腹黒いはず。男はまんまとそれに騙だまされるし。君島君、あんたも例外じゃないわ！」

「な、な……!?　いくらなんでもそれは、偏へん見けん入ってるんじゃ……？」

　生駒先生、エミリちゃんのことが好きじゃないのは分かるが、そんな風に言うだなんて……いくらなんでも性格悪すぎだろ！

　っていうかそもそも、エミリちゃんをそんなことで『ビッチ』呼ばわりするなら、自分はどうだというのだろうか。簡単に男を家に泊とめたり、同じベッドで寝ねたり……一歩間ま違ちがえたらそっちの方がよっぽどビッチっぽいぞ。あ、そういえばそれに……。

「何よ!?　何か言いたそうな顔してるじゃない」

「え、い、いや……エミリちゃんの服装について文句言う割に、生駒先生だってなんかネグリジェみたいな服着てたじゃん。あれは……」

「は、はぁ!?　ちょ、何そんなこと思い出してんのよ！　バカ！　ふ、普段は……あんな格好で人前……特に男の前なんかに出るわけないでしょ……」

　生駒先生は真っ赤な顔で俺の顔を見ずに言う。

「え、あ……そ、そうなの……？」

　そこでインターフォンが鳴る。エミリちゃんが来たようだ。げっ、さっきの生駒先生のセリフ、エミリちゃんに聞こえてないよな……？

「こんにちは！　今日も宜しくお願いしますね！」

　ひまわりのような笑顔で、エミリちゃんは挨あい拶さつした。本人を目の前にするとやっぱり、さっきの生駒先生の言葉は彼女の偏見や言いがかりなんじゃないかと思う。

　それから、俺と生駒先生は『ＹＡＭＯＭＥガール』最終話の仕上げの作業と同時進行で『俺が主で王女が僕で』の下絵作業に入り、エミリちゃんには『ＹＡＭＯＭＥガール』の仕上げ作業を進めてもらう。俺と生駒先生は作業用の机があるのだが、エミリちゃんの分はないため、小さい折りたたみ式のテーブルで床ゆかに座って作業をしてもらっているという状態だ。




　今日も、俺とエミリちゃんが仕事中に雑談していても、生駒先生は一切会話に入らず不機嫌オーラを発し続けていた。

　一通り作業が進んだところで、夜の七時を迎むかえ、作業も順調なので今日はそろそろお開きということになった。エミリちゃんはなんとまだ中学生だとのことで、早乙女さんからなるべく遅おそい時間まで作業をするなと言われているのだ。

　エミリちゃんと一緒に生駒先生のマンションを後にする。

「あの、君島さん。さっきわたしが来る前、生駒先生とわたしの話してましたよね？」

　マンションを出て歩き出すと、エミリちゃんが下から俺の顔を覗き込んだ。

「えっ!?」

　やはり聞こえていたのか……。俺がなんと言ったらいいか分からずオロオロしていると、エミリちゃんは苦笑いを浮うかべる。

「あ……別に、生駒先生によく思われてないことは知ってますから、大だい丈じよう夫ぶです。ただ……その、君島さんにわたしのこと、誤解されちゃったら悲しいな、って思って……」

「え……？」

「生駒先生は、なぜか誤解してるみたいなんですが……わたし、ビッ……あ、えっと、男の人に慣れてるとか、そういうことは一切なくて……。今まで男の子と付き合ったことすらないですし。それに、生駒先生には誤解されてるみたいですが、男の人に媚び売ったりした覚えもないので……。だから、そういう誤解はしないで欲しいな、って」

　エミリちゃんが言っているのは、生駒先生のエミリちゃんに対する『清楚系ビッチ』などという発言についてだろう。

「え!?　あ、そ、そうなんだ！　勿もち論ろん、そんな風に思ってないよ！」

「そうですか、良かったぁ。君島さんには、誤解されたくないなあって思ってたんです」

　エミリちゃんは、ほっとした表情を浮かべる。……俺には、誤解されたくない？　なんだその意味深な発言は……!?

「……って、やだ、わたしってば！　ご、ごめんなさい。その、変な意味じゃなくて……」

　エミリちゃんは顔を赤くして、自分の両頰を両手で覆おおった。なんだその可愛い発言は!?　可愛い行動は!?

「わたし、男の人にあまり慣れてないせいか、男の人と話すときどうしても緊きん張ちようして声が高くなってしまって……。それに、生まれつき舌っ足らずな話し方が直らなくて。そういう部分が、生駒先生に『ブリッ子』って言われちゃうみたいなんですよね。分かってはいるんですけど、どうしても直せなくて……」

「え!?　そ、そうなんだ!?　いや、生駒先生は自分の性格と言動が女の子らしくないからエミリちゃんに嫉しつ妬としてるだけなんじゃない!?　そんなこと気にしなくていいって！　俺は全然そんな風に思わないし！」

「……！　あ、ありがとうございます……君島さん」

　エミリちゃんは嬉うれしそうな笑顔を浮かべる。ああ、やっぱり天使のようないい子じゃないか。これはもう生駒先生が悪い。百パー悪い。

「君島さんって、本当にお優しいんですね！　わたしが無む償しようでもいいからアシをやりたいって言ったときも、ご自分の原稿料から払うなんて言って下さったし……君島さんが仕事場にいて下さって本当に良かったです。これからも宜しくお願いしますね！」

「え!?　こ、こちらこそ！　何か困ったことがあったら何でも俺に言ってね！」

　エミリちゃんの言葉に嬉しくなって、この子のために何かしてあげたい、なんて思った。

「え……ほ、本当ですか!?　ありがとうございます！　あ、あの、それじゃあ……もし良かったらなんですけど……今度、背景の描かき方教えて頂けませんか？」

　彼女は遠えん慮りよがちに言う。背景……そういえば、あまり得意じゃないって言ってたもんな。

「そんなことなら、俺なんかで良ければいくらでも教えるよ！」

「本当ですか!?　ありがとうございます！」

　エミリちゃんは嬉しそうに笑った。そこまで話したところで最寄りの駅まで向かう俺と、歩いて帰るエミリちゃんが、別れる地点に辿たどり着く。暗くなったら危ないので送った方がいいとも思うが、もうすぐ七月になる今、日が長くまだ明るいので、そこで彼女と別れた。




『ＹＡＭＯＭＥガール』最終話の締しめ切り日である、二日後の月曜日。無事に原げん稿こうは終わり、翌日からは『俺が主で王女が僕で』の原稿作業一本になった。

　まずは生駒先生と二人でひたすら下絵作業を進め、七月中ちゆう旬じゆんになって下絵が終わりペン入れに入った頃ころから、再びエミリちゃんに入ってもらい仕上げ作業を手伝ってもらった。生駒先生とエミリちゃんの仲は相変わらず悪いまま、人間関係には難ありだったが、一応原稿は順調に進んだ。七月十九日から学校も夏休みに突とつ入にゆうしたので、今までより一層漫まん画がにかけられる時間が増えた。




　七月に入ってすぐの頃、生駒先生に「平日は俺の方が生駒先生より早く仕事場に着けることが多いので、時間が勿もつ体たいない、その時間も原稿に費やしたい」と軽くぼやいてみたところ、なんと仕事場の合い鍵かぎを俺に渡わたしてくれた。ある程度俺のことを信しん頼らいしてくれているのだろうか。

　おかげで生駒先生がいないときでも仕事場に入れるようになり、仕事の効率が上がった。

　ちなみに、生駒先生の仕事場で俺が勝手に入ることが許可されているのは、仕事部屋とリビングであり、着き替がえなどが置かれている寝しん室しつには鍵が付いていて、彼女の留守中には入れないことになっている。




　また、生駒先生の仕事場で、生駒先生が席を外しているとき、先日約束した通り、エミリちゃんに背景の描き方を教えた。生駒先生の前で教えると色々とうるさいだろうと思ってのことだ。

　背景の他にも、人物のデッサン、ベタフラッシュやペン入れのコツ……。自分ができることを人に教えるのって悪い気はしないし、エミリちゃんは本当に勉強熱心なので、力になってあげたいと思い、俺は快く彼女に教え続けた。エミリちゃんは真しん剣けんに取り組み、俺に感謝してくれた。

　しかしながらエミリちゃんは、少々向上心がありすぎるというか……仕事中にも、生駒先生の目を盗ぬすんで自分で絵の練習をしていることもあって、見つかる度たびにこっぴどく叱しかられていた。まあ、向上心が高いのはとてもいいことだと俺は思うのだが……。




　またエミリちゃんは、今の言葉で言うと『女子力が高い』とでも言うのか、生駒先生と違って本当に女の子らしい女の子だ。仕事場にも常に可愛かわいらしい服装でやってくる。外見だけでなく中身も女の子らしく、お茶を淹いれてくれたり、時には夕飯を作ってくれたりして、気配り上手なよくできた子だ。料理もとても上手で、さぞかしモテるんじゃないだろうかと思う。

　こんなに可愛くて完かん璧ぺきな子が、俺に積極的に話し掛かけてくれたり、優しくしてくれたり、ときには思わせぶりなことまで言ってきたりして……一体これは、どういう状じよう況きようなんだろうか？　嬉しい気持ちはあったが、それ以上に、俺は混乱していた。




　ある休日。俺が朝から仕事場へ行き合い鍵で中へ入ると、エミリちゃんのものと思わしき可愛らしいサンダルが玄げん関かんにあった。一応毎回確認のためにインターフォンを押しており、その日も押したが、無反応だったので生駒先生はまだ寝ているのだろうと思っていたため、エミリちゃんが来ているなんて驚おどろいた。彼女が俺より早く来ていることは初めてだ。

「……ああっ、もうっ！」

　俺が仕事部屋の扉とびらを開けて挨拶しようとすると、エミリちゃんが苛いら立だった様子で机で作業していた。彼女のそんな姿は初めて見たので、驚いた。エミリちゃんでもイラついたりすることがあるのか……。イヤホンで音楽か何か聞いているようで、俺が部屋に入って来たことに気付いていない。インターフォンもそのせいで聞こえなかったのだろう。

「……!?　あ、き、君島さ……」

　やっと俺の姿に気付いた彼女は、慌あわてた様子でイヤホンを外す。

「お疲つかれ様さま。エミリちゃんがこんなに早く来てるなんて驚いたよ」

「あ、あはは……生駒先生は昨日遅くまで原稿していたみたいで、まだグッスリです。あの……す、すみません……今、お恥はずかしい姿を見せてしまって……」

　エミリちゃんは気まずそうに苦笑いを浮かべる。お恥ずかしい姿、というのは、今苛立った様子で作業をしていたことだろう。

「え？　ああ、いや……。朝から頑がん張ばってるね」

「あ、違ちがうんです……。ごめんなさい、これ、原稿じゃなくて……。背景の練習、してたんです。生駒先生の仕事場には背景資料がいっぱいあるから……」

「あ、そうなんだ？」

　俺はエミリちゃんの机の上を見る。どうやら学校の背景を練習していたようだ。

「すごい、大分上手くなってるね」

「そうですか？　こんなの、生駒先生や君島さんに比べたら足元にも及およばないっていうか……自分でも嫌いやになります。こんなに練習してるのに全然上達しなくて……」

　エミリちゃんはため息をついた。それで、あんな風に苛立っていたのか……。

「そんなことないよ。前見せてもらったときよりずっと上手くなってるって」

　それはお世辞ではなく、俺の本心だった。

「………………」

　エミリちゃんは俺の言葉に、少しの間無表情で俺を見つめていた。

「……ふふっ、本当ですか？　君島さんにそんな風に褒ほめてもらえるなんて嬉しいです！　もっともっと頑張りますねっ！」

　だが、すぐにいつもの笑顔になって嬉しそうにそう言った。……今の間は、一体何だったんだろう？　……いや、別に特に意味なんてないよな。俺の気にしすぎか。

　やがて生駒先生が起きてきたので、いつも通り原稿作業に取りかかる。

　それにしても……背景の練習をしていたエミリちゃんは、まるで別人のようだったな。まだ中学生だっていうのに、どうしてそこまでストイックになれるのだろう。彼女の画力は中学生にしては十分高い……というか、俺が彼女の年ねん齢れいだった頃なんかよりずっと上手い。だからあんな風に焦あせることないと思うんだが……。原稿作業中に生駒先生に怒おこられながらも絵の練習したりしているのも、彼女がそれほど必死だってことなんだよな。




　そして、七月二十八日──。

　無事、締め切り当日に読み切り『俺が主で王女が僕で』の原稿が完成した。エミリちゃんという予想外の助っ人のおかげもあり、順調に作業が進み割と時間的に余よ裕ゆうがあったので、俺も、おそらく生駒先生も、最後の最後まで手を抜ぬかず、終わった後も細かい箇か所しよに手を加えたりして、満足のいく作品を完成させることができたと思う。

「うん……よく描けてるわ。まだ未熟な部分もあるけど、今の二人の実力の百二十％は出せたんじゃないかと思う。この原稿で読者を楽しませてやろう、連れん載さいをもぎ取ってやろう、って熱意が伝わってくるわ。二人とも、お疲れ様」

　生駒先生と出版社へ行き早乙女さんに直接原稿を渡すと、早乙女さんはその場で原稿をチェックし、満足げに褒めてくれた。

「……ねえ、早乙女さんは……この原稿で、連載を取れると思う？」

　生駒先生が、いつになく真剣な顔で、早乙女さんに尋たずねた。

「絵も話も、十分クオリティの高い原稿だと思うわ。ただ……読者の反応は、編集者にも予想できないのよ。前にも言った通り、今のプリドラの読者層は細分化してきているし」

「そ、そうなんですか……」

　正直、俺は少しショックだった。なんとも言えない、か……。ここまで頑張って、できる力全てを使って、レベルの高い作品を仕上げることができたと思ったのに……。

「君島君は、どう思う？」

　出版社からの帰り道、不意に生駒先生が俺に尋ねる。

「え……俺は、今の俺たちにとって最高の原稿を上げられたと思ってるよ」

「そんなの当たり前じゃない。そうじゃなくて……アンケートがとれるかどうかって話」

　生駒先生は立ち止まって、ため息をつく。

「い、生駒先生……」

　俺は生駒先生の言葉に、何と返せばいいのか分からなくなる。前から思っていたが、生駒先生って普ふ段だんはめちゃくちゃなのに、漫画に対してはすごく真ま面じ目めに取り組んでいるし、俺なんかより状況を現実的に客観視できる人なんだよな。

「今は……結果を信じて待つしかないよ」

　今回の読み切りが『プリドラ』に掲けい載さいされるのは八月末発売号。そしてアンケートの結果が出るのは、十月中旬と聞いている。全ては──二ヶ月半後のアンケートの結果次第だ。




　家に帰ると、『富士見社』から郵便物が届いていた。封ふう筒とうを開けると、発売前の『月刊少年ドラゴン　九月号』が入っていた。この雑誌に、俺の投とう稿こうした新人賞『富士見コミック大賞』の結果が掲載されている。既すでに結果は聞いているが、結果発表のページを開いた。

　ページを開けて、俺は驚いた。自分の結果にではない。俺の結果は、聞いていた通り『佳か作さく』だった。隅すみに小さく、俺の原稿の一部と、投稿作のタイトル、俺のペンネーム、あらすじ、寸評が掲載されている。

　俺が驚いたのは、一番大きく掲載されている『大賞』という項こう目もくについてだった。この『富士見コミック大賞』の結果は毎回よくチェックしていたが、一番上の賞である『大賞』は、回によっては出ないこともある、賞金三百万円の大きな賞だ。その『大賞』が……なんと今回、二作品も出ていた。しかし、さらに大賞受賞者の情報を目にした俺は、信じられない事実にページを凝ぎよう視ししてしまう。





【大賞　『鮮せん血けつのアリス』　一いちノの瀬せ　白しら雪ゆき（十四）

　　　　『デビルハンター』　芹せり沢ざわ　暁あき人と（十五）】






　なんと、受賞者の片方は俺と同い年、もう片方は一つ年下なのだ。軽く寸評を読むと、どちらもベタ褒めされている。なんてことだ。佳作なんかで浮うかれている場合じゃない。

　ちなみに、大賞の下の準大賞は一名、その下の入選は三名、その下の俺と同じ佳作は五名もいた。どうやら、俺のデビュー作が掲載される『フレッシュドラゴン』に、今回デビューできた新人の作品が全て載のるようだ。早く読みたいという気持ちと、読むのが怖こわいという気持ちが俺の中に混在していた。

　俺と同年代で俺より実力がある漫まん画が家かが、生駒先生以外にもたくさんいるんだということを思い知った。俺も、今以上に頑張らなくては！




　本当は、やっと原げん稿こうが終わって自由の身になった今、やりたいことはたくさんあったはずだった。買ったけどまだ読めていない漫画。レンタルして見たいと思っていた映画のＤＶＤ。やりたいと思っていたがまだ購こう入にゆうできていない新作ゲーム。だけど俺は、それらに手を付けず、引き出しからコピー用紙を取り出して、ひたすら絵の練習をした。人物の表情、身体からだ、様々なポーズ、背景。次から次へと描かきたい、描かなきゃという気持ちが溢あふれ出てくる。もっともっと、上手くなりたい。




　せっかくの夏休みだというのに、それからもほとんど出かけることなく、俺は毎日家に引きこもって絵やペン入れの練習をひたすら続けた。






６









「何回読んだか分からないくらいだけど……こうして雑誌に掲載されるのを読むと、また新しん鮮せんだね。もう自分じゃ面おも白しろいのかどうかもよく分かんないけどさ……」

『俺が主あるじで王女きみが僕しもべで』の原稿を上げてから、約一ヶ月が経過した。夏休みも残り二日という、夏の終わり。発売日前に送られてきた『プリドラ』の十月号を、俺たちは生い駒こま先生のマンションで読んでいた。勿もち論ろん、俺たちの描いた読み切りが掲載されている号だ。

「雑誌に掲載されるってそんなもんよ。改めて雑誌で見ても、クオリティーはかなり高いところまで持って来られたとは思うけど……」

「この漫画、雑誌で読んでもすごく面白いですよ！　絶対連載とれると思います！」

　エミリちゃんが、笑顔で俺たちに言う。彼女の気き遣づかいが嬉うれしかった。

「エミリちゃん、ありが……」

「っていうか、なんでエミリまでいるわけ!?　あと、適当なこと言わないでくれる？　連載取れるかどうかなんてあんたに分かんないじゃない！」

「ちょっと生駒先生！　せっかく嬉しいこと言ってくれたエミリちゃんになんてこと言うんだよ!?　エミリちゃんは『俺が主で王女が僕で』がプリドラに掲載されたのを見たいって言って、わざわざ来てくれたんだろ！」

「あ、ご、ごめんなさい……。軽けい率そつな発言でしたね。ただわたしは、それほど面白かったっていうことをお二人にお伝えしたくて……」

「エミリちゃん、気にしなくていいよ。この人結果が出るまでピリピリしてるだけだから」

　俺の発言に、生駒先生は言い返すことすらせずに、すごい形相で睨にらみ付けてくる。俺だって結果が出るまで気が気じゃないから気持ちは分かるけど、なんだってこうも性格が悪いんだよ、この人は……。

「あ、そうだ！　君きみ島じまさんのデビュー作『ZOMBIE-TRAIN』も、わたし『フレッシュドラゴン』で読みましたよ！　すごく完成度高くて、面白かったです」

「……！　あ、ああ……ありがとう……」

　そう、俺個人のデビュー作が掲載された『フレッシュドラゴン』も、つい昨日発売された。俺の元にはもう少し前に出版社から郵送されてきた。俺はその雑誌を読んで……それはそれは、酷ひどく落ち込んだ。せっかくエミリちゃんに褒めてもらえても、どうせお世辞だろう、などと思ってしまい、素直に喜べないほどだ。

　他の受賞作品と自分の作品が同じ雑誌に掲載されているのを改めて読んで、そのレベルの差に、愕がく然ぜんとしてしまったのだ。特に……大賞受賞作の二作品は、本当に素晴らしかった。同世代の新人が描いたなんてとても信じられなかった。

　十四歳の一いちノの瀬せ白しら雪ゆきという作者が描いた『鮮せん血けつのアリス』は、話が暗くてグロテスクな描びよう写しやもある作品だったが、画力がとても高く、絵え柄がらもセンスがあり、物語も個性的でありながらよく作り込まれた作品だった。これを年下が描いたなんて……本当に信じられない。

　十五歳……俺と同い年の芹せり沢ざわ暁あき人とという作者が描いた『デビルハンター』は、レベルが高いのは勿論、正直俺の好みドンピシャな漫画だった。ファンタジー系正当派少年漫画で、バトルシーンがとても格好いい。この作者が連載を始めたら普ふ通つうに読者として読んでみたい……そう思ってしまうほどだった。これを、同い年が……。

「なんか、俺の漫画自分で読み返すと、どうしてあんな作品でデビューできたんだろうって不思議なくらいだよ……。ストーリーの詰つめが甘いっていうのもだけど、特に作画。表情も動きも固いし、ペン入れとか画面処理も汚きたないし……」

「なんていうか、君島君お得意の厨ちゆう二に全開って感じだったわね。理由もなく主人公がやけに強い『俺TUEEEE』も相変わらず健在だったし」

「えっ……生駒先生も読んだの!?」

　別に見せてないのに、読んでいるとは意外だった。しかし、厨二全開って……記念すべき人のデビュー作になんてこと言ってくれる!?

「確かに作画も粗あらかったけど、作画面ではデビュー水準に十分達してると思ったわ」

「え……？　そ、そう……？　あんな下手くそなのに……」

　生駒先生がこんな風に褒ほめてくれるなんて、意外だった。

「下手くそだって思うのは、今の自分に比べて下手、ってことなんじゃないの？」

「え……!?」

「原稿をこなしてるだけでも作画とかペン入れ、仕上げの能力上がってると思うけど、原稿を上げた後もペンだこ作ってるみたいから、どうせ家でも絵とか漫画とか描いてんでしょ？　そこまでしてたらデビュー前より上手くなってて当然じゃない」

「…………！」

　生駒先生の言葉に、俺は思わず納得してしまう。俺自身が上手くなっているから、昔の作品を下手だと感じる……。確かに、それも大いにあるかもしれない。生駒先生って、漫画のことに関しては本当に的確なこと言うよなあ。それに……なんだかんだ言って、俺のデビュー作を気にかけて読んでくれていたなんて。素直に嬉しかった。




　間もなく夏休みが終わって二学期に突とつ入にゆうし、更さらに一ヶ月半が経過し……。

　十月第二週目の金曜日。

　この日は、アンケートの結果が出て、俺たちの読み切りが一定数以上の支持を得られたかどうかを踏ふまえた上で、編集部内で『俺が主で王女が僕で』が連れん載さいになるかどうかが決まる日だ。

　学校帰りに仕事場へ行き、生駒先生の携けい帯たいに結果の連れん絡らくが来るのをひたすら待っていた。ちなみに、エミリちゃんも「結果が気になるから」と、今日も仕事場に来てくれていた。

「ひいっ！」

　ついに生駒先生の携帯電話が鳴り、生駒先生が怯おびえた声を出す。俺も心臓が跳はね上がった。生駒先生は、神しん妙みような顔で電話に出る。

「も……もしもし、生駒です！　……え、ええ。……ええ。………………………」

　生駒先生の話している様子を見ているうちに、俺はものすごく嫌いやな予感がしてきた。彼女の表情はどんどん暗くなっていき、口数も少なくなっていく。やがて、電話を終える。




「駄だ目めだった、って……」




　生駒先生は、生気のない表情で、ボソッとそれだけ言った。俺はそのセリフに、胸が引き裂さかれるかのような気持ちになった。

　駄目、だった……。つまり、アンケートで人気が取れなかった、ということだ。あんなに頑がん張ばって、クオリティの高い作品を上げられたと思っていたのに。俺たちの努力は一切無む駄だに終わってしまったのだ。どん底に突つき落とされたような気分だった。

「支持率は、約十七％。編集部会議で今回は見送ろう、って決まったって……。それと……新人賞で上の方の賞を受賞した新人の読み切りをプリドラに載せるって話が出てるから、またすぐにプリドラに読み切り掲けい載さい、っていうのは難しいだろうって……」

「えっ……!?　そ、そんな……」

　生駒先生の話に、俺の頭は真っ白になった。今回が駄目でも、また新作を描いて……そんな気持ちが、俺の中に僅わずかな希望として残っていた。それなのに……それすらも、難しくなってしまうのか。これじゃあ本当に、生駒先生の言っていた通りだ。今回でいい結果がとれなかったら、編集部での俺たちの扱あつかいが悪くなる、と……。俺は暫しばらくの間、ショックのあまり何も言えなくなってしまう。エミリちゃんが必死に励はげましてくれたが、あまりにショックが大きく、エミリちゃんには申し訳ないが、何を言われても俺の心にはほとんど響ひびかなかった。

　次に読み切りを掲載してもらうことも難しいのなら、一体どうしたらいいんだ？　何に向かって頑張ればいいんだ？

　生駒先生も俺と同じ気持ちなのか、絶望したかのような虚うつろな目のまま、ベッドに倒たおれ込んで黙だまったまま暫く動かずにいた。だけど俺には、そんな生駒先生を励ます元気など、とてもじゃないがなかった。




　長いこと放心状態でいた後、こうしていたって仕方ないので、俺もエミリちゃんもとりあえず帰宅しようということとなった。

「なんかごめんね、暗くなっちゃって……」

　俺とエミリちゃんで生駒先生のマンションを出て歩きながら、俺は彼女に謝った。

「いえ、そんな！　落ち込むのは当然ですよ。わたしは本当に面おも白しろいと思ったのに……」

「ありがとう。エミリちゃんも頑張ってくれたのにね……。情けないし申し訳ないよ」

「いえ、わたしのことはそんな……。君島さん、今後どうするんですか？　生駒先生と……また漫画、描きますよね？」

　俺はエミリちゃんの質問に少し固まる。

「え……。うーん、どうだろ……。生駒先生がどう思ってるかも分からないし……正直、今はまだ何も考えられないかな……」

　俺は正直な今の気持ちを答えた。

「じゃあ……今日は、わざわざ仕事場まで来てくれてありがとう。気をつけて帰ってね」

「あ、いえ……。…………。あの……君島さん！　もし宜よろしければなんですけど……この後、少しうちに寄っていきませんか？」

「えっ!?」

「実は、昨日の夕飯にカレーを作ったんですけど、作り過ぎちゃってたくさん余ってて……食べて行って頂けると嬉しいなあ、って」

「え……!?　いや、でも……い、いいの？」

　俺はエミリちゃんの言葉にとても驚おどろき、動どう揺ようを隠かくせなくなる。だが、彼女が是ぜ非ひにと言うので、好意に甘えることにした。




「狭せまい家ですけど、どうぞ。あ、こっちがわたしの部屋です」

　エミリちゃんの自宅は、アパートの一室だった。お嬢じよう様さまっぽい雰ふん囲い気きだったので、少し意外だった。家の中は綺き麗れいに片付いているのだが……人の気配がない。

「あ、あの……家の人は……？」

「あ、わたし一人っ子ですし、母は毎日夜まで仕事なんです。特に今日は残業で遅おそくなるって言われてて……」

　……ってことは、二人っきり!?　女の子……しかもこんな可愛かわいい子の家にお邪じや魔ますること自体に緊きん張ちようしていたというのに、家の中に二人きりだなんて。ああどうしよう、余計ドキドキしてきた。エミリちゃんは一体なぜ、誰だれもいない家に俺を上げてくれたのだろう。

　エミリちゃんは昨日作ったと言うカレーを温めて出してくれた。二人で食しよく卓たくについてカレーを食べる。相変わらず、とても美味おいしかった。エミリちゃんは本当に料理が上手だ。

　お母さんは今日も遅くまで仕事だと言っていた。エミリちゃんが料理上手なのは、お母さんの代わりに彼女が料理を作っているからなのだろうか。

「そういえばさ……エミリちゃんっていつから漫まん画が家か目指してるの？」

「えっと……漫画家になりたいって思ったのは、物心ついた頃ころですね」

「えっ、そんなに小さい頃から!?　なんでまた？」

「母が、漫画家だったんです。母が漫画を描いている背中を見て育ったので、わたしも母みたいになりたいな、って、ずっと憧あこがれていて」

「えぇ!?　そうなの!?　すごい！　今も描いてるの？」

「いえ……実はそんなに売れていなくて、わたしが小学校に上がった頃、わたしのためにもそろそろ安定した収入を得ないと、って思ったみたいで、漫画はすっぱりやめて外で働き始めました。本当は、ずっと漫画がやりたかったんだと思うんですけどね……」

　エミリちゃんは寂さびしそうに話した。もしかしたらエミリちゃんの家は、母子家庭なのかもしれない。テレビの棚たなに飾かざられた写真には、彼女と母親らしき人しか写っていなかった。

「わたし、もっともっと頑張ります。今はお二人に比べたらまだまだですけど、絶対に中学在学中に漫画家デビューしたいって思ってるんです」

「え……そうなの!?」

　エミリちゃんの向上心は本当にすごいと前から思っていたが、中学在学中にデビュー、という夢があったからこそだったのか。でも、高校に入ってからでも十分遅くないとは思うのだが、どうしてそんなにデビューを焦あせっているのだろう。

「はい。でも、だからって仕事中に絵の練習したりしてしまうなんて……アシスタント失格ですよね。本当にすみませんでした……」

　エミリちゃんは申し訳なさそうに謝った。

「い、いや……相場より少ない給料で働いてもらってるんだもん、仕方ないよ」

「……あの、そんなわたしにはこんなこと言う権利ないかもしれませんが……わたし、お二人の漫画が大好きなんです。だから、諦あきらめて欲しくない。二人でまた、連載に向けて新作を頑張って欲しいんです！」

「えっ、エミリちゃん……」

「今、生駒先生はすごく落ち込んでいます。生駒先生は、普ふ段だんは強がってらっしゃいますが、少し打たれ弱いところもあって……でも、君島さんが生駒先生を励まして、また二人で頑張ろうって元気づけて下されば、きっとまた頑張ろうって思ってくれるはずです。わたし、お世辞とかじゃなくて、本当に『俺が主で王女が僕で』は面白かったと思いました。お二人の漫画をこれからも読みたいし、お手伝いしたいんです！」

「……！　エミリちゃん……。そんな風に思ってくれてたんだ……」

　俺はエミリちゃんの励ましに、心から感動した。こんな風に応おう援えんしてくれる子がいるなら……俺は、それに応こたえたい。俺自身だって、まだ諦めたくない。せっかくデビュー出来て、生駒先生とコンビを組めたんだ。生駒先生と連載を勝ち取りたい。

「ありがとう！　俺、頑張ってみる！　まずは……生駒先生をやる気にさせないとな！」

　俺の言葉に、エミリちゃんは笑え顔がおで喜んでくれた。




　翌日の土曜日。俺は昼間から生駒先生のマンションへと向かった。

「……!?　な、何よ……昨日忘れ物でもしたの？」

　とりあえず、二人で玄げん関かんからリビングへと移動する。

「俺、昨日一日で色々新作読み切りのネタ描いてきたんだ！　落ち込んでる時間なんかないよ、新作読み切りに向けてプロットの打ち合わせしよう！」

「えっ……!?　で、でも……暫く掲載は難しいかも、って言われたのに……」

「でも、プロット持ってくるなとは言われてないんでしょ？　いいプロットを持って行けば、掲載してもらえるチャンスはあるよ！」

　生駒先生は驚いて呆ぼう然ぜんとしている。

「き、君島君……。……ええ。そう、よね……」

　だが、俺の言葉に少しは心が動いたのか、頷うなずいてそう言ってくれた。良かった、生駒先生も完全に諦めたわけじゃなかったんだ。

「でも、あなたも昨日相当落ち込んでたのに、なんで今日になって突とつ然ぜん復活してんの？」

「ああ……実は昨日、エミリちゃんちでカレーをご馳ち走そうになったんだけど、そのとき嬉うれしいことをたくさん言ってくれて。エミリちゃんは本当に俺たちの漫画を面白いって思ってくれてて、二人でまた漫画描いて欲しい、二人の手伝いがしたい、って。そういう話を聞いてたら、こんなところで落ち込んでられない、もっと頑張らなきゃ、って思えて……」

「え……？　…………エミリんちで……？」

　俺は生駒先生にも、エミリちゃんが心から俺たちの漫画を応援してくれているんだ、ということを知って欲しかった。だから昨日のことを生駒先生に話したのだが……。

　生駒先生は俺の言葉を聞いて、なぜか目を見開いて驚き、放心している。

「…………。へえ、あんた……仮にも私の相方だっていうのに、私が死ぬほど落ち込んで一人で泣いてたときに、エミリんちでカレー食べて慰なぐさめてもらってたの。へぇ……そう」

「えっ……!?　い、生駒先生!?」

　生駒先生は俺の顔も見ずに下を向いたまま、恐おそろしいほど低い声で言った。え……お、怒おこってる？　っていうか、生駒先生、昨日あの後一人で泣いてたのか？　連載にならなかったことがショックだったのは分かるが、まさか、泣くほどだなんて……。

　それにしても、いくらなんでも、そんなことでなんでこんなに怒ってるんだ？

「それは良かったわね！　邪じや魔ま者ものがいなくて、さぞかし二人でイチャイチャできたんじゃないの？　ま、エミリはあんたのことなんて何とも思ってないけど！　単にからかわれてるだけだってのに本当におめでたい頭ね！」

「な……何言ってるんだよ!?　そういうんじゃなくて、励ましてくれただけだって！　前から思ってたけど、俺たちのこと純じゆん粋すいな気持ちで応援してくれてるエミリちゃんに対して何でそういう言い方ばっかりするんだよ！」

[image: ]

「…………っ！　なっ……なんで、あんたの方こそ、いつもエミリの肩かたばっかり持つのよ!?　そんなにエミリがいいなら、エミリとコンビでも組めばいいんじゃないのっ!?」

「な……っ!?」

　俺と生駒先生はこれまでにも何度も言い争ったが、今回ばかりはいつもと違ちがう。俺は本気で頭に来ていたし、彼女も同じようだった。

　せっかくエミリちゃんが励ましてくれて、気分を新たに二人で頑がん張ばろう、って思っていたのに、肝かん心じんの生駒先生がこんな様子じゃ、二人でまた頑張っていくなんて……無理なんじゃないのか？

「……生駒先生の気持ちは、よく分かったよ」

　俺は自分が座っていたリビングのソファーから立ち上がると、荷物をまとめて玄関へと向かう。これ以上ここにいても事態が悪化する一方だと思った。

　生駒先生は、立ち去る俺のことを無言で見送った。

「ちょっと一人になって……色々考えてみるよ」

　最後に一言言い残して、俺は生駒先生の仕事場を後にした。




　頭の中はめちゃめちゃだった。昨日エミリちゃんに励はげまされて、これからも生駒先生と頑張っていこうと決意したばかりだというのに……これから先一体どうしていたらいいのか、まるで分からなくなってしまった。
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　翌日の日曜日と、体育の日で祝日の月曜日は、どうにもやる気が起きず、新しいネタを考えることも、絵の練習をすることもせずに、丸々二日間家でだらだらして過ごした。嫌いやでも、生い駒こま先生と喧けん嘩かしたことばかり思い出してしまう。

「えっ……じゃあ、その相方の先生と喧嘩しちまったのか!?」

　休み明けの火曜日。学校の休み時間に俺は、昨日の出来事を橋はし本もとに話した。ちなみに、俺たちの漫まん画がのアンケート結果が良くなくて連れん載さいを取れなかったことも、既すでにこいつには報告している。

「どうすんだよ……まさか、このままコンビ解散!?」

「分かんない……まだ何も考えてないよ。だけど……」

　俺は生駒先生と喧嘩した、ということ以外にも、この先二人で漫画をやっていくに向けて悩なやんでいることがあった。

「俺と生駒先生が二人で漫画を描くってことは、果たして二人にとっていいことなのか……それも、分かんなくなってきた」

「え……？　どういうことだ？」

「そもそも、『二人で話も絵も合作して、ラブコメバトル漫画をやる』っていうことが……無茶なことだったんじゃないか？　って思ってさ。生駒先生は、ラブコメバトル漫画なんかをやるより、前みたいにガチな恋れん愛あいものを描かいた方が向いてるんじゃないのか？　とか……。俺だって、ラブコメについて勉強したとはいえ、まだよく分かってない部分も多いだろうし、無理にそういうジャンルをやるよりは、純粋なバトル漫画を描いてる方が向いてるんじゃないのか？　とか……」

　それは、今回の読み切りが駄だ目めだと分かってから、ずっと悩み続けていることだった。

「なるほどな。ううーん……でも、俺この間気になって、その泉せんの相方の漫画家が描いてるっていう『ＹＡＭＯＭＥガール』読んでみたけど……ぶっちゃけ俺は、泉と二人で描いたこの『俺が主あるじで王女きみが僕しもべで』の方が面白かったぞ」

「えっ!?　ま、マジで……!?」

　橋本が俺の知らぬ間に『ＹＡＭＯＭＥガール』を読んでいたことにも驚おどろいたが、『ＹＡＭＯＭＥガール』より『俺が主で王女が僕で』の方が面白かった、という言葉にも驚いた。

「で、でもそれは、お前がバトル漫画が好きだから、恋愛ものの『ＹＡＭＯＭＥガール』より、バトル要素のある『俺が主で王女が僕で』の方が面白いって思ったってだけじゃないのか？」

「うーん、確かに……。いや、でも俺、泉のデビュー作『ZOMBIE-TRAIN』も面白かったけど、ぶっちゃけそれよりも『俺が主で王女が僕で』の方が面白いって思ったぜ」

「えっ……ええ!?」

　俺は橋本の感想に更さらに驚く。

「『俺が主で王女が僕で』は『ZOMBIE-TRAIN』と違って主人公が一切戦わないところがちょっと残念だったけど、ヒロインが戦ってるシーンすげえ格好いいしな。魔王の娘むすめだから最強、ってとこも厨ちゆう二に心を揺ゆさぶられていい」

「……！　そ、そうか……」

　橋本の感想は、俺の心に大きく響ひびいた。生駒先生と喧嘩して、そのことに大きく凹へこんでいた俺は、もう別々にやった方がいいのか、と悩んでいたのだが……やっぱり、二人で漫画を描いた方がいいのだろうか？　よく分からなくなってきた……。

　だけどいくら俺が二人で描きたいと思ったところで、生駒先生がなんて言うか分からない。相当怒っていたようだし、もう俺なんかとは描きたくない、って言われるかも……。それに、あくまで「『俺が主で王女が僕で』の方が面白い」というのは橋本一人の意見だから、まだなんとも言えないしな……。その日一日、俺はずっと悩み続けていた。




　放課後。部活に行く橋本と別れて、教室を出ようとした俺に……思いがけない人物が声をかけてきた。

「せ……き、君きみ島じま」

　俺が振ふり向くと、そこには……俺の幼おさな馴な染じみである、香こう月づきみなせが立っていた。

「あのさ、ちょっと話したいんだけど……今日一いつ緒しよに帰れない？」

「え、え、え……い、いいけど……」

　みなせと面と向かって会話するのなんて、一体何年ぶりだろう。俺は酷ひどく動どう揺ようしていた。話したいことって何だ？　今まで俺のこと避さけ続けていたのに……。

「は、話すの久しぶり、だな……。話したいことって……？」

　学校を出て駅までの道程みちのりを歩きながら、俺はなるべく緊きん張ちようしていることを悟さとられないようにみなせに声をかける。こうして肩を並べて歩くのも、気が遠くなるくらい久しぶりだ。

「ああ、いや……大したことじゃないんだけどさ……。なんか今日君島、ずっと落ち込んでてなんか悩んでるみたいだったから、どうしたのかな、って……」

「……えっ!?」

　俺はみなせの言葉に驚いた。みなせは……俺のことを心配して話し掛かけてくれた、っていうのか……？

「ああ、うん……えっと……」

　だけど、なんて言ったらいいのか分からず、俺は言葉に詰つまってしまう。

「もしかして……君島が悩んでるのって……これ、に関係あったりすんのかな、って」

「……!?」

　みなせは自分の学校鞄かばんから雑誌を取り出して、俺に見せてきた。それは……プリドラの十月号だった。俺たちが描いた漫画が掲けい載さいされている号だ。

「な、なんでみなせが……その雑誌を……!?」

　みなせはパラパラとプリドラを捲めくり、『俺が主で王女が僕で』のページを開く。

「これ……君島が描いたの？」

　みなせは『俺が主で王女が僕で』の表紙を指差して俺に尋たずねた。なんでそれを……!?

「これ……」

　みなせが指差したところには、『生駒アギト』という生駒先生のペンネームの下に、俺のペンネーム『霧きり島しま理り人ひと』の文字があった。俺は投とう稿こうしたときからこのペンネームで、デビューしてからもその名前でいくことになっていた。

「この名前……泉でしょ？」

　みなせは、小学生の頃ころと同じように、俺のことを『泉』と呼んだ。

「!?　なんで知って……!?」

「なんで、って……小学校のとき、プロの漫画家になったらこのペンネームにするんだ、ってずっと言ってたじゃん」

「あ！　そ、そうか……」

　そういえばそんな記き憶おくがある。随ずい分ぶん昔に漢字辞書を調べて背せ伸のびして決めたペンネームだ。みなせは、そんなことをわざわざ覚えていたのか。いや、しかしそれにしても……。

「けど……なんでみなせはその雑誌を知ってたんだ？」

「……！」

　みなせは俺の言葉に、ぎくりとした表情で固まった。それから俯うつむいて何かを考えているようで、少しの間黙だまっていたが、やがて何かを決意したかのように顔を上げた。

「え、えっとさ……ずっと泉には隠かくしておきたいって思ってたけど……ここまで来たら……もう、言っちゃうね。実はあたし……オタクなんだよね。この雑誌には好きな漫画のスピンオフが連載されてるから、毎月買っててさ」

「え!?　オ、オタク……!?」

　みなせの口から出て来た予想外の単語に、俺は驚いた。

　みなせがオタクだなんて……とてもじゃないが信じられない。だって、今のみなせはどこからどう見てもイマドキの女子高生にしか見えない。お洒落しやれだし、学校でも人気者だし、オタクとは真逆の位置に存在しているタイプに見えるのだ。

「でも……ずっと俺には隠しておきたかった、って……なんで？」

「……！　そ、それは……。小学生の時、泉に『俺はオタクじゃない』って強く言われて……。泉はオタクを嫌きらってるんだろうな、って思ったから……」

　俺が、オタクを嫌ってると思ったから……？

「…………。……もしかして、今までずっと俺のこと避けてきたのって……そのことと関係あったりする？」

「！　……う、うん、あたし……オタクだってことが泉にバレたら、嫌われるって思って……。泉にオタクだってバレちゃいけない、そう思ううちに、無意識に泉のこと避けるようになっちゃって……」

「え……!?」

　みなせは少し辛つらそうな顔になって話し出す。

「小学生のとき……泉の漫画を『面白くない』なんて言ってごめん。あたしの好みとは違ちがう漫画だったから、あんな風に言っちゃっただけなんだ。あたし既にあのとき、結構萌もえ系寄りのオタクになってたから……。今考えたら、『プレキュア』がきっかけだったのかな。最初は少女向けの漫画とかアニメから入って、その後どんどん可愛かわいい女の子が出てくるオタク系の萌えアニメとかも見るようになってさ」

　みなせが萌え系寄りのオタクになっていた、ということにも驚いたが、それよりも……。

　みなせは……俺に嫌われないために、俺のことを避けだした、っていうのか？

　俺が子供の頃オタクを否定するような発言をしたばかりに、知らない間にみなせのことを傷つけて、そんな行動をとらせていたなんて……。

「ご、ごめん……」

　俺は、思わずみなせに謝あやまった。みなせは俺の言葉に驚いた表情になる。

「俺がオタクを否定したことで、みなせを傷つけてたなんて……全然気付かなかった」

「……！　泉が謝ることじゃないよ。あたしこそ、泉に何も言わないで、勝手に泉のこと避けだして……本当にごめん！」

「でも、そういうことだったなら……もっと早く言ってくれれば良かったのに。俺、あのときはクラスの奴やつらにバカにされたから、それに対たい抗こうして『俺はオタクじゃない』なんて言っちゃったけどさ、別に全然オタクに偏へん見けんないし」

「……！　ほんとに!?　泉、オタクのこと嫌ったり引いたりしないの!?」

「え!?　うん。っていうか、俺だって漫まん画が好きなんだからオタクの一種だと思うし」

「ほ、ほんとに引かない!?　あたしがどんなにガチオタでも!?」

「え？　う、うん、絶対引いたりしないって」

「よ、良かったぁ……。あたし、泉に嫌われるかもしれないって覚かく悟ごで今、オタクだってことカミングアウトしたからさ……。マジで超ちよう安心した……」

　みなせは大げさなくらいにホッとしていた。みなせがそんな辛い思いを抱かかえて、俺から距きよ離りを取っただなんて……考えたこともなかった。俺の些さ細さいな一言が、みなせを不安にさせてしまったんだ……。

　だけど今のみなせの様子を見て、これでやっと長い間二人の間にあった溝みぞを、少し埋うめることができたのかと、嬉うれしくなった。俺が、みなせがオタクだという理由で嫌うなんてこと、あるわけない。俺はオタクに偏見なんか持ってないし、オタクだろうがオタクじゃなかろうが、みなせはみなせだ。それに、みなせがどの程度のオタクなのかは分からないが……多分アレには敵かなわないだろう。俺はいつも、嗜し好こうも言動ももっと色々と酷いオタクと一緒に仕事しているんだ。もうちょっとやそっとのことじゃ引かない自信がある。

「あっ……、ごめん。大おお幅はばに話逸それちゃったね」

　みなせは雑誌『プリドラ』に視線を戻もどした。最も早はや俺たちは、駅のホームの椅い子すに腰を下ろして話し込んでいた。

「それで、この雑誌読んでたら普ふ通つうに見覚えのある名前があって、新人の新作読み切りってあるし、もしかして泉なんじゃないかな、ってずっと気になってて……。本当は泉にオタクだってことバラしたくなかったから、聞くかどうか超ちよう悩なやんだんだけど……泉が今日すごい落ち込んでて悩んでる様子で、休み時間に橋本と漫画が～とか『俺が主で王女が僕で』が～、とかって真しん剣けんに話してるのが聞こえてきたから、やっぱりこの漫画は泉が描かいたんだ、って確信したと同時に、この漫画のことでなんか悩んでるのかな、って……どうしても気になって」

「そ、そうだったのか……。いや、実は……」

　俺はみなせに、今までの経けい緯いを説明した。出版社に漫画を持ち込んだことがきっかけでプロの漫画家とコンビを組んで『ラブコメバトル』漫画を描くことになったこと。その漫画がアンケートでいい結果を出せず、連れん載さいにならなかったこと。俺が持ち込んだ漫画が一応賞を取って、デビューできたこと。

「あたしが知らない間に、そんなに色んなことがあったんだ……！　でも、泉がまだ漫画描いてたなんて、ほんとに嬉しい！　あのとき、もう俺漫画なんか描かない、って言ってて……ほんとに描くの辞めちゃったのかと思ってたから」

　あのとき……というのは、小三のときのことだろう。

「えっ!?　ああ……うん、そうだな。あれから暫しばらくは、本当にやめてたよ」

「……！　それって、やっぱりあたしのせい？」

「え……？」

「あたしが……泉の漫画を『面白くない』って言ったから……」

「え、ああ……別に、そういうわけじゃないよ。さっきちょっと言ったけど、あの日、描いた漫画をクラスの奴らに回し読みされてバカにされたのがショックでさ……」

「……！　そ、そっか……」

　本当は、それが直接的な理由なわけではなかった。勿もち論ろん、みなせに「面白くない」と言われたことも少しは関係しているが、それも直接的な理由ではない。一番の理由は……あの日以降、みなせに避けられるようになったことがショックだったからだ。だけど、さすがにそんなことをみなせ本人に言う気はない。

「でも……それからまた描き始めて、しかも本当に漫画家になれちゃったんだね。すごいよ！　…………。実はさ、高校で泉と再会してから、泉のこと避ける一方で、何回か泉に話し掛けようか迷ったことあったんだ」

「えっ……!?」

「ほら、泉の友達の、橋本。あいつ声大きいから、たまに漫画がどうのこうのって言ってるのが聞こえてきてさ……。泉、まだ漫画好きなのかな？　って、気になってて」

「……！」

　やっぱりあいつの声って、遠い席のみなせにまで聞こえるくらいでかいのか！　くそ、俺が漫画描いてるってこと、下手したら他の奴らにもバレてるんじゃないのか？　今後もっと注意しないと。

　だけど今回ばかりは、みなせが俺に声を掛けてくれるきっかけになったので、橋本の声のでかさに感謝したい。みなせは今までも、俺のこと気にしてくれていたんだ。なんだか、嬉しくなった。

「だけど、この合作したっていう『俺が主で王女が僕で』が連載にならないなんて……残念すぎるよ！　めっちゃ面白かったのに！」

「え、マジで……!?」

　みなせの感想は俺にとってとても嬉しかった。……よし、みなせにも相談してみよう。

「実は今さ、相方の漫画家と喧けん嘩かしてて……正直、今後どうするか迷っててさ。今日俺が悩んでたのは、そのことだったんだ。俺も相方の漫画家も得意分野が全然違うから、それぞれの得意分野で描いた方がいいんじゃないか、個人で描いた漫画の方がもしかしたら面おも白しろいんじゃないか、って……」

「えぇっ……!?　うーん、あたしはこの合作の漫画しか読んでないからなんとも言えないけど、この漫画はめちゃめちゃ面白いし、この方向性でいいと思うんだけどなあ……。泉が賞取ったっていうデビュー作も、読んでみたいな。なんて雑誌に載のってるの？」

「えっ!?　あ……うちにあるけど、……よ、読みに来る？」

　我ながら、思い切ったことを言ってしまった。小学生の頃ころは、学校帰りにみなせはよくうちに遊びに来ていたけど、今はもうあの頃とは違う。

　母親はまだパートに行っているだろうし姉貴も大学だろうから、きっと今うちには誰だれもいない。つまり……俺の家にみなせと二人きりになってしまう。

「え、いいの!?　読みたい！　ってか、久々に泉のうちに行ってみたい！」

　みなせに警けい戒かいされるかもしれないと思ったが、みなせは意外にも一切そんなことを気にする様子はなく、俺の提案に乗ってきた。




　俺の家に行くことが決定したので、数年ぶりに、みなせと二人で俺の家までの道のりを歩く。

「それにしても……みなせがオタクだったなんて、びっくりしたよ。外見は全然そんな風に見えないしさ。最後に見た小学生の時からすごいイメージ変わってるし」

「えっ、ウソ!?　そう？」

「うん、背が伸のびたってのもあるけど、垢あか抜ぬけたっていうか、派手になったよね」

　あとは胸も成長して……って、それは言わないでおこう。

「マジで!?　なんか、周りの子がどんどんお洒落しやれになってくから、それに合わせてたらいつの間にかこういう風になってたってだけで……あたし、そんなに派手？」

「うん。なんていうか……彼氏いそうな感じ？　それも、二、三人くらい」

「はあぁっ!?」

　俺の言葉に、みなせは急に立ち止まって大声を出した。

「彼氏二、三人って……バ、バカじゃん!?　そんなんいるわけないじゃん！　っていうかむしろ、別に仲のいい男友達だって泉以外できたことないし！　ってか、それってあたしがチャラそうに見えるってこと!?」

「えっ!?　い、いや……まさかそんなに怒おこるとは……。単なる冗じよう談だんだって。モテそうって意味で言っただけだよ」

　なるほど、仲のいい男友達もいないのか……。モテているだろうに、意外だ……。




　そんな会話をしているうちに、俺の家に辿たどり着いた。

「お邪じや魔ましま～す。わー、懐なつかしー！　あんま変わってないねー！」

　みなせを俺の部屋に案内し、俺のデビュー作が載っている『フレッシュドラゴン』を渡わたした。みなせはその場でじっくりと、俺の漫画を読んだ。

「すごい……一人でもここまで描けるくらい上手くなったんだね、泉！　本当にプロの漫画家だ……。子供の頃泉が描いてた漫画とあんまり変わってないね。少年漫画の王道、って感じで面白いよ。……でも」

　みなせはそこで漫画雑誌から俺に視線を移し、真剣な表情になる。

「ごめん、泉……悪く思わないでね。泉の漫画がつまんないってわけじゃないんだけど……泉が一人で描いたこの『ZOMBIE-TRAIN』より、十倍……いやっ、五十倍くらい、『俺が主で王女が僕で』の方が面白いよ！　やっぱり、これからもその漫画家の先生と、『ラブコメバトル漫画』の路線で描いた方が絶対いいって！」

　みなせはものすごい勢いで、俺の肩かたを摑つかんで説得してくる。

「え……そ、そう……!?　あ、でもさ、みなせは所謂いわゆる萌もえ系が好きなんだろ？　だから萌えに寄せた漫画の方が面白いと思うんじゃ……」

「いや、確かに『俺が主で王女が僕で』は超あたし好みだけど、それ以外の部分でも……絵だって全然綺き麗れいだし、バトルシーンもいいし、キャラだって立ってる。個人的な好みを抜きにしても『俺が主で王女が僕で』の方が断然面白いよっ！　なんでアンケートでいい結果取れなかったのかほんと不思議！　続き読みたかったのに……」

「……そ、そっか……」

　自分一人で描いた漫画がそんなに駄だ目めだったか……と落ち込む気持ちもなくはないが、それよりも、生駒先生と二人で最後の最後まで気合いを入れて頑がん張ばった『俺が主で王女が僕で』をここまで褒ほめてもらえたことが、素直に嬉しかった。

「『俺が主で王女が僕で』は、勿論ヒロインも健けな気げで可愛かわいくてバトルのときは格好良くていいキャラだけど、脇わき役やくとして出て来た主人公の妹もすっごくいい味だしてるよね！　ザ・理想の妹、って感じ！　ロリでツインテなんてあざとすぎだけどそこがまたいいっ！　出番少ないのにバッチリサービスもしてくれてるし！　ああもったいない、この漫画が連載になったら絶対この子も人気出て薄うすい本とかもめっちゃ作られたと思うのに～～！」

「…………!?　え、え……？」

　みなせは自分が持って来た『プリドラ』を取り出して『俺が主で王女が僕で』のページをパラパラと捲めくりながら興奮気味に早口で語り出した。その様子に、俺は驚おどろいて何も言えなくなってしまう。

　ちなみ主人公の妹のキャラは、生駒先生がシリアスな作品の雰ふん囲い気きを少しでも緩かん和わさせるために、と単なるサービス要員として作り出したキャラである。だがそのことはこの場では言わない方が良さそうだ。みなせの様子がさっきまでと違ちがいすぎて、俺は自分の目を疑ってしまう。みなせって、こんなに濃こいオタクだったの？

「みなせって……こういうキャラが好きなんだ？」

「うんっ、幼女大好きだよっ！　ロリこそ至高!!　小学生ペロペロしたいっ！　最近どうして自分に妹がいないのかを真剣に悩んでるんだよねっ！」

　目をキラキラと輝かがやかせながら、みなせはとんでもないことを言う。

「…………へ、へぇ……」

　変わり果てた幼おさな馴な染じみの姿に、俺は正直少し引いていた。さっき、みなせのことを『オタクとはいえ生駒先生のガチオタっぷりには敵わないだろう』と思っていたが……うーん、これは……いい勝負いってるかもしれない。




　しかし、プラス思考で考えれば、みなせがここまで語ってくれているということは、それほどこの『俺が主で王女が僕で』という漫画には魅み力りよくがあった、と捉とらえてもいいのかもしれない。みなせがお世辞を言っているようには、とてもじゃないが見えないし。
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　その後、俺はみなせに生駒先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』も読んでもらった。一応アシスタントをしたので、生駒先生がコミックスを一冊ずつくれたため、全巻うちにあるのだ。勿論この場で全部読むのには時間がかかるので、みなせに読んでもらえるのは一巻の途と中ちゆうくらいまでだろう。

　これで『ＹＡＭＯＭＥガール』の方が面白い、って言われたら……それは完全に、俺が生駒先生の足を引っ張ってるっていうことだ。……みなせの感想が怖こわくもある。

「ふーん、なるほど……確かにこれも面白い……」

　一巻を半分程度読んだところでみなせは顔を上げた。

「けど……青年漫画っぽいというか、少女漫画っぽいというか……あんまり少年漫画、って感じがしないよね。ヒロインも二人しか出てこないし、正直どっちもあたしの好みじゃないし……。これだったら、全然『俺が主で王女が僕で』の方が面白いよ！」

　橋本の言葉も思い出して……みなせの今の言葉で、俺ははっきりと決意した。

　俺と生駒先生、二人で描くからこそ、個人で描く漫画よりもいいものが描ける。早乙女さおとめさんの提案は、やっぱり正しかったんだ。俺は今まで、一体何を悩なやんでいたんだろう。

　やっぱり……俺は、この方向性で頑張りたい。もう一度生駒先生と二人で『ラブコメバトル漫画』に挑ちよう戦せんしたい！




　俺は次の日の学校帰り、生駒先生の仕事場へと向かった。

　よくよく考えたら、生駒先生が落ち込んでいるときにエミリちゃんと二人で仲間はずれにしてしまったのは悪かったかもしれない、と思い直した。まさか泣くほど落ち込んでいたなんて思っていなかったし、そんなときに相方やアシスタントに仲間はずれにされたら、あんな風に怒るのも無理ないかもしれない。

　要は、いじけていたということか。そう考えれば、生駒先生も可愛いところあるんだな、なんて思えてくる。

　俺は数年ぶりにみなせと仲直り（喧嘩していたわけではないが）できたことで、気分がよくなり、以前より広い心を持てるようになったのかもしれない。

　生駒先生のマンションの部屋の前まで辿り着き、インターフォンを押そうとしたその時。

「今までの漫画が駄目になって、新しい漫画も駄目だったのでしょう？　もういい加減諦あきらめなさいよ。あなたには才能がなかったってことなんだから」

　少し開いている窓から、見知らぬ女性の声が聞こえてきた。

「まだ……まだ、諦めたくない……。もう少しだけ……やらせてほしい」

　いつもの調子とは別人のような弱気な、小さな声で、生駒先生の言葉が聞こえてくる。

「この期ごに及およんでまだ諦めないなんて……杏あん璃りと違って、ほんっとうに世話の焼ける娘こだわ。漫まん画が家なんてロクな仕事じゃないんだから、この機会にすっぱりやめて勉強に専念してほしいのよ。杏璃は今中学受験に向けて頑張ってるっていうのに……」

　もしかしてこれは……生駒先生のお母さん？　杏璃って、一体誰だろう。

「杏璃は成績もいいし聞き分けもいいのに、どうして姉妹でこうも違うのかしら。あなたも少しは杏璃を見習ったらどうなの？」

　俺がそんな会話を聞いて思わず固まってしまい、何もできないでいると、やがてマンションの扉とびらが開いた。中から出てきたのは、三十代くらいに見える、少しきつそうな、身み綺ぎ麗れいな女性。この人は……生駒先生のお母さんだろうか。

「あら……えっと……」

「あ……こ、こんにちは！　お……僕、君島といいます。生駒先生と一いつ緒しよに漫画を描かかせて頂いてましてっ……」

「……こんにちは。生駒茉まつ莉りの母です。いつも娘がお世話になってます」

　生駒先生のお母さんは、外から聞こえてきたセリフの主がこの人だなんて思えないほど、丁てい寧ねいに俺に挨あい拶さつをしてきた。

「今後とも娘を宜よろしくお願いしますね。それじゃあね、茉莉」

　そう言って、彼女は玄げん関かんから出て行った。

「………………」

　気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「あんた、何しに来たの？」

「ごめん、実は……外から話してる声聞こえちゃったんだけど……」

「……！」

「い、いつも……お母さんからあんな風に言われてるの？　話に出てきた……杏璃さんっていうのは……生駒先生の姉妹？」

「……杏璃は妹よ。私立の小学校に通ってて、今もめちゃくちゃ頭いい中学校を受験するために頑張ってるの。……自じ慢まんの妹よ」

「そうなんだ……でも、俺が口を出すことじゃないかもしれないけど……いくらなんでも、あんな言い方はちょっと酷ひどいって思ったんだけど……。漫画家をロクな仕事じゃないって言ったり、妹さんと比べて生駒先生のことを悪く言ったり……。生駒先生だって漫画描きながら、十分勉強頑張ってるんだし……」

　俺の家族は、そこまで熱心ではないが、それなりに俺が漫画家になることを応おう援えんしてくれている。雑誌に載のった俺の漫画も、家族全員読んでくれた。だから……生駒先生が母親からあんな風に言われているのを聞いて、ものすごく不ふ憫びんに思ってしまった。

　それに、妹さんと比べて生駒先生を悪く言っていたけど、生駒先生だって十分頭の良い進学校へ行って頑張ってるじゃないか。もしかして彼女が一時間もかけて進学校へ通っているのは、お母さんの意向なのだろうか？

「……っ！　そ、そんなことない！　お母さんの言ってることは正しいの！　何も知らないのにお母さんのこと悪く言わないでよ！」

「……！　い、生駒先生……」

「妹と違って……私は昔から出来が悪くて、何をやっても駄目で……いつもお母さんをガッカリさせてばっかり。妹と比べたら、私なんてゴミクズも同然なの！　だからお母さんにああいう風に言われても仕方ないの……！」

　生駒先生のセリフを聞いて、俺は益々彼女が不憫で仕方がなくなった。彼女は小さい頃から、常に妹と比べられて生きてきたのだろうか。それでも、母を恨うらむこともなく、腐くさらずに漫画も勉強も頑張ってきたなんて……。この若さで連れん載さいを勝ち取り、一時間もかけて進学校へ行きながらクオリティの高い漫画を連載するのは、一体どれほど大変だったことだろう。

「唯ゆい一いつ自信があった漫画でさえうまくいかないし……私には、漫画の才能もないのかもしれない。もうお母さんに言われたとおり、止やめた方がいいのかも……」

「そんなことない！」

　俺は思わず、大きな声を出していた。生駒先生はびっくりして俺の顔を見た。

「生駒先生には漫画の才能がある！　俺は……初めて『ＹＡＭＯＭＥガール』を読んだとき、生駒先生を天才だって思った。俺が初めて萌え系の漫画を面白いと思えたんだから！　大体、生駒先生の年ねん齢れいで雑誌の連載を持てる人なんて、一体何人いると思ってるの!?」

　生駒先生は目を見開いたまま、俺のセリフを聞いてポカンとしている。

「き……君島……くん……」

「だから……漫画を辞めるなんて言わないでよ。俺は今日、この間のことを謝りに来たんだ。生駒先生が傷ついてるときに、生駒先生を一人にして、仲間はずれみたいにして……ごめん。あれから考えたんだ。今まで通り二人で漫画を描くべきか、それとも、それぞれの得意分野で頑張っていく方がお互たがいのためなのか……」

「……っ！」

　俺の言葉に、生駒先生が驚いた様子で俺の目を見た。その表情は……どうしてだろうか、不安に満ちているように見えた。

「考えた結果、これは俺の個人的な希望だけど……やっぱり、生駒先生と一緒に『ラブコメバトル漫画』を描いて、連載目指して頑がん張ばりたい！　俺、今まで以上に頑張るよ。ラブコメについて勉強するし、絵の練習もする。だから……また俺と一緒に、漫画を描いてくれないか!?」

　生駒先生は俺の言葉を聞いて、驚おどろいた表情で呆ぼう然ぜんとする。

　なんて言われるのだろう。あんなに怒おこっていたし、やっぱりもう、俺と一緒にやっていく気などなくなっているかも……。

「…………」

　なぜだろう。一いつ瞬しゆん、生駒先生の目の奥が……ほんの少しだけ潤うるんだような気がした。

「フッ……」

　だが、それは俺の気のせいだったのかもしれない。なぜなら、そこで突とつ然ぜん生駒先生の表情が、いつもの自信に満ちあふれた笑え顔がおに変わったからだ。

「分かったわ、君島君！　また二人で漫画を描こうじゃないの！」

　髪かみをバサッとかきあげて、自信満々に彼女は言った。

「そして今度こそ、連載を勝ち取るのよ！　前回はたまたま駄だ目めだったけど、次こそは絶対、連載を勝ち取れるに決まってるわ！」

「……は、はあ……」

　今までの様子が噓うそのように、生駒先生は完全にいつもの強気な彼女に戻もどっていた。まあ……落ち込んでるよりは、そうしてる方が、生駒先生らしくていいけどさ。

「じゃあ……早速新しいプロット考える？」

「ええ、そうね！　あの、君島君……その……私も……ちょっと、言い過ぎたわ……。それと……またうちに来てくれて、ありがとう……」

　生駒先生は、真っ赤な顔でばつが悪そうに言った。その言葉が聞けただけで、俺は十分だった。




　生駒先生とのネタ出しを終えて、俺が一人帰宅すべく駅に向かっていると、携けい帯たいが鳴った。相手は、早乙女さんだ。いつも用があるときは生駒先生にかけてくるのに、珍めずらしい。どうしたのだろう。

「もしもし、早乙女です。君島君、今お電話大だい丈じよう夫ぶですか？」

「はい、大丈夫です」

　穏おだやかな話し声に、少し安心する。今日はこっちのモードか……。

「生駒さんと、無事仲直りされましたか？」

「!?　え、喧けん嘩かしたこと知って……!?」

「ええ。昨日生駒さんに、『俺が主で王女が僕で』のアンケート結果が良くなかったことで、三人で反省会をしたいから、君島君と二人で出版社に来られる日を教えて欲しいって言ったところ、『暫しばらくは無理』って仰おつしやって……。話を聞いているうちに、君島君と喧嘩したことを話してくれたんですよ。そのときの生駒さんの落ち込みっぷりは本当にすごくて……。読み切りが駄目だったことも堪こたえたと思うんですが、おそらくそれ以上に……君島君と喧嘩したことが響ひびいていたみたいで。とても酷いことを言ってしまった、って後こう悔かいしてましたよ。もうコンビ解消されるかも、君島君は実力があるし、今後は一人でやるって言い出すかも……って、すっごく心配してらして……」

「えっ……ええぇぇええええ!?」

　俺は早乙女さんの言葉に、ひたすら驚いた。生駒先生が、そんなことを？　さっきの様子からじゃ、とてもじゃないが想像出来ない。──っていうか、早乙女さんが反省会をしたいと言ってくれていたなんて……生駒先生、早く俺にも言ってくれよ！

「生駒さんは素直になれない性格なので、衝突することもあると思いますが……生駒さんの本音を分かって頂けると嬉うれしいんです。お二人の『俺が主で王女が僕で』は本当に面白かったんですよ。アンケートもすごく惜おしい結果でしたし、これでコンビを解消するなんて言わずに、生駒さんと仲直りして、再び二人で漫画を描いて下さると嬉しいなあって……」

「……早乙女さん、ありがとうございます。実は、生駒先生とはついさっき仲直りしましたから、安心して下さい！」

「えっ、本当ですか!?　それは私も一安心ですよぉ～！　私、仕事の時はきついことばかり言ってしまいますが、お二人には本当に期待していますからね。これからもお二人で力を合わせて、頑張って下さいね！　まずは三人で反省会をしましょう。どうしても、またすぐに雑誌掲けい載さい、というのは難しいとは思うのですが……」

「はい、ありがとうございます！」

　そんな話をして、改めて生駒先生と出版社へ行ける日を決めてからまた連れん絡らくすると言い、早乙女さんとの電話を終えた。




『もうコンビ解消されるかも、君島君は実力があるし、今後は一人でやるって言い出すかも……って、すっごく心配してらして……』




　あの生駒先生が、そんなことを……？　とてもじゃないが信じられない。俺にはあんな強気な態度だったくせに、陰かげではそんな心配をしていただなんて……。

　思わず、少し口元が緩ゆるんでしまう。生駒先生にも、可愛かわいいところがあるんだなあ。そういう態度を俺にも見せてくれたらいいのに……。

　いや……それができないのが、あの人の性格なのかもしれない。

　少しずつだけど、生駒先生のことを理解出来てきたような気がするのだった。






８









　生い駒こま先生と仲直りした翌日。早速俺たちは、早乙女さおとめさんとの反省会のために出版社へと来ていた。

「まず編集会議で言われていたのは『一話で完結しすぎている』ということ。そのせいで、続きが読みたい、という意見に繫つながらなかったのではないか。それと、私が個人的に思ったのは、萌えがメインとはいえ一応少年漫まん画がなんだから、主人公にも戦わせた方が良かったかもしれないということ…………」

　早乙女さんは仕事モードの厳しい口調で、次から次へとだめ出しを述べていく。昨日の電話の優しい彼女は最も早はや見る影もない。俺はだめ出しの全てをメモった。

「作品自体は編集部内でも評判が良くて、連載取れるんじゃないかって言われてたくらいなのよ。またすぐにチャンスをあげたいところなんだけど……そう簡単にはいかなくて。だけど、いいプロットを持って来てくれれば、必ずチャンスを作るようにするわ。だからこれにめげないで、どんどん新しいプロットを持って来て！」

「……！　さ、早乙女さん……」

　早乙女さんの言葉に、俺は嬉しくなった。

「『俺が主で王女が僕で』の反省点を踏ふまえて、あなたたちに考えてもらいたいのは……主人公が成長するか、ヒロインを育成するという話を作ること。それからできれば、今までの漫画にない新しい設定」

「な、なるほど……」

　早乙女さんはいいプロットができたらいくつでもいいから送って欲しい、と言ってくれたので、俺と生駒先生は反省会の翌日から、がむしゃらにネタ出しを頑張った。出来のいいものをいくつか選出してそれを詰つめていき、反省会からたった二日後、作り上げた計八本の簡単なプロットを早乙女さんの会社のメールアドレスに送りつけた。俺も生駒先生もとにかく必死になっていた。

　二日ほど経過して、俺たちは再度出版社に呼び出された。

「なんていうか……どれも無難すぎるのよね。もっとこう、こんな連れん載さいが始まったらわくわくする！　みたいに思える、斬ざん新しんなアイディアはないの!?」

「そ、そんな抽ちゆう象しよう的に言われたって分かんないわよ！」

　早乙女さんの言葉に、生駒先生がついにキレた。斬新なアイディアか……。確かに俺たちが送ったプロットは、とても斬新とは呼べないものばかりだ。

「そういえば生駒さん、『ＹＡＭＯＭＥガール』の前に新連載について話し合っているとき、音楽ものがやりたいと言っていたわよね……」

「あ、ええ……。小さい頃ころから中学までピアノを習ってたから、それをネタにして描かけるんじゃないかと思って……」

「さすがにピアノだと難しいと思うけど、音楽ものとバトルものを掛かけ合わせるっていうのはいいと思うのよね。音楽ものはアニメ化されたときおいしいし、流行はやっているジャンルでもあるわ」

「音楽とバトル、ですか……。うーん……」

「まあ、これは単なる一案だから……。でも、昔ボツにしたネタなんかを再度掘ほり起こしてみるのもいいかもしれない。君きみ島じま君はファンタジーバトルものが好きだけど、他にも好きなジャンルやテーマはないの？」

「ファンタジー以外で……。ちょっと家に帰ったら前のネタ帳確認してみます！」




　その日、俺は家に帰って自分のネタ帳を確認した。中を見ると、聖せい剣けんやら、海かい賊ぞくやら、吸きゆう血けつ鬼きやら、死神やら、相変わらず好きな漫画に影えい響きようを受けまくったネタばかりが描かれていたが、そんな中、俺の目にとまったのは……。

「ヒーローもの……!?」

　そういえば俺は、小学生の頃戦隊ものやライダーなどの特とく撮さつヒーローが大好きだった。それを元に、ヒーローもの漫画のネタを練ったことがあった。肝かん心じんのネタの内容は……。

【普ふ段だんは地味な高校生である主人公が、ある日謎なぞのマッドサイエンティストに「お金を出すからヒーローのバイトをしないか」とそそのかされ、専用の戦せん闘とう用スーツを着て戦うヒーローになる。謎のマッドサイエンティストは戦隊ヒーローを作り、ヒーローたちをアイドルのように演出して、人気が出たヒーローの写真やグッズを売って利益を得ている。そのため、戦いで活かつ躍やくし人気が出たヒーローにはボーナスが出る。ヒーローたちはボーナス欲しさに戦いで活躍しようとする……。】

「これに、萌え要素や恋れん愛あい要素を付け加えれば……結構いけるんじゃないのか!?」

　ある程度綺き麗れいにまとめ直して、早速翌日、俺は生駒先生の仕事場に『ヒーローもの』のネタを持って行った。

「生駒先生！　俺、昔考えてたネタで使えそうなのあったよ！」

「あら……偶ぐう然ぜんね、君島君。私も昨日昔ボツにしたネタを探していたら見つけたのよ！」

「えっ……!?」

　とりあえず俺たちは、互たがいのネタ帳を交こう換かんした。生駒先生の持って来たネタって何だろう……？　俺のヒーローものも大分使えそうなんだが……。

「……！　アイドルもの……？」

　生駒先生のネタは……。

【アイドルが飽ほう和わ状態になっているアイドル戦国時代に、売れないアイドルユニットの三人組が、底辺から売れっ子アイドルに成り上がるために頑がん張ばっていく話。その世界では『ライブバトル』という制度が出来ており、アイドルユニット同士が『ライブバトル』なるライブイベントに出演してパフォーマンスを行い、ライブ後に観客の投票があり、より投票数を稼かせげた方が『ライブバトル』の勝者となる。勝者は『アイドルランク』というものが上がって、ＣＤを出してもらえたり、ＣＭに出演させてもらえたりする。】

　という設定のアイドルものだった。

「俺のヒーローものと掛け合わせて、『戦うアイドル』ものにするっていうのは……!?　ユニットじゃなくて個人で、アイドル同士でイベントで戦って、勝ったアイドルがＣＤデビューできたり、ＣＭに出演できたりする、っていう……」

「た、戦うアイドル……!?」

　生駒先生が何も言う前に、俺はその場でプロットを書き始めた。

「ちょ、ちょっと君島君!?　前回もそうだったけど、どうしてあなたっていつもそうやっていきなりプロット書き始めんのよ！」

　生駒先生の言葉も耳に入らず、俺は途と中ちゆうで設定を直したり付け加えたりしながら、夢中になってプロットを書き上げた。

【タイトル：バトルアイドル！（仮）

　舞ぶ台たいは、アイドル戦国時代でたくさんのアイドルグループが現れ飽和状態になっている近未来の日本。そんな中、『バトルアイドル』なるものが誕生する。異能力を使うことのできる特別なスーツを着て戦い、勝てば勝つほどランクが上がって一流アイドルになれる。

　主人公は男子高校生で、幼おさな馴な染じみであるヒロインが『バトルアイドル』を夢見てオーディションを受けると言い出す。ヒロインを応おう援えんし心配するあまり、主人公自身も女装して『バトルアイドル』のオーディションを受け、二人ともデビューが決定してしまう。主人公にはバトルの才能があり、どんどんバトルに勝って人気バトルアイドルとして成長していく──。】

「どうかな!?　これなら早乙女さんに言われた『今までにない新しい設定』で『主人公も戦う』っていう条件も満たしてるし！　女装、っていうのが少年漫画っぽくないけど」

「前にアイドルネタを早乙女に出したときは、アイドルものは流行りすぎて飽和状態だから目新しさがない、ってボツにされたの。でもこれだったら……バトル要素が入ってただのアイドルものじゃなくなったし、いけるかも！」

　俺たちは早速、もう少し詰めて、生駒先生の意見も取り入れ、翌日、プロットを完成させた。それを早乙女さんのメールアドレスに送りつける。




　翌日、早乙女さんから生駒先生の元に電話が来た。

「プロット、良かったって！　ネームにしていいって！」

「えっ!?　マ、マジで……!?」

　生駒先生の言葉に、俺は驚おどろいた。プロットが通ったことはとても嬉うれしいが……確か、すぐに掲けい載さいチャンスをもらうことは厳しいんじゃなかったっけか？　ネームにしていい、って……どういうことだろう。でも、チャンスを作るようにする、とも言ってくれていたし……早乙女さんを信じて全力でネームを作ろう。指示をもらってすぐに、俺たちはネームに取りかかる。

　今回は、ラブコメにおいてとても重要である女の子の可愛さを重視した方が良いと思ったので、生駒先生にネームを切ってもらうことにした。

　土日を挟はさんだこともあり、修正も含ふくめて三日でネームを完成させることができた。俺も、おそらく生駒先生も、読み切りが駄だ目めだった悔くやしさと焦あせりから、今までにないくらいやる気に満ち溢あふれていた。……実は俺の場合、それにプラスしてもう一つやる気になっている理由があるわけだが。

　早乙女さんにネームが完成したことを知らせると、早速出版社へ見せに来て欲しいと言われた。

「……うん、いいじゃない！」

「えっ……ほ、本当ですか!?」

　翌日、出版社にて、早乙女さんは俺たちのネームを読んで開口一番にそう言った。

「異能バトル、アイドルもの、女装……流行の要素も入ってるし、ストーリーもいい。バトル要素があるおかげでマイアス、ラビュライブ！　なんかとの差別化もできてる。専用のバトルスーツを着て戦うっていうのもいいわ。戦うアイドルもの、って漫まん画がではまだ目立ったものがないし。この方向で進めてみましょう」

　早乙女さんの言葉に呆ぼう然ぜんとしてしまう。前回の『俺が主で王女が僕で』のときも珍めずらしく褒ほめてもらえたと感じたが、今回は前回以上に褒めてもらえている。早乙女さんは仕事に厳しいが、いいものを上げればきちんと認めてくれる人なんだ。

「『バトルアイドル』の設定や、バトルのルールが甘いからもっと詰めた方がいいわね。このネームをもっと詰めたら上に通してみるから」

　早乙女さんの言葉に、俺は喜びつつも驚いた。

「え!?　で、でも……読み切りをすぐにプリドラに掲載するのは難しいんじゃ……？」

「ええ、『プリドラに掲載は難しい』わ。でも実は今、別で企き画かくが動いているの。五年前に、うちで『コミックドラゴンカップ』っていう企画をやってたの、知ってる？」

「……！　はい、一応……」

「生駒さんも知ってると思うけど、念のため軽く説明するわね。うちでデビューして三年以内の新しん鋭えい漫画家を集めて読み切りを描かせて、『月刊少年ドラゴン』の付録として冊子を作って掲載するの。その冊子にアンケートハガキがついていて、一番続きが読みたいと思う作品に読者が投票して、一位を取った作品が連れん載さい権を獲かく得とくできるっていう企画。その企画で連載になった作品の多くが、その後雑誌を代表する程の人気作になったのよ」

　俺が再び漫画家を志すきっかけとなった神じん宮ぐう寺じあきら先生の作品『ダークソード』も、確か『コミックドラゴンカップ』でグランプリを取って連載になった作品だった。

「実は、本誌のドラゴンじゃなくて『プリドラ』の方で、プリドラ創刊十周年を記念して今回限定で、『プリティードラゴンカップ』という名前でこの企画を復活させようって話が出てるの。来年の三月号でプリドラが丁度十周年だから、来年の一月末発売のプリドラ三月号に掲載を予定してるわ」

「えっ……!?」

「それで、その企画に出る漫画家を今決めてる最中なんだけど、各担当編集者が自分の持ってる漫画家の中から、新人で有望な漫画家を一人選んで参加させるってことになってるの。私は自分が担当してる漫画家のうち誰だれを出そうか悩なやんでたんだけど……このネームを見て、あなたたちに参加してもらいたいって思ったのよ」

「えぇっ……ほ、本当ですか!?」

　まさか、こんなに早く読み切り掲載のチャンスをもらえるとは思っていなかったので、俺はとても驚いた。しかも、俺になじみ深い『コミックドラゴンカップ』という企画に参加させてもらえるなんて……！

「私は合計で七人漫画家さんを持っているし、あなたたちには前回チャンスを与あたえたばかりだから、他の漫画家さんで行くことも考えてた。でも、あなたたちのやる気に心を打たれたわ。勿もち論ろん、いくらやる気があったところでいいネタを出してくれなければ意味がない。せっかくやるからには、私は絶対自分の担当漫画家にグランプリを取って欲しいの。このネームは素直に面白かった。これを読んで、あなたたちに賭かけようって決めたのよ」

「さ……早乙女さん……」

　俺は早乙女さんの言葉を聞いて嬉しくなった。そこまで思ってくれた早乙女さんの期待を裏切りたくない。一度チャンスを摑つかむことができなかった俺たちに、こんなに早く次のチャンスを与えてくれたんだから……！

「……ありがとうございます。是ぜ非ひ、やらせて頂きたいです！」

「私もやりたい！　……やらせて下さい！」

「よし、決まりね！　やるからには絶対グランプリを取って頂ちよう戴だい！」

「……っ！　はい！」

「勿論そのつもりよっ！」

　早乙女さんの話によると、今回の企画『プリティードラゴンカップ』には、俺たちを含めて若手漫画家四組が参加する予定らしい。プリドラの付録として小冊子に掲載される他に、プリドラの公式サイトにも原げん稿こうを掲載し、公式サイトから投票できる形になるという。




　その場でもいくつか直しの指示を出されたが、翌日早乙女さんからもっと細かい修正指示がネームに直接書き込まれたものがメールに添てん付ぷされて送られてきた。ほぼ全てのコマに修正が入っており、早乙女さんの本気度が伝わってきて嬉しくなった。

　その翌日までにネームを直し、スキャンして早乙女さんにメールで送り、そのまた翌日ＯＫをもらうことができた。

　また、正式に俺たちの『プリティードラゴンカップ』への参加が決まったとも連れん絡らくを受けた。締しめ切りは今年の年末。丸々二ヶ月あるから大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、今回は四十五ページと前回の読み切り原稿よりページ数が多いし、また十二月中ちゆう旬じゆんには期末テストもあるため、油断はできない。

「よし！　絶対グランプリとって、今度こそ連載勝ち取ろう！」

「当たり前でしょ！　次がラストチャンスくらいの気持ちで……全力を尽つくすわよ！」

「お二人とも頑張って下さい！　わたしも是非またお手伝いしたいです！」

「ああ、今回はもう連載も終わってるから二ヶ月丸々読み切りに集中できるし、特にアシはいらないわよ」

「えっ!?　で、でも……お給料はいらないからお手伝いさせて頂けませんか!?　お二人の下で勉強させて頂きたいし、少しでもお役に立ちたいんです！　お願いします！」

「エ、エミリちゃん……」

　本人がそう言うので、お言葉に甘えてエミリちゃんにもたまに入ってもらうことにした。無償でいいなんて、なんていい子なんだろう。




　早乙女さんからネームのＯＫが出た、と生駒先生から電話があった翌日から、俺たちは早速新しい読み切り原稿の下絵作業に入った。ちなみに、タイトルも決まった。分かりやすさ重視で、仮タイトルをそのまま英語表記にしようということになった。




　作業に入って約一ヶ月が経過した、十二月頭の平日。

　この日は俺の学校が開校記念日のため休みで、午前中から生駒先生の仕事場へと向かった。

　生駒先生から預かっている合い鍵かぎで家の中に入り、仕事部屋で背景のペン入れの作業に取りかかる。

　午後三時半頃ごろになって、外から微かすかに話し声が聞こえてきた。生駒先生が帰ってきたようだが、誰かと一いつ緒しよなのだろうか。やがて、玄げん関かんの扉とびらが開く音が聞こえた。

「お邪じや魔ましまーす」

「あんたねえ、そんなしょっちゅう来たってアシ代払はらえないわよ？」

　どうやら、生駒先生とエミリちゃんが一緒に仕事場へ来たようだ。エミリちゃん、アシ代出ないっていうのに今日も手伝ってくれるのか。ありがたいなあ。仲が悪い二人が一緒に来るなんて意外だったが、途と中ちゆうで偶ぐう然ぜん会ったりしたのかもしれない。

「勿論、それは分かってますよ。今日君島さんは何時頃来られるんですか？」

「え？　知らないわよ。いつも通り夕方頃じゃないの」

　会話をしながら、二人の足音は俺がいる仕事部屋を通り過ぎて、奥のリビングへと向かう。仕事の前に少し休むのだろう。俺が来ていることに気付いていないようだ。すぐに部屋を出て二人に挨あい拶さつするつもりでいたが……。

「っていうかあんた、一体何のつもりなわけ？　何であんなに君島君に媚こび売ってんの？　見てて寒いんだけど」

　生駒先生のその言葉を聞いて固まってしまう。生駒先生、未いまだにそんなこと言っているのかよ……。出て行きにくくなってしまったじゃないか。

「えっ……や、やだなあ生駒先生……何をおっしゃってるんですか？　媚び売るだなんて、わたし、そんなことしてるつもりは……」

「いい加減本性出しなさいよ。あんたも、ずっとぶりっ子し続けてるの疲つかれるでしょ」

「ぶ、ぶりっ子だなんて……生駒先生ってばひどーい☆　これがわたしの素すですよ？」

「チッ……わたしの前でぶりっ子したって無む駄だだっつーのに。ていうか、君島君に対してあからさますぎんでしょ。家にも上げたりしたみたいじゃない。あれがわざとじゃない、って言うならあんた……君島君に惚ほれてんの？」

　生駒先生の言葉に、俺は更さらに部屋から出て行きにくくなってしまう。盗ぬすみ聞きなんてよくないとは分かっているが……エミリちゃんが俺に……？　いや、そんなことあるわけ……エミリちゃんが一体なんて答えるのかが、どうしても気になってしまう。

「惚れて……？　やだ、生駒先生ったら……何おっしゃってるんですか？　そんなわけないじゃないですか」

　うっ……。分かっていたはずなのに、本人にはっきり否定されると傷つくな。そうだよな、あんな可愛かわいくて優しい子が、俺なんかのこと好きなわけ……。

「じゃあなんであんなに媚び売ってるのよ？　なんだか知らないけど前にいたアシスタントの男に対してよりずっと頑がん張ばってるみたいじゃない。私には丸わかりなのよ。すっとぼけたって無駄だから。何が目的なの？」

「…………。そう、ですか……。最初に否定しておくと、別にわたし、何か企たくらんだりしているわけじゃありませんよ。ただ……」

　エミリちゃんの声が、いつもより少しだけ低い落ち着いた声になる。

「男の人にはよく思われておいた方が、何かと都合がいいじゃないですか。生駒先生も同じ女性なら分かりますよね？」

　……え？

「案の定、君島さんはわたしにすごく良くしてくれますし。漫画についてたくさん教えて下さったり……本当にありがたく思ってます」

「……やっとちょっとは本性出したみたいね。じゃああんたは、君島君に惚れてるわけじゃなくて、君島君をいいように利用したいから媚び売ってるだけってわけね？」

「やだそんな、利用だなんて人聞きの悪い……。わたし元々、今は漫画で忙いそがしいので彼氏とか作る気ないですし、そうでなくとも、君島さんはわたしの好みのタイプとは全くかけ離はなれていて、正直男性として見てませんから、安心して下さいね。クスッ……そんな風に必死に気にかけてるってことは、生駒先生、君島さんのこと気になってるんですか？　前の男性アシさんのときはそんな風じゃなかったですよね？」

　…………。好みのタイプとはかけ離れていて、男性として見てない、か……。じゃあエミリちゃんは本当に、俺のことを利用しようとして……。

「はあぁ!?　あんた何言ってんの!?　そんなわけ……」

　そこで、俺は動どう揺ようのあまりか、肘ひじで机の上にあった携けい帯たいをつっついてしまい、机の下に落としてしまった。携帯はゴトッ、と音を立てて床ゆかの上に落ちた。

「えっ……!?　今の、何の音ですか……？」

「こっちの方から聞こえたわよね。仕事部屋？　……も、もしかして……」

　まずい、なんて最悪なタイミングで俺はドジをやらかしてしまったんだ。というか、そもそも盗み聞きなんかしてたのが悪かったんだ。俺の馬ば鹿か野や郎ろう……！

　ものすごく出て行きたくなかったが、そういうわけにもいかなくなった。重い腰こしを上げて仕事部屋の扉を開くと、リビングのソファに二人が座っていた。エミリちゃんは真っ青な顔で俺を見ている。

「君島君!?」

「なっ……な、な……なんで君島さんが!?　いつもだったらまだ学校なんじゃ……!?」

「……今日は開校記念日で休みだったんだ。盗み聞きなんてするつもりなかったんだけど、出て行きにくくて……ごめん」

　エミリちゃんは酷ひどく焦あせった様子で目を泳がせている。

「あ……ち、違ちがうんです、君島さん……今言ったことは、そのっ……」

「……エミリ。もう観念して本性見せなさいよ。いい機会だわ。仕事中だってのに媚び売ってるあんたを見るのも、それにデレデレしてる君島君を見るのも、気色悪いわ寒いわで苛いら々いらすんのよ」

「……っ！」

　エミリちゃんは生駒先生の言葉にびくっと肩かたを奮わせて、少しの間黙だまって俯うつむいてしまう。沈ちん黙もくの後、彼女はゆっくりと顔を上げた。

　その顔は……今まで見たことのない、別人のような冷たい顔だった。

「…………。……もう、バレちゃしょうがないですね……」

　諦あきらめたかのようにため息をついて、冷ややかな笑えみを浮うかべ、彼女は言った。さっきまではまだどこかで、これは何かの間違いだ、エミリちゃんのことを信じたい、なんて気持ちが残っていたのだが……この瞬しゆん間かん、俺の中で今までの優しいエミリちゃん像が音を立てて崩くずれていった。

　さっき彼女が言っていたセリフが頭の中にリフレインする。今までエミリちゃんが俺に優しくしてくれたり、時には思わせぶりなことまで言ってくれたりしたのは……。

『男の人にはよく思われておいた方が、何かと都合がいい』

　つまり、そういうこと……だったというのか。

「……エ、エミリちゃんは……俺に媚びを売ってれば俺が勘かん違ちがいして優しくするから、今まで俺に良くしてくれた……っていうこと、なの……？　俺に漫画について教えてもらうために……」

　俺は単に、利用されてただけ、ってことなのか……？　今まで、エミリちゃんに教えて欲しいと言われる度たびに張り切って教えていた自分がバカみたいだ。

「……。……はい、そうですよ。君島さんってば、自分の原稿だって忙しいはずなのに、仕事以外のときも丁てい寧ねいにわたしに教えてくれちゃって……もうほんとお人好よしですよね。アシスタントの仕事すらまともにやらずに、サボってばっかりいるわたしなんかに……」

　エミリちゃんは自じ嘲ちよう気味に笑って、淡たん々たんと話す。変わり果てた彼女を前に、俺はショックのあまり言い返すことすら出来なかった。

「エ、……エミリちゃん……」

「…………。それに……君島さんに好感持っててもらってた方が、何かと都合が良かったんですよ。生駒先生のわたしに対する厳しい態度だって、君島さんがいることで緩かん和わされますし。生駒先生がわたしにきついこと言おうもんなら、君島さんが庇かばってくれるし、最初の原げん稿こうは君島さんの提案で給料払ってもらえることになったし。全部君島さんのおかげです。だからわたし、君島さんには感謝してるんですよ？」

　得意げにそんなことを言う彼女は、最も早はや今までの彼女とは別人のように見えた。エミリちゃんがこんなに計算高くて利己主義な人間だったなんて……とてもショックだし信じたくないけど、目の前でここまで言われてしまったら、もう信じざるを得ない。

　だけど、俺の頭の中には一つだけ……違い和わ感かんを覚えていることがあった。

「で、でも……じゃあなんで……俺と生駒先生の最初の読み切りが駄だ目めになって落ち込んでたとき、わざわざあんな風に励はげましてくれたの？」

　家に招いてカレーまでご馳ち走そうしてくれて……。これからも二人の漫まん画がを期待してますと言ったあのときの彼女は、とても噓うそを言っているようには見えなかった。それも、俺に勘違いさせるため……？　でも、彼女があそこまでやるメリットはないと思うのだが……。

「……え？　ああ……二人に漫画を描かいて欲しいって言ったのは、本心ですよ」

「え……？」

「だって、二人で漫画を描かなくなったらわたしも職場失うハメになるじゃないですか。十八歳未満の中学生のわたしをアシに雇やとってくれる漫画家なんて、知ってる限りじゃ生駒先生以外いないですし。で、君島さんが仕事場にいて下さった方がわたしにとって職場環かん境きようが良くなりますから、どうしても二人で描いて欲しいな、って」

「……！」

　なっ……!?　それじゃあ、励ましてくれたのも、完全なる打算で……!?　自分の仕事場がなくなると困るから……!?

「わたしは一刻も早くデビューするために、一番足りてない作画の技術を身につけたかったんで、それにはプロのアシスタントをすることが一番の近道だったんです。二人が落ち込んで今後も漫画を描くかどうか分からないってなったときは、わたしも必死でしたよ」

　エミリちゃんの話を聞けば聞くほど、俺の気分はどんどん滅め入いっていった。

「君島さん、落ち込んでるみたいですけど……もしかして今まで、本気でわたしに惚れられてるって勘違いしちゃってました？」

　エミリちゃんはクスッ、と俺を小こ馬ば鹿かにしたように笑う。

　確かにおかしいとは思った。こんな冴さえない俺みたいな奴やつに、可愛くて気き遣づかいもできる天使みたいな子が、優しくしてくれたり思わせぶりなことを言ってくれるなんて。違和感を抱いだいていたはずなのに、やはり心のどこかで俺は期待していたのだろう。彼女が俺のことを気に入ってくれているのかもしれない、と……。だからこそ今俺は、こんなにもショックを受けているのだと思う。

「ちょ、ちょっと……君島君!?　どこ行くの!?」

「……ちょっと今日は疲れたから、もう帰るよ……。別にいいでしょ、朝からやってたから大分進めたし……」

　俺は机の上を片付けて荷物をまとめると、玄げん関かんへと向かう。

「な……エミリのことが、そ……そ、そんなにショックだったっていうの!?　こっ、これだから童どう貞ていは嫌いやなのよっ！　女絡がらみのことに関してメンタル弱すぎでしょ！」

　生駒先生の腹立たしいセリフが聞こえたが、今は言い返す気力もない。

「ちょっとエミリ、明日から君島君が来なくなったらどうするつもり!?」

「どうするつもりって……大体、生駒先生があんなこと聞いてきたからこんなことになったんじゃないですか？」

「なっ!?　この……！　やっと本性現したわねこの性悪女が！」

　玄関から出る際、そんな言い争いの声が聞こえてきたが、無視して帰宅した。




　その日、家に帰ってからもショックを引きずった。

　俺が今まで見てきたエミリちゃんは全て偽いつわりの姿。いつもひたむきに努力していて、俺たちのことを健けな気げに応おう援えんしてくれていて……そんな彼女は、作られた人格だったのだ。

　明日から、俺は仕事場でどうしたらいいんだろう。もう今まで通りエミリちゃんと接するなんて無理だ。できることならもう彼女に関わりたくないけど、仕事上そういうわけにもいかない。

　仕事は仕事と割り切って、それ以外ではもうなるべく彼女とは関わらないようにしよう。関われば関わるほど、余計に傷つきそうだし……。




　翌日。とても足取りは重かったが、仕事をしないわけにはいかないので、生駒先生の仕事場へと来ていた。ああ、エミリちゃんと顔を合わせたくない……。

「……！　君島君！　き、来たのね……」

「……お疲つかれ様でーす」

　俺が仕事部屋の扉とびらを開けると、既すでに二人が作業をしていた。

　今までだったら、エミリちゃんがとびきりの笑顔で「お疲れ様です、君島さんっ！」なんて出で迎むかえてくれたものだが、今日の彼女は顔をこちらに向けることすらせず、作業をしたまま無愛想に挨あい拶さつした。もう本性がバレたので、取り繕つくろう必要もなくなったってわけか……。これがエミリちゃんの本当の姿なんだろう。それでも、自分の勉強のためとはいえ、無む償しようでこうして原稿を手伝ってくれているのだから、感謝しなくてはいけないことには変わりないのだが。

　誰だれ一人ひとりとして、特に昨日のことに触ふれることもなく、黙もく々もくと仕事をした。

　こんな状じよう況きようでも仕事は順調に進み、やがて今日の分のノルマが終わった。

「……あ、そうだ、エミリ。この間のネーム、一応見て改善点まとめておいてあげたわ」

「……！　あ、ありがとうございます……」

　生駒先生がエミリちゃんに、ノートを渡わたして言った。ネーム？　それってもしかして、エミリちゃんが描いたネームだろうか？

「あ……すみません、ちょっと親から電話あったみたい……」

　ノートを受け取ると、エミリちゃんは自分の携帯を見て、部屋から出て行った。廊ろう下かで電話をかけ直しているようだ。

「ねえ、今のって……エミリちゃんが描いてる漫画のネーム？」

「ああ、そうだけど……。読んでアドバイスもらえませんか、って前に渡されてたのよ」

「そうなんだ……。いや、なんか生駒先生がエミリちゃんのネーム見てあげてるなんて意外で……」

　それも、昨日あんなことがあったばかりだっていうのに……。

「なんでよ？　やる気のある人間はどんどん伸びるべきじゃない」

「……！」

　生駒先生、普ふ段だんエミリちゃんのこと嫌きらってるような態度ばかりとっておきながら、内心漫画の面ではきちんとエミリちゃんのこと認めてたんだな……。

『やる気のある人間はどんどん伸びるべき』……そうだよ、生駒先生の言う通りだ。

　俺から作画を学び、生駒先生にはネームを学び……エミリちゃんの漫画熱心さには、本性が分かった今でも感心してしまう。そういえば、中学生の間にデビューしたいって言ってたっけ。

「エミリちゃんってさ、まだ若いのに、なんであんなにデビュー焦ってるんだろう？」

「え？　ああ、なんか、早くプロになって家にお金入れたいみたいだけど」

「……！」

　じゃあ彼女は、少しでも早く家にお金を入れたくて、デビューを焦ってるっていうのか……？　だからあんなに必死に俺に絵について教えて欲しいと言ってきたり、生駒先生の元でアシスタントすることに拘こだわっていたりするのだろうか？

　確か彼女の家はおそらく母子家庭で、お母さんは安定した収入のために漫画家の仕事を止やめたって言ってたもんな。

　その話が本当なら……昨日は彼女のことを、なんて計算高くて腹黒い子なんだ、と思ったものだが、そういうわけでもないのかもしれない。




　やがてエミリちゃんが電話を終えて戻もどってきて、俺たちは帰宅することとなった。

「先に帰っていいですよ。わたしとなんか一いつ緒しよに帰りたくないでしょうから」

　マンションを出て先に口を開いたのは、エミリちゃんだった。そういえば、以前までは明るいトーンの高めの声だったが、今の彼女はそれに比べると少し低く落ち着いた声だ。

　改めて彼女を見ると……外見は何一つ変わっていないはずなのに、声も含ふくめて今までの彼女とはまるで別人のように思える。今まではいつも笑え顔がおを絶やさずにいたが、今の彼女は警けい戒かい心剝むき出しの冷たい表情で俺を見ている。

　何だかまるで、人間を信用していない野の良ら猫ねこのようだ、と思った。これが彼女の本当の顔……。

　確かに、気まずいので先に帰りたい気持ちもあったが、俺はそうしなかった。ここで先に帰ったら今後も彼女との仲が気まずくなりそうだし……。

「いや……エミリちゃんさえ良ければ一緒に帰ろう。本当のエミリちゃんをもっと知りたい気もするし」

「……は？　なんですかそれ……まさか口説き文句のつもりですか？　寒すぎ。っていうか、よく普ふ通つうに会話出来ますね。怒おこってないんですか？」

「え？　まあ……昨日は腹が立ったけど、あそこまで完かん璧ぺきに演技できるのも逆にすごいなって。今じゃ、怒いかりを通り越こして最早尊敬の域だよ」

　俺は苦笑いを浮うかべて言った。

「は、何それ……意味分かんない」

　エミリちゃんは更さらに警戒を強めたような顔で俺を見る。

　昨日までのエミリちゃんは全て作られた人格だと思い込んでいたのだが、どうやら、漫画への思いや本気で漫画家になりたいという気持ちだけは本物だったようだ。

　考えてみればそもそも、わざわざ俺に媚こびを売ってまで漫画のことを教えて欲しいって頼たのんだのだって、本気で漫画家になりたかったからなわけだ。……早く家にお金を入れて、母子家庭のお母さんに楽させてあげるために。

「若いのに野心があってすごいって思ったんだよ。俺も見習いたいくらい」

「はあ？　それって、嫌いや味みですか？」

「いや、褒ほめてるつもりだけど。…………。まあまた、何か漫画について聞きたいことがあったら今まで通り頼たよってよ。俺に教えられることなんて少ないと思うけどさ……」

「……っ!?」

　俺の言葉に、エミリちゃんは立ち止まって驚おどろいた顔で俺を見た。

「な、なんで、そんなこと……。あっ……頭おかしいんじゃないですか!?　わたしは君島さんを騙だまして利用してたんですよ!?　普通、もっと怒るでしょ!?　わたしのこと嫌いになるでしょ!?　それなのに、『また頼って』って……。お人好し過ぎて引くレベルですよ！　酷ひどい女に利用されたのに優しくしてる善人な自分に酔よってるんですか!?　それとも、根性ひん曲がってるわたしのこと改心させようだとかバカなこと考えてるんですか!?　先に言っときますけど、そういうのほんっと迷めい惑わくですからっ……！」

　エミリちゃんは少し興奮状態で、大きな声で俺を責め立てた。

「え!?　いやちょっと、落ち着いて……。そういうんじゃなくて……若いのにしっかり夢を持ってて野心家で、そういう人俺は嫌いじゃないし、同じ漫画家を志す人間として応援したいって思っただけだよ。それに、今俺たちの原げん稿こうを無償で手伝ってくれてるんだから、少しでもそのお礼がしたいしさ」

　今日の生駒先生の言葉を聞いて、俺も今まで通りエミリちゃんの力になろうと思った。

「……!?」

「むしろ、今まで考えてることがよく分かんないって思ってたけど、本性が見えてスッキリした。取り繕ってた今までより……そうやって本音で話してくれてる今の方が、ずっといいよ」

　これらは、全て俺の本心だった。そう、これが本当の彼女の姿なんだ。野心家で、利己主義で、自分の目標に向かって真っ直ぐ努力していて……。そんな彼女の本性が、俺は嫌いじゃない。若いのに志が高くて、尊敬すらできる。

「い、今までより、今の方が……？　何言って……本当にバカなんじゃないのっ……!?」

　エミリちゃんは血走った目で俺を見る。酷く動どう揺ようしている様子だ。

「本当のわたしなんて……自分のことしか考えてない最低な人間だって、自分が一番分かってるのに……なんで、そんなこと……っ」

　俯うつむいて独り言のように呟つぶやく彼女は、どうしてかとても辛つらそうに見えた。エミリちゃんは自分のことを、そんな風に思っているのか……。

「……っ、先帰ります！」

「えっ!?　ちょっ……エミリちゃん!?」

　エミリちゃんは最後にそう言い残すと、急に早足になり、俺の前を歩き出す。

　俺は突とつ然ぜんのことに追いかけることも出来ず、啞あ然ぜんとしながら彼女の背中を見送った。




　──俺の前を歩き出した彼女の、耳の後ろ側が真っ赤だったのは……気のせいだったのだろうか。




「はい、このページ下絵終わったよ」

　翌日。俺はいつも通り生駒先生の仕事場で、生駒先生と二人で原稿を進めていた。

「それにしても、今日エミリちゃん遅おそいね。用あって来られないとか？」

　今日もエミリちゃんに入ってもらう日で、いつもならとっくに来ているはずなのに、まだ姿が見えない。原稿を渡しながら質問すると、生駒先生は驚いた顔で俺を見る。

「あんた……昨日一緒に帰ったのに、何も聞いてないの？」

「え？　何が？」

「チッ……自分で言うって言ってたくせに……」

　生駒先生はため息をついてから……衝しよう撃げきの事実を口にする。




「エミリは昨日で最後よ。あの女、また自分勝手に辞めたのよ」




「え……!?」

　俺は生駒先生の言葉に、一いつ瞬しゆん頭の中が真っ白になる。

　辞めた!?　何だよ、それ……。昨日一緒に帰ったとき、そんなこと一言も……。

「昨日、あんたが来る前に辞めたいって言われたのよ。これから忙いそがしくなるってときに……迷惑極きわまりないわよほんと」

「な、なんで……」

「神経図太いあの女でも、さすがに今後もあんたと顔合わすのに抵てい抗こうあったみたいよ」

「……！」

　俺と顔を合わせるのに抵抗があって……？　つまりエミリちゃんは、俺に罪悪感を抱いだいていた、ということなのか？

「…………」

「ちょっと君島君、何放心してんのよ。エミリがいなくなって今ちょっとやばい状況なんだから！　さっさと次の仕事進めてよ！」

　もう、エミリちゃんには二度と会えないっていうことか……。やっと昨日、本当の彼女と話すことができて、彼女のことを少しは理解できたと思っていたのに……。

「ちょっと、君島君!?　…………。エミリが辞めたのがそんなにショックだっていうわけ!?　騙されてたっていうのに……」

　そのとき、家の中にインターフォンの音が鳴り響ひびいた。

「え？　誰だれよ……」

　生駒先生が玄げん関かんまで移動する。つい俺も、彼女の後に続いた。

「「……えっ……!?」」

　扉とびらを開けて、俺たちはそこにいた人物に驚いた。




「お疲つかれ様でーす」




　エミリちゃんは屈くつ託たくのない笑顔でにこっと笑うと、靴くつを脱ぬぎ始める。

「あ、あんた……何しに来たの!?　忘れ物!?」

「何って……そんなの決まってるじゃないですか。いつも通りただ働きしに来てあげたんですよぉー」

「な……!?　あんた、昨日自分で辞めるって言ったんでしょ!?」

「あーあれ、やっぱり取り消してもらってもいいですか？　やっぱりこの仕事場にはわたしの力が必要だって思い直したっていうか～」

「はぁぁ!?　あ、あんた……一体どういうつもりなのよっ!?」

　俺が呆ぼう然ぜんと二人のやり取りを見ていると、

「君島さん、何ポカンとしてるんですか？」

「……えっ!?」

　エミリちゃんに突然声をかけられて、俺は動揺してしまう。

　一体、どうなってるんだ？　エミリちゃんが、アシスタントを続けることにしたなんて……。急に気が変わったというのだろうか。一体なぜ？

「あっそうだ、君島さん。この原稿が一段落したら、アシ代の代わりに、また漫まん画がについて手取足取り色々教えて下さいね。勿もち論ろん前みたいに、わたしの家で二人きりで♪」

「……え……えぇぇっ!?」

　突然エミリちゃんが俺の元へ近付いて来たかと思ったら、俺をからかうようにそんなことを言ってきた。一体何が起きたのか分からなくなって、俺は混乱する。

「だって君島さん昨日、これからも頼ってくれって言ってくれましたもんね？」

「ま……前みたいに、家で二人きりで……手取足取り……!?　あんたたち、今までそんなことしてたの……!?」

　生駒先生がエミリちゃんの発言に驚いて、怖こわい顔で俺たちに尋たずねる。

「い、いや……してないって！」

　俺は慌あわてて否定した。

　それにしても、家で手取足取りって……前教えたときにそんなことをした記き憶おくは一切ないのだが……。思わず反射的にそんな様子を脳内で妄もう想そうしてしまう。

「……君島さん、何赤くなってるんですか？　まさか本気にしませんよねぇ」

　エミリちゃんは俺の顔を覗のぞき込んで尋ねてきた。

　え……!?　本気にしてませんよね、ってことは……ただからかわれただけかよ！　いやそんなことだろうとは思ってたけど……。

「やだー、そんな風に赤くなってるってことは本気にしたんだぁ～」

　いつの間にか無意識のうちに俺の顔は赤くなっていたようだ。エミリちゃんは意地悪っぽくそう言って、クスクスと笑っている。くそっ……。

「そ、そっちが意味深な言い方してくるから……！」

「冗じよう談だんっていうか、生駒先生の前だからわざと言っただけですってば。そんくらい普通分かるでしょ。あ～もう、これだからモテない漫画オタクは嫌いやなんですよねー。ちょっとからかったらすぐ調子に乗るしー」

「……っ！　な、なっ……!?」

　俺は何も言い返せなくなってしまう。俺をバカにしたようにそう言って、楽しそうにクスクスと笑う彼女は、小こ悪あく魔まというよりむしろ悪魔のようだ。悪い子ってわけじゃない、と思ってたのに、年上の俺をバカにして……やっぱりこの子、ただの性悪じゃねーか！　こんなことなら、あんな風に優しい言葉をかけるんじゃなかった……。

　昨日は、これでやっとエミリちゃんのことが理解できたかもしれない、なんて思ったものだが……アシスタントを辞めるって言ったり、やっぱり続けるって言ったり、俺をからかうようなことを言ってきたり……一体何を考えているのだろう。俺には彼女の考えていることが全く分からない。もう完全にお手上げ状態だ。

　いつか俺にも、この子のことを理解出来る日が来るのだろうか……？
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「クスッ……これからも、宜よろしくお願いしますね。君島さん♪」

　うんざりしている俺を無視して、エミリちゃんは笑顔で俺に言った。

「え？　ああ……はは……」

　悪魔みたいな彼女だけど、やっぱり笑顔だけは……天使のように可愛かわいいのだった。






９









「はい、生い駒こま先生。この原げん稿こうの消しゴムかけ終わりました」

「あ、そう。…………」

　十二月二週目。この仕事場でエミリちゃんの本性がバレた事件から、一週間程度が経過した。そろそろ俺も素のエミリちゃんに大分慣れてきた。

　生駒先生はエミリちゃんから原稿を受け取ると、不ふ審しんな表情でエミリちゃんを見た。

「……？　なんですか？」

「あんた……またなんか企たくらんでるんじゃないでしょうね!?」

「はあ？　企んでるって何を？」

「だって……最近のあんたおかしいじゃない！　前はちょっと原稿やってはすぐサボって、私に隠かくれて自分の原稿進めたりしてたってのに、最近じゃここにいるときはずっと真ま面じ目めに仕事して……あんたがそんな風に真面目になるなんて、なんか逆に怖いのよ！」

　……そう。それは俺も不思議に思っていることだった。ここ最近のエミリちゃんは、アシスタントの仕事に対してとても真面目に取り組んでいる。サボらないどころか、すごい集中力で丁てい寧ねいかつ迅じん速そくに仕事を進めている。彼女が本気になればこんなに早く仕事が進むのか、と驚おどろいたくらいだ。今まで手を抜ぬいていた、ということでもあるのだろうが……。

「失礼な。なんで真面目に仕事してるのに怖いなんて言われなくちゃならないんです？　……ていうか、そんなこと言うくらいならアシ代支し払はらって下さってもいいんですよ？」

「ふう……。さて、仕事仕事……」

「ちょっ……分かりやすく無視しないでもらえます!?」

　何か心境の変化でもあったのだろうか？　やはりこの子が考えていることは、さっぱり摑つかめない。

「あ、そういえばお二人が出席する出版社のパーティーって、確か明日ですよね？　いいな～、わたしも行きたかったー。生駒先生、行きたくないならわたしに代わりに行かせてもらえません？」

　エミリちゃんが不意に仕事場のカレンダーを見て言った。

「エミリあんた、どうせ男あさり目的なんじゃないの？」

「し、失礼な！　わたしのこと男好きみたいに言わないで下さいよ！　そうじゃなくて、パーティーって単純に憧あこがれるんですよ。ドレスとか着れるの羨うらやましいし」

　エミリちゃんが『パーティー』と言っているのは……明日開かい催さいされる、『富士見社』主しゆ催さいの新人賞表ひよう彰しよう式しき兼けん感謝会のことだ。どうやら今年の『富士見コミック大賞』でデビューした新人は壇だん上じようで社長から表彰状の授じゆ与よがあるらしい。勿論、『佳か作さく』という微び妙みような賞とはいえ、一応デビューした俺も例外ではない。今から緊きん張ちようしてしまう。

「あー面めん倒どうくさい。そんなん行ってる暇ひまがあるなら少しでも原稿進めたいっての」

「俺は参加しないわけにはいかないけど、生駒先生は無理に参加しなくてもいいんじゃないの？」

「なんか、早乙女さおとめに今年はどうしても参加しろって言われてんのよ。ま、ついでに間ま抜ぬけな相方がせいぜい壇上で恥はじをかかないよう、見守ってあげるから感謝しなさいよね」

「え!?　い、いいよ別に……んなもん見守らなくて……」

　俺は明日の感謝会を、密ひそかに楽しみにしていた。富士見社で発行している雑誌全て合同で行うため、『月刊少年ドラゴン』本誌で活かつ躍やくするプロの漫画家の先生に会うことができるのだ。俺が再び漫画家を志こころざすきっかけとなった漫画『ダークソード』の作者である神じん宮ぐう寺じあきら先生にも会えるかもしれない。

　それに……いよいよ、同じ賞でデビューした新人たちに会えるんだ。特に、大賞を取った二人に会うのはすごく楽しみだった。




　新人賞表彰式兼感謝会当日。少しフォーマルなジャケットに身を包み、俺は『富士見社』へと向かった。どうやら、表彰式に出る新人は富士見社へと集まって、そこからタクシーで会場であるホテルへと向かうらしい。

　指定された時間の十五分前に出版社に到とう着ちやくする。早く着きすぎたと思いつつも、受付へ行くとロビーへと通される。

　そこには既すでに、一人女性が座っていた。全身黒のドレスに身を包んでいる。これは……ゴスロリなどというのだろうか？　真っ黒のストレートの髪かみは腰こしより長く伸のびていて、髪の色とは対照的に肌はだは日本人とは思えない程に真っ白だ。腕うでも脚あしも折れそうなくらい華きや奢しやで、俯うつむいているので顔がよく見えないが、相当若く見える。

「こ、こんにちは……授与式に出られる方ですか？」

「……っ！」

　勇気を出して俺が声をかけると、彼女は肩かたをびくつかせてこちらを見た。え、そんなに驚かなくてもいいのに……。顔を見て、驚いた。びっくりするほど綺き麗れいな顔立ちをしていた。着ている衣装も相まって、まるで人形みたいだ。だが……何やら目が血走っていて、様子がおかしい。

　俺の質問に、彼女は言葉を発することなく、コクンと頷うなずいた。

「あ、やっぱり！　俺、佳作の霧きり島しま理り人ひとっていいます。今日は宜しくお願いします！」

　霧島理人というのは、俺のデビュー時のペンネームだ。俺が挨あい拶さつをしたのに、ゴスロリ少女は目を泳がせるばかりで、相変わらず何も言葉を発しない。額に汗あせまでかいている。

「え、えっと……お名前は……？」

「…………い、一いちノの瀬せ……白しら雪ゆき」

「一ノ瀬……って、大賞の!?」

　俺が大声を出したことにより、再び彼女を酷ひどく驚かせてしまう。しかし、驚いたのは俺も同じだ。だって目の前の、せっかくの美び貌ぼうを表情や雰ふん囲い気きで台無しにしている、この挙動不審の女の子が……大賞受賞者!?　そういえば、まだ十四歳とあったっけな……。

「『鮮せん血けつのアリス』、すごかったですよ！　まだこんなに若いのにあんな漫画が描かけるなんてすごい！　佳作の自分が恥はずかしいくらいで……」

「………………」

　相変わらず彼女は、目を泳がせるばかりで何も言わない。

「…………す、すみません……。なんか俺、失礼なこと言いました？」

「……！　ち、違ちが……。……す、数年ぶりに家から出た……から……家族以外のホモサピエンスと会話したのが……ひ、久しぶりすぎて…………」

　俯いたまま、ものすごく小さな声でボソボソと、彼女は話した。よく聞こえなかったが、数年ぶりに家を出た、と聞こえた。つまり、ヒキコモリってやつなのかもしれない。

　しかし……ホモサピエンス？　何言ってるんだこの子？　電波さんか？　大賞受賞者と会ってみたいと思っていたが、まさかこんな変わり者だったなんて……。

　やがて次々と他の受賞者がやってきたので、俺は挨拶を交かわす。確か俺と大賞二人と、佳作にもう一人高校生がいて、他は全員大学生以上の年ねん齢れいだったはずだ。意外にも男女比率は半々くらいだった。しかし、俺と同い年の大賞受賞者『芹せり沢ざわ暁あき人と』がなかなか来ない。一ノ瀬白雪と同じくらい顔を合わせてみたかった相手なのだが。

「あれ？　もしかして俺が一番最後ですか？」

「……!?」

　集合時刻ギリギリになって、やっと現れた芹沢暁人は……スラっとした長身にスーツ姿の、とんでもないイケメンだった。おそらく俺より軽く十センチ以上は背が高く、とても同い年には見えない。少し長めの茶ちや髪ぱつで、運動でもやっていそうな体つきをしている。

　他の受賞者の男性陣じんは、俺も含ふくめ……どちらかと言えば地味な雰囲気の人が多いのだが、爽さわやかな笑顔で現れたこの男は、明らかに浮ういている。こんな奴やつが漫まん画がを描いているなんて、とてもじゃないが信じられない。

「え、もしかして大賞の芹沢さんですか!?」

「私あの漫画すっごく好きで！　ファンになっちゃったんですよ～！」

　受賞者の女性たち（一ノ瀬白雪を除く）は、一いつ斉せいに芹沢暁人に話しかけだした。ここまであからさまだといっそ清すが々すがしい。

「大賞の芹沢さんがこんな方だったなんて……びっくりしました！　なんていうか、全然漫画とか描いてそうに見えないのに……」

「あっ、私も思いました！　すごくイケメンですよねっ！」

「ははは、いやいやそんな……。俺こそ驚きましたよ。受賞者の女性たちがこんな綺麗な人ばかりだなんて」

「……っ!?」

　歯の浮くようなセリフに、俺は鳥とり肌はだが立った。なんだこの男は……本当に日本人か？　というか高校生か!?　正直、女性陣だって、一ノ瀬白雪以外は特別綺麗というわけではないと思うのだが……そんなあからさまなお世辞を言うなんて。なんて寒い奴なんだ。

「えー!?　や、やだ～、お世辞がお上手なんですねー！」

　しかし、そんな寒いお世辞にも、女性たちはあからさまに喜んでいる。俺を含めた受賞者の男共は、そんな様子に少し引いていた。




　やがて新人を引いん率そつする編集者の男性が現れ（真さな田ださんというらしい）、会場へとタクシーで移動することとなる。受賞者は計十一名で、編集者を含めて十二名。三台のタクシーに別れることになった。

「佳作の霧島理人さんですよね？　話してみたかったんです。一いつ緒しよに会場まで行きませんか？」

「……っ!?」

　突とつ然ぜん肩かたを摑まれて、驚いた。振ふり向くと、すぐ後ろに芹沢暁人がいた。

「え、あ……はい……いいですけど……」

　芹沢が、俺と話してみたかった？　一体なぜだろう。佳作なんかの俺と……。

　他の受賞者の男性一名と編集者の真田さん、俺と芹沢の四人で、タクシーに乗ることとなった。

「霧島さんの『ZOMBIE-TRAIN』読んで、ずっと話してみたいって思ってたんですよ～」

　タクシーで俺の隣となりに座ってきた芹沢は、人ひと懐なつっこい笑え顔がおで俺に声をかけてくる。ちなみに、編集者が助手席に座り、後部座席には俺を挟はさんで両側に芹沢と男性受賞者が座る。

「え!?　そ、そうなんですか……!?」

　大賞受賞者が、俺の漫画を気に掛かけていたっていうのか？　もしかして、同い年だし、ライバルだと認識して……？

「はい。他の受賞者の方の作品も全部読んだんですけど、一ノ瀬さんを除いて、一番可能性があるのはこの人だなあ、って思って。まだ若いってのもあるし」

「……え？」

「他の人は、技術だけは身についてるけど、売れる漫画が生み出せる可能性をほとんど感じませんでしたね。霧島さんの漫画は画力もストーリーも構成もまだまだっすけど、なんていうか……一番、面白いものを描こう、っていう心意気と、その才能を感じたんで」

「…………!?」

　笑顔で芹沢暁人が放ったセリフに、タクシーの中の空気が凍こおり付いた。特に……俺の隣に座るもう一人の男性受賞者は、顔面蒼そう白はくになって芹沢を見ている。目の前でこんなに堂々と自分の漫画家としての可能性を否定されたのだ。それも……編集者や先せん輩ぱい漫画家などではなく、年下の、自分と同じ新人漫画家に。俺だったらブチギレている自信がある。

　こいつ……いくら大賞受賞者だからって、どこまで上から目線なんだよ!?　俺の漫画も、褒ほめられるのかと思いきや、画力もストーリーも構成もまだまだ、なんて言われたし！

「あ、でも一ノ瀬さんは例外っすね。俺にはちょっとよく分かんない漫画だったから、ちゃんと評価できなかったんで。でも画力だけは半はん端ぱないなーって思いましたけど」

「こらこら、芹沢くーん。そういう言い方直してくれっていつも言ってるでしょー!?」

　助手席に座る編集者の真田さんが慌あわてた様子で振り返って、芹沢に注意する。もしかして、芹沢の担当編集者なのだろうか？

「えっと、まあ言い方は悪いけど、要は芹沢君は霧島君の漫画の実力をすごく認めていて、今後同期の新人として手て強ごわいライバルだな～って思ってるってことなんだよね？」

　真田さんが苦笑いでフォローを入れた。え？　今のってそういう意味だったのか？

　でも確かに、俺のこと新人の中で一番認めてくれているみたいだし、そうだとしたら素直に嬉うれし……。

「え、違ちがいますよ？」

　あ？

「全然ライバルなんて思ってませんよ。俺のライバルは……そうっすねえ、今のドラゴン本誌で一番売れてる『竜りゆう崎ざきマナト』先生っすかね～」

「ちょっ……芹沢くーん!?」

　……最悪な空気の中、タクシーは感謝会の会場であるホテルへと辿たどり着いた。

「あ、芹沢さん来た～！　一緒に会場入りましょー」

　真田さんが芹沢を叱しかっていたが、タクシーを出たところで先に着いていた他の受賞者の女性たちが芹沢の到着を待っていたようで、芹沢は女性に囲まれて会場へと入っていってしまった。

　恐おそる恐るもう一名の男性受賞者に目を向ける。結局彼はタクシーの中で一言も言葉を発しなかった。死んだような目で芹沢の後ろ姿を眺ながめている。

「へ、変な奴もいるんですね……。気にしない方がいいですよ……」

「……ハハ、そうですね……」

　俺の言葉に彼は苦笑いを浮かべる。さすが大人だ。

　それにしても……なんだよあの芹沢って奴は!?　どこまで人をおちょくれば気が済むんだよ！　俺だって、他の人よりは才能を感じたなんて言われたとはいえ、実力はまだまだとか言われたし、それより何より……全然ライバルなんて思ってない、とはっきり断言されたんだ。

　同い年で、同じ新人賞でデビューした同期だっていうのに……こんな侮ぶ辱じよくがあるだろうか。俺の方は、あいつの漫画をすごく面白いと感じて、今日会うのを楽しみにしていただけに、めちゃくちゃ悔くやしかった。ライバルとすら認識されていないなんて。

　同い年だというのに、俺はあいつに全ての面で負けているのだ。男としても、漫画家としても……。それから俺は、ずっと芹沢に対して苛いら立だっていた。




　会場であるホテルは、とても立派だった。こんなところで授じゆ与よ式があるなんて……緊きん張ちよう感が一層高まってくる。控ひかえ室で待機した後、やがて授与式が始まる。出版社のお偉えらいさんの挨あい拶さつの後に、俺たちは一列に並んで壇だん上じようで一人ずつ社長から表ひよう彰しよう状じようを授与された。受賞者の挨拶などは特にないようなので助かった。

　短い授与式が終わると、感謝会が始まった。会場にはものすごい人が右往左往している。これが皆みな、漫画家や関係者なのか……。大人ばかりの空間に完全に萎い縮しゆくしてしまう。

　俺たちは真田さんに引率されて、社長、編集長、副編集長などを始めとした、『富士見社』の主要人物と挨拶を交わした。授与式よりもよっぽど緊張した時間だった。

　挨拶を交わした編集長の小林さんは、思ったよりずっと若くて驚おどろいた。編集長と言ったら、もっとずっと年齢を重ねているイメージだったが……。

「あ……あの、真田さん……あの方は、漫画家さんですか？」

　気になる人物が目に入ったので、俺は思わず真田さんに尋たずねた。みんなスーツやドレスなどそれなりの格好をしている中、若めの男性で、生駒先生が仕事着として着ているような真っ赤なジャージ姿で感謝会に臨のぞんでいる人物がいたのだ。

「ああ、いや……あれも編集者だよ。確か新人の担当も持ってたんじゃないかな。彼は赤ジャージを着ているのが一番落ち着くらしくて、何度言ってもこういう場にも正装じゃなくてあの格好で来るから、編集長も諦あきらめてるんだ……」

「そ、そうなんですか……」

　編集者にも色んな人がいるんだなあ。そういえば俺たちの担当の早乙女さんだって、もう慣れたとは言え、大分変わってるしな……。




　一通り挨拶を終え、俺たち受賞者も自由の身になる。他にも挨拶したい人がいたら真田さんに言えば紹しよう介かいしてくれると言われたので、憧あこがれの漫画家である神宮寺あきら先生の名前を出したら、今日は欠席しているとのことだった。とても残念に思う。

「……一ノ瀬さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　他の受賞者がバイキング形式の食事を楽しんでいるところ、一ノ瀬白雪が食事も摂らずに青い顔で壁かべにより掛かっていたので、思わず声を掛ける。そういえば今日、この人は俺と最初に会話（？）して以降、ほとんど言葉を発していない。他の受賞者も、最初は一ノ瀬白雪を見て、大賞受賞者さんですよね、若いのにすごいですね、なんて声をかけていたが、彼女のこの様子を見て、そのうちにだんだんと誰だれも話し掛けなくなっていったのだ。

「……こ、こんなにホモサピエンスがたくさんいるなんて……やっぱり……来なければ良かった…………き、気分が悪い……」

「えっ……本当に大丈夫ですか？　冷たい飲み物でもとってきましょうか!?」

　数年ぶりに家から出たって言ってたし、人が多いところが苦手なのかもしれない。

「……な、なぜ私を気にかける？　他の人間は……みんな、わ、私を……いない者として扱あつかうのに……」

　……ん？　今『人間』って言った？　ホモサピエンスなのか人間なのかどっちかにしろよ、キャラブレてるぞ。

「……きょ、今日はもう……帰る……」

　一ノ瀬白雪は俺に背を向けて、会場の出口へ向かって歩き出す。

「えぇっ!?　ちょ、一人で大丈夫ですか!?　誰かに送ってもらった方が……」

「いい、いらない……ひ、一人の方が……気が楽……」

　そこで一ノ瀬白雪は振り向いて、初めて俺の目を見た。

「……霧島理人……。……い、一応……貴方あなたの名前だけは……覚えておく……」




　一ノ瀬白雪が帰った後、俺も食事を摂ろうと料理を取りに行く。そういえば、生駒先生はどこにいるのだろう。後で連れん絡らくしてみよう。なんて考えていると……。

「えーっ、じゃあまだ高校生なんですかー!?　すごーいっ！」

　近くで女性の甲かん高だかい声が聞こえて、俺はそちらに目を向けた。そこには……憎にくき芹沢暁人が、女性に囲まれていた。受賞者の女性ではなく、また違う見知らぬ女性たちだ。どこへ行ってもモテモテってわけか……。ああ、腹立たしい。あんなに性格悪いってのに、外見と実力に恵めぐまれていればモテるっていうのか。会う前は同い年だし仲良くなりたいなんて思ってたけど、もうあんな一いつ緒しよにいてもムカつくだけの奴やつとは関わらないようにしよう。

　料理を取る前に、喉のどが渇かわいていたため、テーブルにたくさん置かれているウーロン茶らしき飲み物を一つ手に取り、一気に飲み干した。

「……っ!?」

　しかし、その飲み物はウーロン茶ではなかった。なんだか、飲んだことのない変な味だ。一気にカアーッと顏が熱くなってくる。あれ……もしかして今の、酒？

「あれ、えーっと……霧島さん？　その手に持ってるの、ウィスキーじゃないっすか？」

　近くにいた芹沢が俺の姿に気付いて、そんなことを言う。えっ……ウィスキー？　マジかよ、どうりで……頭がクラクラしてきた。相当アルコール強いなこれ……。

「うわ～ちょっとちょっと、顔真っ赤っすよ。どっかに座った方が……」

「べ、別に平気だ！　それよりお前、さっきはよくも失礼なこと言ってくれたな!?」

　酔よった勢いで、芹沢なんかにもう関わるのはやめようと思っていたはずなのに、思いっきり自分から絡からんでしまった。しかも、無駄に強気な態度で。

「え？　さっき？　ああ、タクシーでの話ですか？　失礼なことなんか言ってませんよ、むしろ俺は霧島さんに期待してるって言ったんすよ」

「期待!?　で、でも、俺のことライバルとすら認めてないって、はっきり言ったよな!?」

「え、そりゃあそうですよ。まず客観的に見て既すでに実力の差が激しいじゃないっすか」

「なっ……なんだとお!?」

「やだ、ちょっと何？　喧けん嘩か？　大丈夫かな……」

　芹沢の周りにいる女性たちが、心配そうにヒソヒソと話しているのが聞こえる。

「大体霧島さん、まだ連れん載さいだって決まってないでしょ？　俺はもうドラゴン本誌での連載に向けて動いてるんすよ」

「ドッ……ドラゴン本誌ぃ!?」

　俺が最初に志望していた『少年ドラゴン』本誌のことだ。富士見社の漫まん画が誌でダントツの売り上げ部数を誇ほこる。その本誌で……もう連載!?　大賞ってそこまで扱いがいいのか!?　クソッ……悔しいが、確かに今の状態じゃあ、既に差が開きすぎている。

「けっ、けどなあ……俺は今、別の漫画家と『プリティードラゴン』の連載に向けて頑がん張ばってんだよ！　絶対に連載を勝ち取って……すぐに売り上げでお前を超こえて見せる！　雑誌なんか関係ない！　そうやって調子に乗ってられるのも今のうちだからな！」

　あまりに頭に来た勢いで、気付けばそんなことを口走っていた。酒の力も大いにあるのだろう。芹沢は俺の言葉に、驚いた様子で目を見開き、ポカンとして俺の顔を見ていた。

「せ、芹沢さん……大丈夫ですか？　この方、酔っ払ぱらってるんじゃないですか？　あまり気にしない方が……」

「ちょっと、あまりに暴言が酷ひどいようなら誰か呼んできた方が……」

　女性たちが眉まゆをひそめて芹沢にそんなことを言い出す。おい、これじゃあ俺が悪者みたいじゃないか。確かに酔っ払ってるけど、気は確かだってのに。……でも確かに、酔った勢いで言い過ぎたかもしれない。俺、もしかして今芹沢に喧嘩売ってる？　こいつ身体からだがっしりしてて喧嘩強そうだし、肉にく弾だん戦に持ち込まれたら即そつ行こうやられ……。

「ひいっ!?」

　次の瞬しゆん間かん、芹沢が両手で思いっきり俺の肩かたを摑つかんできて、思わず情けない声を出してしまう。うぉっ、はっ倒たおされる!?　と思った、そのとき。

「嬉うれしい……」

「…………へ？」

「俺にそんなこと言ってきた人……生まれて初めてっすよ！」

　芹沢はなぜか目を輝かがやかせて俺を見つめ、俺の肩を摑んだままそんなことを言ってきた。セリフと相まってこの状じよう況きようが全く理解できず、俺は混乱状態に陥おちいる。

「今日だって……同期の新人は俺をチヤホヤするか、あからさまに嫉しつ妬としてくるかのどっちかで、俺に漫画を批判されても誰だれ一人ひとり言い返さないでヘラヘラ笑ってるだけ。年下にバカにされて悔しくないのかって思いましたよ。……今までもずっとそうだった。みんなハナから俺に勝とうとなんかしてこない。あいつは才能があるから仕方ない、土俵が違ちがうんだ、って……努力もしないで負けを認めるんですよ。漫画は勿もち論ろん、他のことでも」

「え？　は、はあ……？」

　芹沢はため息をつきながら寂さみしげな眼まな差ざしで言う。何こいつ、聞いてもないのに急に語り出してんだよ？　しかし……漫画は勿論他のことでも、って……。こいつもしかして、漫画以外も万能だったりすんのか？　う、うぜえ……。

「俺はいつも退たい屈くつだった……。だから、今みたいに真っ向から俺に挑いどんでくるようなこと言われたの、生まれて初めてで……すっげえ嬉しい！　霧島さん、今のセリフ……本気だって受け取っていいんすよね!?」

「!?　な、何なんだよ突とつ然ぜん……分かったから、それ以上近付くなよ気色悪いな……」

　周囲の人々……特になぜか女性たちから注目を浴びていることに気付き、俺は芹沢から少し離はなれた。

「ほ、本気に決まってるだろ。すぐに今日俺を下に見たことを後こう悔かいさせてやるからな！」

「了りよう解かいっす！　楽しみに待ってますから！」

　芹沢は満面の笑えみで答えた。……俺としては挑ちよう発はつしたつもりなのだが、逆に喜ばせてしまっている気がするのは気のせいなのだろうか……？

　まあこいつはこいつで、実力がありすぎるために身の回りにライバルがおらず、今まで退屈な思いをしてきた、ってことなのか……。なんとも腹立たしい話ではあるが。

　でも、そんなこと言っていられるのも今のうちだ。すぐに俺が追いついてみせる！




　その後、付きまとってくる芹沢を撒まいて、俺は生駒先生を探した。スマホに一時間以上前から連絡が来ていたことに気付かなかったため、『この無能!!　どこほっつき歩いてんのよ──!?』というラインのメッセージと激げき怒どしているスタンプが送られてきていたのだ。

　それを見て慌あわてた俺は一気に酔いが醒さめてしまった。メッセージには入り口から見て左側のテーブルにいる、とあったので、そのあたりを探す。




「あっ生駒先……、……!?」




　俺は、彼女の姿を発見して驚おどろいた。場を考えれば当然なのだが……彼女は見違えるほど綺き麗れいにドレスアップしていたのだ。

　髪かみを全て下ろし綺麗にセットして、顔にはメイクを施ほどこし、真っ赤なドレスに身を包んだ彼女は、まるで別人のようだった。間違いなく、今日会場で見た女性の誰よりも美しいと思った。

　こうして見ると生駒先生って、本当にため息が出るくらい綺麗だよなあ……。

「ああっ、やっと来たわね!?　遅おそすぎんのよ！　どんだけ待ったと思ってんのぉ!?」

「…………あ、ああ……ごめん……」

　彼女に見とれてしまっていた俺は、ハッと我に返り、慌てて謝る。

「……？　ちょっと何よその謝り方！　本当に悪いと思ってるわけ!?　っていうか、何人のことジロジロ見てんのよ!?」

「いや……その、そういう格好すると全然イメージ違うな、って……」

「は？　当たり前でしょ、着てる服が違うんだから。それよりあんた、私からの連絡無視して一体何してたわけ!?」

　褒ほめたつもりだったのに、完全にスルーされた。まあ、いいけどさ……。

「え、いや……同期の新人と話してたりしたら気付かなくてさ……」

「……ふーん、同期ねえ……。授与式見てたけど、今年の新人十人くらいいたわね。……珍めずらしく女も半分くらいいたみたいだけど……」

「え？　ああ、受賞者の半分が女性って珍しいんだ。まあ女性とはまだあんまり話せてないけど……」

「…………。あ、そう」

「でも、生駒先生もずっと俺を待ってないで他の人と話してたりしてて良かったのに。同期の漫画家とか、昔アシスタントしてもらってた人とか……」

「は？　雑談を交わせるくらい仲のいい漫画家なんていないけど、それが？」

「……っ、漫画家友達いないんだ……」

　この性格じゃ無理もない気がするが……それにしたって悲しすぎるだろ。そんな生駒先生の残念な事実が発覚したところで、俺たち二人の元に早乙女さんがやってきた。

「お二人共楽しんでますか～!?　生駒さん、ドレスとってもお似合いですよ！」

「あ、早乙女さん。お疲つかれ様です」

「今日はお二人に、是ぜ非ひ会って頂きたい方々がいらっしゃるんです」

「え……？」

　早乙女さんに、ちょっと一いつ緒しよに来て欲しいと言われ、彼女の後についていく。

「あ、良かった！　ちょうど皆みなさんお揃そろいでしたね！」

　早乙女さんが声をかけたテーブルでは、女性二名と男性一名が雑談を交わしていた。この人たちは、一体……？

「生駒さん、君きみ島じま君、この方々は……今度の『プリティードラゴンカップ』で競って頂く漫画家さんたちになります」

「えぇっ!?」

　俺と生駒先生は驚いて、同時に声を荒あららげる。早乙女さんは俺と生駒先生を三人の漫画家に軽く紹しよう介かいしてくれた。それから今度は俺たちに、彼らを順番に紹介する。

「まず、こちらは羽は柴しば朱あか音ね先生です」

「宜よろしくお願い致いたします」

　紹介された女性は、丁てい寧ねいに俺たちに挨あい拶さつをした。細身でスラッとしていて背が高く、髪かみ形がたはボブカットで、メイクもドレスも少し個性的な女性だ。年ねん齢れいは、おそらく二十代前半から半ばといったところだろうか。

「一年前の『富士見コミック大賞』で準大賞を受賞してデビューされたので、君島君の一年先せん輩ぱいで、生駒さんの後輩ですね。先日初コミックスが出て、売り上げも順調で評判も良く、今編集部で大変期待されている漫画家さんの一人です」

「ふふ、そんな……とんでもありませんわ」

　生駒先生が、早乙女さんの言葉に悔くやしそうな表情をしていた。

「知ってるわ……そのコミックス、私の『ＹＡＭＯＭＥガール』より全然売れてるもの」

「やだ……そんなの、きっと単なるまぐれですわ。私、生駒先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』大好きなんですよ。今回このような機会を設けて頂いて、とても光栄ですわ」

　この羽柴さんという女性は……とても丁寧な態度なのだが、なんだか妙みように口調に棘とげがあるように感じてしまう。俺の気のせいかもしれないが……。

「次にこちら、八や雲くもムラサキ先生です」

　続いて早乙女さんに紹介されたのは、スタイルが良く、とても綺麗な女性だった。二十歳はたちそこそこくらいだろうか。少し胸元が空いた大人っぽいドレスを着ていて、上品な雰ふん囲い気きながらもセクシーさも兼かね備そなえている。……ってやべっ、八雲さんに見とれてるとこ、生駒先生に見られてないよな？

　慌てて生駒先生を見ると、なんと……生駒先生自身も、八雲さんにポーッと見とれていた。そういえばこの人って、生駒先生の大好きな『綺麗な巨きよ乳にゆうのお姉さん』だな……。生駒先生の好みのタイプ（？）なのかもしれない。

「八雲ムラサキ先生は、デビューはまだなのですが、同人界で絶大な人気を誇る作家さんなんです。プロデビューを考えているとのことで、先日うちの賞の投とう稿こう用に原げん稿こうを持ち込んで下さったのですが、即そく戦せん力で使えそうな程レベルが高く、今回急きゆう遽きよ、新作で『プリティードラゴンカップ』に参加して頂くことになりました」

　同人作家、か……。俺は同人誌というものを一度も買ったことがないが、プロや、プロ並に上手い作家がゴロゴロいると聞いたことがある。油断できないな。

「お二人の読み切り『俺が主で王女が僕で』、読ませて頂きました。感動的なストーリーで、女の子もとっても可愛かわいくて、楽しませて頂きました。私はまだオリジナルの漫まん画がを描かいた経験が圧あつ倒とう的に少なく未熟ですので、このような場に参加させて頂くこと自体おこがましいのですが……精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりたいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致しますね」

　八雲さんは年下の俺たちに丁寧に挨拶してくれた。

「あ……そ、そんな……こちらこそ宜しくお願いします」

　こんな綺麗な人に褒められると、なんだか照れてしまう。彼女は見た目だけでなく声や話し方まで美しい。先ほどの羽柴さんからは、失礼ながらなんだか取り繕つくろった印象を受けたのだが、この八雲さんは心から俺たちにその言葉を述べてくれているように感じた。

「最後に、こちら、碧あおい直なお純ずみ君です。高校一年生だからお二人と同い年で……今回佳か作さくでデビューした、君島君の同期の漫画家さんですね」

「え!?　……あ、本当だ！」

　言われて、やっと気付いた。さっきから何度か顔を合わせている同期じゃないか。同期とはいえ、お互たがい他の新人と話していたし、正直彼は地味な印象だったので、失礼ながら言われるまで気付かなかった。

　男子だが、少し髪が長く後ろに束ねており、片目が長い前まえ髪がみで隠かくれていて、顔がよく見えない。俺より背が低く、とても華きや奢しやで小こ柄がらだ。

　彼のデビュー作は読んだ。シリアスなファンタジーバトルものだった。絵はまだ発展途と上じようだったが、ストーリーは個性的だし設定も斬ざん新しんで面おも白しろいと感じたので覚えている。

　しかし……彼の漫画は一切萌もえやラブコメなどと無む縁えんのものだったと思うのだが、この『プリティードラゴンカップ』に参加するなんて、意外だ。プリドラでの連れん載さいをかけているレースなのだから、当然萌え系ラブコメ漫画を描くはずなのだが。

「あ、あの……実はさっきから、ずっと声をかけたかったんですけど、別の方と話していたみたいだったので声をかけられなくて……。僕、霧島さんのデビュー作読みました。バトルシーンがすごくかっこよくて、今回の新人の中で一番好きでした！」

「えっ、本当!?　あ、ありがとう……。えっと……碧君、だっけ。俺も碧君の漫画面白いって思ったよ。ああいうちょっとダークなファンタジー漫画好きだからさ」

「……！　ほ、ほんとですか!?　ありがとうございます！」

「碧君は今回、担当編集の提案で初めてラブコメ漫画に挑ちよう戦せんするんですよね？　編集部一同、期待してますよ！」

「……！　あ、……はい……」

　早乙女さんの言葉に、碧君は少し戸と惑まどったように返事をする。なるほど、担当編集の提案でラブコメ漫画を描くのか……。彼のデビュー作を読んだ分には、ラブコメよりシリアスなファンタジーの方が向いてるし、彼自身もそっちを描きたいんじゃないのかと思えるんだがなあ……。まあ、詳くわしいことは俺には分からないので、何も言える立場ではないが。

　それから、その場で少しの間雑談を交わしていたところ、感謝会の終わりの時間がやってきたようだ。お偉えらいさんが締しめの挨拶をして、流れ解散になる。二十歳以上の人はこの後自由参加の二次会があるようだが、未成年の俺たちは帰宅することとなった。




「おそらく……一番の強敵は羽柴朱音ね。既すでにファンもついてて、ネットでも人気らしいし。編集部からもすごく期待されてるみたいだし……」

　帰り道。駅まで歩く道のりで、生駒先生はそんなことを漏もらした。

「えっ、そうなんだ。俺も彼女の漫画調べてみるよ。戦いに勝つにはまず敵を知らないといけないもんね。だけど……どんなに強敵だったとしても、絶対に勝ってみせる！」

　そして連載を勝ち取って、大ヒットを飛ばすんだ！　……ドラゴン本誌の連載作品にだって負けないくらい。

「表現がいちいち厨ちゆう二に臭くさいわね。っていうか、そんなの当たり前じゃない。私達にはもう、後がないんだから……絶対に一位をとって連載を勝ち取るわよ！」

　俺と生駒先生は勝利を誓ちかい合い、俺は明日から一層原稿に力を入れることを決意する。




　家に帰ってから俺は自分の言葉通り、今回の『プリティードラゴンカップ』で俺たちのライバルとなる漫画家たちのことをネットで調べた。




　翌日。俺は早速、仕事場へ行く前に本屋に寄り、羽柴朱音の初コミックスを購こう入にゆうした。生駒先生の仕事場にて原稿を進めた後、コミックスをその場で読む。

「どう？　面白い？　読み終わったら私にも読ませてよ」

　羽柴朱音の漫画は、絵え柄がらやキャラクター、台詞せりふ回しなどがいちいちお洒落しやれな雰囲気のファンタジー漫画だった。少年漫画ではあるが少女漫画っぽい雰囲気もあり、なんというか……正直あまり、俺の好みではなかった。昨日ウィキペディアで調べた情報に寄ると、彼女は美術大学を卒業しているとのことで、画力だけはとても高かったのだが。

「うーん……絵はめちゃくちゃ綺き麗れいだけど、話はよく分かんないところ多いし、キャラもそんなに魅み力りよく的じゃないし……俺的には微び妙みようかな……」

　最近俺が思うのは、バトル漫画にしても萌え漫画にしても、キャラの魅力が何よりも一番大事だということだ。俺の好きな『ダークソード』も『スリーピース』も、主人公達は勿もち論ろん敵キャラもすごく魅力的だ。生駒先生の『ＹＡＭＯＭＥガール』も、俺が初めて面白いと思ったエロゲー『喰姫』も、キャラに魅力を感じた。だから、キャラに魅力がない漫画はどんなに絵が上手く面白いストーリー展開であっても、つまらない漫画になってしまうと思うのだ。

　ざっと読み終えた後生駒先生に渡わたしたが、彼女もコミックスを読んだ後、大体俺と同じような感想を述べた。

「……ま、いくらつまんないって思ったって、この漫画は私の漫画より売れてる以上、負け惜おしみにしかならないけど。それと、君島君と同期の碧君のデビュー作も、あんたのデビュー作が載のってるフレッシュドラゴンに一緒に載ってたから読んでみたわ。面白かったけど……絵柄的に萌え系は難しいんじゃないかって思ったわ」

「ああ、俺も思ったよ。あのままの作風の方が向いてそうだよね。えっと、あとは……八雲ムラサキさんか。昨日調べてみたけど、当然デビューもまだだから彼女の漫画は読めないよね。ただ、同人誌の方では本当にすごいみたい。掲けい示じ板ばんとかも見てみたけど、作品そのものも人気だけど、イベントでコスプレして同人誌を売ったりしてるみたいで、本人にアイドル的人気もあるみたいで……」

「えっ!?　コスプレ……へぇえ～。あの人すごく美人だったしおっぱいも美乳だし、コスプレ姿見てみたぁ～い！」

　生駒先生は目を輝かがやかせる。やっぱり、あの人に萌えてたんだな……。

「ネット上に結構コスプレの画像アップされてたけど、どれもすごく綺麗で似合ってたよ。よく一緒に同人イベントに出てる売り子の女性も、何かよく分かんないけどコスプレで有名な人？　だとかで、二人でコスプレしてる写真がたくさんアップされてて」

　ちなみに、その売り子のコスプレの女性も、とてもスタイルが良い美人だった。

「へぇ～！　…………。っていうか……コスプレ云うん々ぬんなんて別に今回のプリドラカップには関係ないけど……君島君、わざわざ調べて見たわけ？」

「えっ!?　い、いや……関係なくはないよ！　だってほら、そういうアイドル的人気があるなら、熱心なファンが多そうだしさ！　今回は読者投票で勝敗が決まるんだから、そういうファンが所謂いわゆる……組織票とか入れる可能性だってあるでしょ!?」

「それはそうだけど……コスプレ写真までわざわざ調べて見る必要なんてないじゃない」

　生駒先生がジト目で俺を睨にらむ。しょうがないじゃないか、あんな綺麗な人のコスプレ姿、見たいと思わない男なんているわけがない……。やや胸元が開いている衣装やミニスカートなど、少し露ろ出しゆつが高いコスプレもしていて、正直最高でしたけども。

「っていうかあんたさあ……前に何萌えなのか、って聞いたとき、何萌えなんて特にない、そういうの興味ない、とまで言い切ってたわよね？　二次元じゃなくて三次元とはいえ、コスプレしてる綺麗な女性に十分萌えてんじゃないの」

「えっ!?　……あ、ああ、確かに！」

　これも立派な『萌え』の一つなのか！　言ってみれば……『コスプレ萌え』？　生駒先生と一いつ緒しよに仕事しているうちに、エロゲーを面白いと思えた件も含ふくめ、俺までオタク的なものに萌えられるように成長してきたのかもしれない。果たして『成長』と呼べるものなのかどうか分からないが……。

「それと、八雲ムラサキ先生の漫画なら読めるわよ」

「えっ!?　でも、デビューもまだなのに……」

　生駒先生が、本ほん棚だなから一冊の雑誌を取り出した。それは……。

「えっ……ちょ、これ、エロ漫画じゃん！」

　確かに八雲ムラサキ先生のウィキペディアには、同人作家であり成年漫画も雑誌に発表したことがある、とあった。でも、エロ漫画って普ふ通つうの漫画とは違ちがってストーリーとかあんまりないし、読んだところであまり参考にならないんじゃないのか？

「これ、わざわざ買ったの？」

「いや、偶ぐう然ぜん前に買ってたやつよ。昨日ペンネーム聞いたときもしかして、って思って、家に帰ってから確認したらやっぱりそうだったわ」

　なんでエロ漫画雑誌普段から買ってんだよ!?　という突つっ込こみは今いま更さら過ぎるので胸の中にしまった。恐おそる恐る、生駒先生の手から雑誌を受け取る。

「読んでみなさいよ」

「……えっ……こ、ここで!?」

　相手が生駒先生とはいえ女の子が見てる前でエロ漫画雑誌を読むなんて……どんな羞しゆう恥ちプレイだよ!?　いや、もう、既にエロゲープレイしてるんだから今更だけどさ……。

　なるべく心を無にして、八雲ムラサキ先生の漫まん画がのページを開き、読み始める。

「………………」

　作画がめちゃくちゃ綺麗だったが……それよりも驚おどろいたのは、物語も面白かったということだ。女子大生が年下の男子高校生に片想いしている話だが、主人公の女子大生の男子高校生を想う一いち途ずな気持ちに、エロ漫画にも拘かかわらず感動できたほどだ。

　正直、同人作家と聞いて、少し油断していた。絵は綺麗でも話はつまらないんじゃないのか、なんて思ってしまっていたところもあるのだが……とんでもなかった。

「間ま違ちがいなく……一番の強敵だね」

「ええ。画力は正直、私もあんたも負けてる。物語だって、エロ目的の漫画でここまで感動できる話が描かけるなんて、相当の実力だと思う。しかも、よくストーリー重視のエロ漫画は抜ぬけないなんて言うけど、この漫画はちゃんと実用的でもあると思うし。あ、君島君的にはどうだった？」

「抜けっ……!?　ちょ、何言ってんの!?　……俺も、作画も話もすごくよく出来てると思ったよ。エロ漫画だなんてなめてたけど……」

「それは分かってるわよ。そうじゃなくて男子目線で使えるかどうかって聞いてんの」

「使え……えっ!?　ちょ、なんてこと聞いてんだよ!?　そんなこと今関係ないだろ！」

　それ、完全に逆セクハラ的質問だろ！　でも確かに、生駒先生の言う通りこの漫画はエロシーンもしっかりエロいし、男心をよく分かっていてそういう意味でも満足度の高い漫画だと思った。あんなに綺麗な人がこんな漫画を……けしからん。

「エロ漫画でここまでのものを描けるなら、ストーリーメインの漫画だったら、どれだけレベルが高い話を描けるのかしら……」

　生駒先生は深刻な表情で悩なやむ。俺も彼女と同じ気持ちだった。これは結構……まずいんじゃないのか？　確かに画力の面では確実に負けている。それなら、ストーリーやキャラで勝ちに行くしかないのだが……。

　俺は机の上に置かれている『BATTLE IDOL !』の原げん稿こうを真しん剣けんに読み返す。本当に……この漫画で、確実に勝てるのか？　これが最善なのか？　本当にもう直せるところはないだろうか？　もう何度読み返したか分からないが、それでも、何度も何度も読み返す。そして何度目かに読み返したとき、俺の頭の中に一つの案が浮うかんだ。俺は自分のノートを鞄かばんから出して、ネームを描き始める。

「君島君、何描いてんの？」

　俺は生駒先生の言葉も無視して、がむしゃらに描き続ける。

「ちょっと、もう……『ＹＡＭＯＭＥガール』のアシのときも突とつ然ぜん勝手に燃え出すし、プロットを思いついたときも無言で急にすごい勢いで描き始めるし、なんであんたっていつもそういきなりスイッチが入るのよ！　何をしようとしてるかくらい言いなさいよ！」

「描き終わったら見せて説明するから！　ちょっと黙だまってて！」

「なっ……!?」

　生駒先生はムッとしたようだったが、その後は黙ってくれた。

「……できた！　……ちょっと、これ読んでくれない？」

　俺は生駒先生に、今描き上げたネームを渡す。

「ここからここまで、こういう風に直した方がより良くなると思うんだけど……」

「えっ!?　なっ……。このシーンもうペン入れまで終わってるっていうのに、今いま更さら何言ってんのよ!?」

「いいから……とりあえず、読むだけでも読んで欲しい」

　生駒先生は戸と惑まどいながらも、俺の描いたネームを読む。

「…………。た、確かに……前のよりこっちの方がいいかもしれない……。で、でも、今更描き直したりしたら間に合わない可能性が出てくるわよ!?　それはプロとして一番許されない行こう為いなんだから！　描き直しなんか……現実的に考えて無理よ！」

　確かに、生駒先生の言葉は正論だった。俺がネームを直したのは約十ページ。ギャグやサービスシーンを少しだけ削けずって、アイドル活動を反対していたヒロインの母親が、ヒロインの戦う姿を見て認めてくれる、というシーンをつけ加えた。これは……少し思うところがあって思いついた展開だ。

　全てペン入れまで終わっているシーンだが、描き直すことになってしまう。締しめ切りまであと約二週間。仕上げ作業はまだまだ残っているし、来週は期末テストがあるし、冬休みだってまだ先だ。ここで十ページも描き直したら、最悪、生駒先生の言う通り間に合わない可能性だって出てくる。

「……でも、生駒先生も描き直した方がいいって思ったんでしょ!?　俺は……正直、八雲ムラサキ先生の漫画を読んで、今の俺たちの漫画じゃ確実に勝てるとは言えないって思った。だから、少しでも勝つ可能性を上げるために最善の努力をしたい！」

「……！　き、君島君……」

　生駒先生は俺の言葉に驚いた様子で、少し考え始める。

「…………。……わ、分かった……わ」

「……！　生駒先生、ありがとう！」

　生駒先生はその場で早乙女さんに電話をかけ始める。原稿を十ページ直すことを言うのかと思っていたが、原稿を直接見せて意見を聞きたい部分がある、とだけ告げていた。

「二日後に富士見社に行くことになったわ。まだ修正したいってことは言ってないから、それまでにこの十ページの下絵の直しを終えて、直接早乙女に見せて納得させる！　今から十ページも直すなんて言ったら、絶対反対されるもの」

　ふ、二日後か……。それは、相当頑がん張ばらなくてはいけないペースだ。

　俺たちは早速下絵の直しに入る。俺も生駒先生も二日間学校をサボり、死にものぐるいで下絵を進め……やっとの思いで、なんとか二日後までに下絵を終わらせることができた。




　そして、打ち合わせ当日。

「生駒さんあなた、『少し直したから確認して欲しい』って言ったわよね？　この原稿……少しどころか十ページも描き直してるじゃない！　どうして私に無断でこんなことしたの!?　締め切りまであと二週間もないのよ!?」

　早乙女さんは、案の定原稿を見て大層驚いた。

「す、すみません……。僕がどうしても直したいって言ったんです。少しでもクオリティを上げたくて……。絶対、プリドラカップで一位になりたかったから……」

　早乙女さんは俺の言葉に深いため息をついてから、原稿を読み始める。やがて読み終えてから、以前の下絵と読み比べる。

「……そうね、確かに……こっちの方がすごく面白いわ！　ストーリーに深みが出て、ずっと良くなってる。……フッ。あなたたちがどれだけ本気でプリドラカップに臨んでるか、よく分かったわ。これで進めましょう！」

「ありがとうございます！　絶対締め切りには間に合わせます！」

「そうね……でも、原稿の完成度を下げることは絶対に避さけたい。……分かったわ、あなたたちの本気っぷりに免めんじて、十二月二十七日締め切りって伝えてたけど……二十九日まで延ばしましょう。必ず、二十九日の十六時までに富士見社まで持ってきて頂ちよう戴だい！」

「えっ……!?　ほ、本当に……!?　いいんですか!?」

　俺は早乙女さんの発言にとても驚いた。

「そんなことして……大だい丈じよう夫ぶなの!?」

　生駒先生も心配そうに尋たずねる。

「私がなんとかする。締め切りを延ばした分、納得のいくまでやりきって、最高の原稿を見せて頂戴！」

「「分かりました！　ありがとうございます！」」

　俺と生駒先生は早乙女さんに心から感謝して、礼を言った。




　その日から、俺たちにとって本当の意味での戦いが始まった。

　エミリちゃんにも今までよりたくさん入ってもらうことにして、とにかくがむしゃらに原稿を頑張った。もう期末テストなどは完全に捨てた。赤点を取ったらその時はその時だ。

　生駒先生はテストの前、俺が終電頃に帰った後、栄養ドリンクなどを飲んで夜中にテスト勉強をしているみたいだった。もしかしたら、徹てつ夜やでやっているのかもしれない。

　やはり、進学校だから悪い点数を取ると進級できなかったりするのだろうか。俺が原稿を直したいなんて言ったばっかりに、生駒先生に大変な思いをさせてしまうなんて……。

　俺は原稿を持ち帰り、睡すい眠みん時間を削ったり、ときには授業中先生の目を盗ぬすんだりして、毎日死ぬ気で原稿を進めた。

　エミリちゃんは文句を言いながらも、クリスマス・イヴやクリスマス当日まで原稿を手伝ってくれた。彼女には頭が上がらない。画力も画面処理能力も上がっていて、迅じん速そくかつ丁寧に仕事を仕上げてくれる彼女は、今や本当に頼たよりになる存在となっている。

　今回の原稿はアシスタント代なしという話だったが、いくらなんでも悪いと思い、生駒先生と話し合って、やっぱり入ってくれた日数分きちんと払はらうことにした。

　クリスマスを過ぎて、締め切りの十二月二十九日まであと四日。進行がギリギリだったため、二十五日学校が終わって冬休みに突とつ入にゆうしたのをいいことに、その後はずっと泊とまりで原稿を進めた。エミリちゃんも泊まりで手伝ってくれた。

　早乙女さんには、生駒先生が『アシスタントもいるから二人きりではない』と言って、泊まりで原稿を進める許可をもらった。

「あれ……エミリちゃんは？」

「さっきコンビニに買い物に行ったけど、まだ戻ってないの？」

「そうなんだ。俺、風ふ呂ろ入っていい？」

「お風呂!?　……五分で出るならいいけど」

　昨日も一昨日も風呂に入れていないのでさすがに耐たえられなくなり、入ることにした。

　五分なんてシャワー浴びるくらいしかできないじゃねぇか……なんて思いながら、脱衣所の扉とびらを開ける。




「え……!?」




　そこには、エミリちゃんがいた。彼女は今から風呂に入ろうとしていたらしく、スカートを脱ぬいでいたところで……上も下も下着姿だった。淡あわい水色の下着を身につけている彼女は、真っ白な肌はだにスレンダーな体型で……。

「キャ……キャ──────ッ!?」

「ぐほっ!?」

　なんて見とれていたのもつかの間、次の瞬間俺の腹に衝しよう撃げきが走り、俺はそのまま倒たおれた。エミリちゃんが悲鳴と同時に、女とは思えない程のものすごい力で俺の腹を蹴けり飛ばしたのだ。そしてそのまま、脱衣所の扉が大きな音を立てて閉められる。

「さ、ささっ、最低！　キモッキモッキモッ！　き、君島さんの分際で……こ、このわたしの着替えを覗のぞくなんてぇ！　痴ち漢かん！　変態！　のぞき魔まぁ────ッ！」

「!?　ち、違ちがう！　誤解だ！　入ってるって知らなくて……」

　気付くと、すぐ後ろに恐ろしい形相で生駒先生が立っていた。

「あ、あんた……エミリの着き替がえを……!?」

「……！　だ、だって……生駒先生がコンビニ行ってるって言うからまさか風呂に入ってるなんて思わなくて……いでっ！」

　生駒先生は、俺の太ももを思いきり踏ふんづけた。

「このっ……私にセクハラするだけじゃ飽あき足らず、エミリの着替えまで覗くなんて……変態！　淫いん乱らん男！　盛りのついたエロ犬がぁ──っ！」

「なっ!?　生駒先生にセクハラしたことなんてないだろ!?　今のもだけど、全部事故で……」

[image: ]

　その後俺は暫しばらく床に倒れ込み、泣きながら腹と太ももの痛みに耐えた。

　……と、間にアクシデントを挟はさみつつも、締しめ切りまでの四日間ほとんど眠ねむらずに原げん稿こうを進め……締め切り日の十二月二十九日。なんとか……原稿が完成した。




「時間なかったっていうのに、前の原稿よりずっとクオリティ高いじゃない！　これなら本当に一位取れるかもしれないわ！　二人とも、本当にご苦労様！」

　出版社に完成原稿を持って行くと、早乙女さんは俺たちの原稿を見て手放しで褒ほめてくれた。とても嬉うれしかったが、喜びを露あらわにする元気すら、俺たちにはなかった。




　　　　＊




　今までの原稿疲れを解消するためにも、年末年始はほぼ家で寝ねて過ごした。

　新年を迎むかえ、やがて学校も始まり……原稿を上げてから約一ヶ月後の一月三十日。ついに俺たちの漫画が掲けい載さいされるプリドラ三月号が発売され、公式サイトにも掲載された。

　その日、俺は約一ヶ月ぶりに生駒先生の仕事場へ行くことになっていた。特に仕事はないが、プリドラの付録の小冊子に掲載された、プリドラカップにエントリーしている他の漫画家の作品について生駒先生と話すためだ。

「君島君、あなたはどう思った？」

　リビングにて付録の小冊子を開きながら、早速プリドラカップの漫画の話になる。

「そうだな……まず、羽柴さんの漫画は……やっぱり前の作品と同じで、雰ふん囲い気き重視の漫画だったかな。お洒落しやれで絵は綺き麗れいだけど、それだけっていうか……。今回はコミックスの漫画より萌もえ漫画に寄せてたよね。女の子キャラの見た目は確かに可愛かわいいけど、キャラに深みがないっていうか……理由もなく主人公に惚ほれてるし、あんまり好感が持てなかった。話も、ありきたりだし、理解できないところとか納得できない箇か所しよとかあったし」

「……ふっ、キャラ萌えについて大分分かってきたみたいね。私も大体あなたと同意見よ。女キャラがテンプレ過ぎて全っ然萌えないのよ！　あの女、萌えについて何も理解してないわ！　相変わらず画力だけは高いけど、本当にそれだけしかないオサレ漫画（笑）ね」

　生駒先生は俺以上に羽柴先生の漫画をこき下ろした。まあ、言いたいことは分かるけど……。続いて、碧直純君の漫画のページを開いた。

「えっとじゃあ、次に碧君の漫画は……デビュー作よりも作画をちゃんと萌えに寄せてて頑張ってたよね。ギャグも笑えたし、話も面白かった。デビュー作と全然違ちがうジャンルなのに、こんな明るいラブコメも描かけるんだ、って驚おどろいたよ。ただ……どうしても絵え柄がらは、萌え系じゃないよね」

「ええ……普ふ通つうに漫画としては面白いけど、プリドラの読者には受けないと思うわ」

　碧君には普通に同期として頑張って欲しいと思っているが、今回ばかりは、彼に萌え系を描かせようとした編集の意向が間違っていたんじゃないだろうか、と思ってしまう。

　最後に、八雲ムラサキ先生の漫画のページを開く

「八雲先生の漫画……これは……すごくよく出来てたよね」

「そうね。学園もの正当派王道ラブコメで、基本を全て抑おさえてるし、サービスシーンの作画もすごく気合いが入っていて、ラブコメ漫画としてかなりレベルが高いと思うわ。キャラもいいし」

　物語は王道ハーレム系だったが、女性キャラは可愛く、相変わらず作画のレベルは半端じゃなく、読者を楽しませよう、という八雲先生の気持ちが伝わってくる、とてもいい漫画だった。

「勝てるのかな、俺たちの漫画……」

「……！　何言ってんのよ！　勝てるかな、じゃなくて、勝つに決まってんでしょ!?」

「……う、うん……。そうだよね！」




　とにかく後はもう、天に祈いのるのみだ。

　結果が出るその日まで、生きた心地ここちがしない日々が続いた。
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　それから二週間後の二月中ちゆう旬じゆん。この日は、プリドラカップの読者投票の中間報告があると、早乙女さおとめさんから聞いていた。俺は生い駒こま先生の仕事場へ行き、早乙女さんからの連絡を二人でひたすら待っていた。

「きっ……きたっ！」

　生駒先生の携帯が鳴り、彼女は緊きん張ちようした様子で電話に出る。

「うん、うん……。え……？　…………」

　生駒先生は驚いた様子で呆ぼう然ぜんとしている。彼女は果たして喜んでいるのかショックを受けているのか……この様子じゃまだ分からない。やがて、電話を終えた。

「生駒先生！　どう……」




「三位、だって……。私達の漫画……」




「え……？」

　さ、三位……？　俺はその事実に大きくショックを受ける。

　まだ中間発表だから、これから結果が変わる可能性も大いにあるとはいえ……二位ではなく、三位？

「ほ、他の……他の順位は!?」

「一位が八や雲くもムラサキさんで……二位が羽は柴しば朱あか音ね。私達が三位で、四位は碧あおい君……」

「……っ！　は、羽柴さんにも負けてるのか、俺たちの漫画……」

「羽柴朱音は、なんか……pixivとツイッターで、『投票とリツイートをしてくれた人の中から、何人かのイラストリクエストを受け付けます』とかいうのやってたらしくて……あの女、pixivで結構フォロワー数が多いらしいから投票数稼かせげたみたいで……」

　生駒先生は心底悔くやしそうに言う。

　pixivっていうのは確か、イラストや漫画をネットで公開できるＳＮＳサイトだと聞いたことがある。そんな手を使ったのか……。自分の人気を利用しているだけだから悪いことではないのかもしれないが、正直、少し卑ひ怯きようだと感じてしまう。

「い、生駒先生は……pixivとかツイッターとかで宣伝しなかったの!?」

「え、そんなもんどっちもやってないわよ。ツイッターは昔やってたけど、なんか知らないけど炎えん上じようしちゃって、早乙女からアカウント停止を命じられて、今後もう二度とやるなって言われたわ……」

「…………。……そ、そうなんだ……」

　炎上って……一体どんな問題発言したんだよぉぉ!?　非常に気になったが、恐おそろしくてとてもじゃないが聞く勇気はなかった。

　しかし……このままじゃ、八雲さんは愚おろか、羽柴朱音にも負けるっていうのか!?　そんなの認めたくない。最高の出来だと自負できるくらいの漫画が描けたと思ってたのに！

　生駒先生も、辛しん辣らつな表情で黙だまっていた。俺以上に、悔しいんだと思う。




　──どうしよう。このままじゃあ、あの人に漫画を認めてもらうっていう俺の計画も台無しだ……。




　そのとき、マンションのインターフォンが鳴った。

「……？　誰だれ……？」

「……っ！」

　やばい、も、もしかして……。どうしよう、こんな最悪のタイミングで……!?

　生駒先生は焦あせっている俺の様子に気付くこともなく、玄げん関かんまで移動して扉とびらを開ける。

「……っ!?　お、お母さん……!?」

「茉まつ莉り、お邪じや魔まするわよ」

　……俺の予想は当たってしまった。放心している生駒先生を無視して、生駒先生のお母さんは家の中に上がり込み、リビングのソファーへと座る。戸と惑まどう生駒先生を無視して、テーブルの上に一冊の本をバサッと投げつけた。

　それは……プリティードラゴン今月号の付録の小冊子、『プリティードラゴンカップ』。

「……!?　ど、どうしてお母さんが……これを……!?」

「茉莉、お母さんは驚いたわ。まさかあなたが描いている漫画が、こんなにはしたない漫画だったなんて」

「……っ！」

　生駒先生のお母さんの言葉に、生駒先生は大きくショックを受ける。

「……！　あ、あの……お言葉ですが、生駒先生が描いた漫画の部分だけでも……読んで頂けましたか？」

　俺は思わず口を挟はさんだ。

「え……!?　ちょ、なんで……君きみ島じま君が、そんなこと……？」

「あら、あなたなのね？　この冊子をうちに送りつけてきたのは……。なんだか変に気を遣つかって頂いたようだけど……悪いけど、少し見てあまりに目に余るはしたない内容だったから読んでいないわ。まさか自分の娘むすめがこんなに教育に悪いものを描いていたなんて、思いもしなかったもの」

　生駒先生のお母さんは、呆あきれたように大きくため息をついて言う。やはり、読んでくれなかったのか……。読む前にパラパラ見て、エロいシーンなどがあったために、読むのをやめてしまったのかもしれない。お母さんの言葉に、生駒先生は驚いて俺の方を見た。

「ちょっ、君島君……これって、どういう……!?」

「それで……少し見たところ、これって、投票で順位が決まるのでしょう？　今、茉莉の漫画は一体何位なの？」

　生駒先生のお母さんは、生駒先生に尋たずねる。……順位を聞くだなんて、意外だった。

「……っ！　そ、それ……は……」

　お母さんの問いに、生駒先生は言いにくそうに俯うつむいた。

「……今、三位です。だけど、これは中間発表だから……結果がどうなるかは、まだ分かりません！」

　そんな生駒先生の代わりに、俺が生駒先生のお母さんの質問に答えた。

「三位、ですって……？　四組中三位？　はあ……やっぱり漫画なんかやめるべきなのよ。茉莉に向いてなかったってことでしょう!?」

　生駒先生は俯いたまま、お母さんの言葉に肩かたをびくつかせた。

「あ、あの……お願いです、どうか……一度だけでいいから、ちゃんと読んで下さい！　娘さんが描いた漫画……」

　俺は机の上に放られた『プリティードラゴンカップ』の小冊子を、生駒先生のお母さんに無理矢理渡わたす。お母さんは戸惑いながらそれを受け取った。

「!?　き、君島く……なんで……」

「悪いけど、私にはこういうものの良さが分からないの。茉莉、最終結果で駄だ目めだったら、今度こそきちんと漫画家なんて諦あきらめてうちに戻もどってきなさい！　分かったわね!?」

　生駒先生のお母さんは最後にそう言い残し、マンションを立ち去った。

「君島君、どういうこと……!?」

　二人きりになり、生駒先生が涙なみだ目めで俺を睨にらみ付ける。

「あなたが……勝手に送ったの!?　私のお母さんに……!?」

「…………」

　生駒先生の言う通り……俺はプリドラカップの小冊子を、生駒先生の実家に郵送した。

　少し前、生駒先生の実家から仕事場に大きな荷物が届き（中身は食料品のようだった）、荷物の受け取りを俺がやらされ、その際、送り状にあった彼女の実家の住所を、咄とつ嗟さにスマホで撮さつ影えいした。彼女の実家に小冊子を送ろうと考えたのだ。

　生駒先生のお母さん宛あてに『娘さんの漫画を読んで欲しい』という内容の手紙を添そえて、生駒先生に内ない緒しよで送った。

　俺は、生駒先生のお母さんにも、彼女の漫画を認めてもらいたいと思っていた。母親に否定され続けながら今後も漫画を描いていくなんて、辛つらすぎると思ったのだ。生駒先生にそんな思いをし続けて欲しくない、という思いから取った行動だった。

　俺たちの今回の漫画、『BATTLE IDOL !』では、急きゆう遽きよ直したページで、アイドルになるのを反対していたヒロインの母親が最後は認めてくれる、という母娘おやこの愛に感動できるシーンも描いたつもりだったので、萌え系漫画のファン以外の人にも楽しんでもらえる自信があった。

　ちなみに母親関連のシーンは、ぶっちゃけると、生駒先生と生駒先生のお母さんのやり取りを見ていて思いついた。

　生駒先生のお母さんにも、この漫画のヒロインの母親のように娘の夢を応援するようになって欲しい……という期待を込めて、そのシーンを描いた。

「どうしてそんな勝手なことしたのよ!?　お母さんは、こういう漫画に理解がないんだから、こうなることなんて分かりきってたっていうのにっ……！」

「勝手なことして、ごめん……。でも俺は、生駒先生のお母さんにも生駒先生の漫画を認めてもらいたかった。これを読んでもらえたら、認めてもらえるんじゃないかって思ったんだ。だってこの漫画は、誰が読んでも面白いって自信があったから……」

「認めてもらえる……!?　そんなこと……あるわけないでしょ!?　お母さんはこういう漫画に理解がないし、私が漫画家を続けることに反対してるんだから！　この間の様子を見て分かってたでしょ!?　なのに、どうしてこんな勝手なことするのよ!?」

　確かに生駒先生のお母さんは、現時点では彼女が漫画家を続けることを反対しているようだ。だけど……。

「でも俺、今日思ったんだけど……生駒先生のお母さんは、ほんの僅わずかかもしれないけど、生駒先生を応おう援えんしたいって気持ちもあると思う」

「……えっ!?　な、何言ってんのよ……そんなの、あるわけないでしょ!?」

「だってさっき、生駒先生の漫画の順位を気にしてただろ？　無関心だったり、応援する気持ちが全くないなら……そんなの気にしないと思う！」

「……！　…………」

　生駒先生は俺の言葉に驚おどろき、それから考え込んでいた。

「お母さんが……私の漫画を応援……？　そ、そんなこと……あるわけ……」

　この漫画で一位を取れば……生駒先生のお母さんだって認めてくれるかもしれない、と俺は考えていた。そのためにも、絶対に一位を取らなければ。まだ結果が出たわけじゃないんだ。最後まで希望を捨ててたまるか！




　　　　＊




　それから二週間が経過した。バレンタインなどはとうに過ぎ、二月も終わりを迎むかえようとしていた。もう少しで……分かるんだ。『プリティードラゴンカップ』の最終結果が！




　結果が分かると告げられていた二月二十七日。俺は生駒先生の仕事場で早乙女さんからの連れん絡らくを待ちわびていた。

「一位……一位……絶対一位……」

　生駒先生は自分の携けい帯たいの前に正座して、ブツブツと独り言を漏もらしている。あまりに大きなプレッシャーに少しおかしくなってきたのかもしれない。

　それも無理はない。生駒先生は……お母さんから、今回の漫画で駄目だったら漫画を諦めろ、なんて言われているのだ。

　生駒先生は、今回駄目だったら……本当に漫画を諦めてしまうのだろうか？　もう俺と一いつ緒しよに漫画を描いてはくれないのだろうか？　俺は生駒先生に漫画をやめて欲しくないし、もし今回駄目だったとしても……今後も一緒に漫画を描いて欲しいと思っている。

「あのさ、生駒先……」

　俺が生駒先生にそんな今の自分の気持ちを伝えようとしたとき、彼女の携帯が鳴った。

「はっはいいぃ！」

　生駒先生は緊きん張ちようのあまり素すっ頓とん狂きような声を上げて電話に出た。ああ、泣いても笑っても……これで、結果が分かるんだ。俺たちの、今後の運命が決まるんだ……！

「ええ……うん……ええ……」

　生駒先生は震ふるえる声で受け答えをしている。次の瞬しゆん間かん。




「えぇぇぇ──────っ!?」




　信じられないくらいの大きな声を上げた。あまりの声に、耳が痛くなってしまう。

　な、なんだ……!?　一体どうなったんだ!?　早く俺にも結果を……！




「一位、だって……」




「……えっ!?」

　生駒先生は、まだ電話の途と中ちゆうだというのに、俺の方を振ふり向いてそう言った。顔を見ると、彼女は涙目になっていた。

「一位!?　一位って……お、お、俺たちの漫画がっ!?」

　生駒先生は黙だまってコクコクと何度も頷うなずいた。

「マジでぇぇ────っ!?」

　一位……!?　ほ、本当に……一位!?

　絶対取ってやる、なんて思っていたはずなのに……いざ望んでいた結果が出たら、まるで現実味がない。

　本当に……取れたんだ……俺たちの漫画が……一位を……！

　やがて生駒先生が電話を終えて、俺の方へと身体からだを向ける。聞きながら紙に結果をメモしていたようで、結果を読み上げた。

「えっと……最終結果は、一位が私たちで、千百五十一票。二位が八雲ムラサキさんで、九百六十三票。三位が碧君で、七百二十三票。四位が羽柴朱音で、七百二票……」

「うそっ……じゃあ俺たちの漫画、二位の八雲さんの漫画に二百票近く差を付けて……!?　中間発表では三位だったっていうのに……」

「中間発表のときは、公式サイトからのウェブ投票の票がほとんどだったらしいわ。ウェブ投票の方は個人についてるファンの数が勝敗を左右してたみたいで、それで羽柴朱音の漫画に票が集まってたみたいなんだけど……その後のプリドラの付録の小冊子を読んだ人のアンケートハガキの投票では、元々のプリドラの読者からの票が集まったらしくて、私たちの漫画は、元々の雑誌の読者からの支持が圧あつ倒とう的に強かったらしいの」

「そう……だったんだ……」

　元々のプリドラの読者に指示してもらえただなんて……すごく嬉うれしい。だってそれって、純じゆん粋すいに漫画を認めてもらえた、ってことなんだよな!?

「早乙女が言うには、感想欄らんにはキャラやストーリーを褒ほめる言葉が多かったって。ヒロインが個性的で可愛かわいいかった、とか、主人公がヒロインを思う心に感動した、とか、ヒロインとヒロインの母親のシーンが良かった、とか……」

「……！」

　それらは、生駒先生がネームを切ったからこそうまく描かけたシーンだと思う。彼女の描く女の子キャラの可愛さが、読者の支持を集められたのだ。それに……ギリギリで十ページ描き直して母親とのシーンを付け加えたのも良かったみたいだ。大変な思いをしてまで描き直した甲か斐いがあった……。

「早乙女が、一位おめでとう、って、あんたにも伝えといてって。とりあえず今後の連れん載さいの話はもう少ししてからで、まずは直接お祝いの言葉を言いたいし、出版社のお金で今度お祝いにご飯連れてってくれるって」

「……！　れ、連載……」

　そうか、これで……やっと俺は生駒先生と、連載を始められるんだ……！　あんなにも憧あこがれていた連載を、ついに……！

「ああ……これでやっと連載を……！　俺、嬉しいよ！　生駒先生！　……って、え？」

　俺が喜びに打ちひしがれていると、気付けば、生駒先生はどこかへ電話をかけていた。

「ええ、一位よ。フッ……まあ、私は最初からこうなるって思ってたけどね！」

　生駒先生の携帯から、少し声が漏れてきた。どうやらエミリちゃんに報告の電話をしているみたいだ。そうだよな、俺も、彼女には真っ先に伝えたかった。俺たちの漫まん画がに誰だれよりも協力してくれた相手なんだから。

　やがて生駒先生は電話を終える。

　俺は今、この結果をすぐに伝えたい相手がいた。自分の家族や、学校の友人であるみなせや橋はし本もとは勿論だけど、もう一人……。

「生駒先生……ちょっとついてきて欲しい場所があるんだけど、いいかな？」

「え、何よ？　こんなときに……」

「どうしても生駒先生と一緒に行かないと、意味がない場所なんだ」

「……？　どういうこと……？」




　　　　＊




　不ふ審しんがっている生駒先生に無理矢理頼たのみ込んで、なんとかついてきてもらうことに成功した。スマホのグーグルマップに今から行く場所の住所を打ち込んで、地図を見ながらそこへと向かう。すたすたと歩く俺の後ろを、生駒先生が不満げについてきた。

「ねえ、君島君。ちょっと！　あなた、もしかして……」

　生駒先生は勘かんづいてしまったようだ。

「……わ、私の家に行くつもりなの!?」

　生駒先生は立ち止まって、俺に尋たずねた。

「ねえ、そうなの!?　あんたが何企たくらんでるのか知らないけど、私、絶対行かないから！」

　俺は生駒先生と一緒に、生駒先生のお母さんにプリドラカップの結果を報告しようとしていた。だが生駒先生にそう言っても絶対一緒に来てくれないだろうと思ったので、行き先を言わずにいたのだが……生駒先生は俺を睨にらみ付けながら立ち止まって、そこから一歩も動かない様子だ。生駒先生が来てくれないと意味がないのに……。

「……！　い、生駒先生が行かないって言うなら……俺一人で行くけどいいの!?　俺、生駒先生の実家で、生駒先生の家族に何言うか分かんないよ!?」

　苦し紛まぎれに、俺はそんなことを言う。

「なっ……!?　す、好きにしたら!?　ヘタレのあんたに何ができるって言うのよ！　私は何があっても、絶対行かないから！　どうせあんたのことだから、また説得しようとしてるんだろうけど……そんなことしても無む駄だだってなんで分かんないの!?　余計お母さんを怒おこらせて、反対される一方なんだから！」

「そんなの、やってみないと分かんないだろ!?　一位になったって言ったら、喜んでくれて、漫画のこと認めてくれるかもしれないじゃん！」

「……そ、そんなことあるわけないじゃない！　私、絶対行かない！」

　生駒先生が逆方向を向いて、自分の仕事場へ向かって歩き出そうとしたそのとき。

　焦あせった俺は、慌あわてて生駒先生の腕うでを摑つかんだ。

「ちょっ、何する……えっ……ええええええ!?」

　駄だ目めだ、ここで帰すわけにはいかない。俺一人で生駒先生の実家に行って報告したところで、意味がないんだ。

　そんな風に焦った俺は、思い切って生駒先生の下腹部あたりの両りよう脇わきを摑んで、そのまま持ち上げ……。

「きゃあああっ！　何すんのよっ！　変態！　変質者ーっ！　おまわりさーん！」

　俺の右みぎ肩かたに生駒先生を抱かかえ、そのまま早足で歩き出す。生駒先生が騒さわいでいるせいもあり、道行く人から思い切り注目を浴びたが、気にしないようにして目的地まで急いだ。

　こうする他に、生駒先生を連れて行く方法が思い浮うかばなかったのである。




　やがて生駒先生の実家と思わしき家に辿たどり着いた。庭付きの大きな二階建ての、立派な一いつ軒けん家やだった。表札に『生駒』とあるので、ここで間ま違ちがいない。俺はすぐさまインターフォンを押した。

『──はい』

　すぐに生駒先生のお母さんの声が聞こえる。

「はあ……はあ……えっと、む、娘むすめさんと漫画を描かかせて頂いている……君島と申します！　突とつ然ぜんすみません、ちょっと……お話ししたいことがありまして……」

『…………。ちょっとお待ち頂けますか』

　生駒先生のお母さんが了りよう承しようしてくれたので、とりあえず少しだけ安心した。俺はそこで初めて、抱えていた生駒先生を自分の肩かたから下ろした。インターフォンまで鳴らしてしまえば、さすがに逃にげることはないだろうと思ったのだ。それに、玄げん関かんの扉とびらを開けて俺が生駒先生を抱えていたら、お母さんに変に思われるし……。

「はあ、はあ……重かった……」

　俺は体力の限界を感じ、生駒先生を下ろしてから、思わず地面に座り込んで呼吸を整えた。普ふ段だん漫画ばかり描いている体力のない俺が、ここまで一度も生駒先生を下ろさずに辿り着けたのは、我ながら奇き跡せきだと思った。右肩がめちゃくちゃ痛いし、足あし腰こしも酷ひどく疲つかれてるな……。ああ、これは明日は漫画が描けないほど筋肉痛かもしれない……。

「ちょっ……人を拉ら致ちしといて重いとは何よ!?　あんた……もう、ほんと信じらんない！　めちゃくちゃにもほどがあるわよっ……！」

　生駒先生の顔は真っ赤になっていて、それが照れからなのか、怒りからなのか、分からなかった。いや……単に上半身を逆さにされていたから、頭に血が上っただけか？

　やがて、玄関が開けられる。中にいたのは、生駒先生のお母さんではなかった。おそらく小学生くらいの、幼い女の子だ。長い髪かみをツインテールにしている。顔は生駒先生にそっくりで、とても可愛かわいらしい。もしかしてこれが、生駒先生の妹さん？　確か、優ゆう秀しゆうだって言う……。

「……！　姉さん、お帰りなさい」

　女の子は最初無表情だったが、生駒先生の顔を見て少しだけ笑え顔がおになった。なんというか……大人しいだけなのかもしれないが、あまり子供らしくない雰ふん囲い気きの子だなあ。妙みように落ち着いていて、いかにも頭が良さそうな子供、って感じだ。

「杏あん璃り……元気にしてた？」

　生駒先生は妹さんを前にして、少し柔やわらかい表情になる。

「うん。…………。姉さん、その人は……」

「え？　ああ、これは……漫画の相方」

　生駒先生の妹の杏璃ちゃんは、無表情のままじっと俺を見た。

「えっと……は、初めまして。俺は君島って言うんだ」

　一応にこっと笑ってみたが、無反応だった。子供って周りにいないから、どう接したらいいのか分からないな。

「……二階まで上がって来て下さいって、母が言ってます」

　無表情のまま、機械的に杏璃ちゃんは俺に言った。

「じゃあ……お邪じや魔まします」

　自分の家でもないのに、俺は生駒先生より先に靴くつを脱ぬいで玄関へとお邪魔する。生駒先生は少しの間自分の家に上がろうとせずに固まっていたが、やがて諦あきらめたかのように俺に続いた。

　階段を上りながら、緊きん張ちよう感がどんどん高まっていく。ここまで強引に生駒先生を連れてきたのはいいけれど、プリドラカップの結果を生駒先生のお母さんに報告したところで、果たして漫画のことを認めてもらえるのだろうか？　人の家庭の事情に首を突つっ込むなんて、本当はよくないことだとも思っている。俺のやっていることは間違っているんじゃないだろうか。そんな思いも強くなってくる。

　振ふり返って生駒先生の顔を見ると、俯うつむいて青い顔をしていた。どうやら、俺同様とても緊張している様子だ。

　二階へと辿り着き、杏璃ちゃんが扉を開ける。

「こんにちは……。……茉莉も一いつ緒しよだったの」

　生駒先生のお母さんは、リビングのソファーで本を読んでいた。俺たちに視線を向ける。

「お、お邪魔します！　急に来てしまい、ご迷めい惑わくをおかけしてすみません！」

「とりあえず……こちらへ座ったら？」

　生駒先生のお母さんは不審な表情をしながらも、俺たちにリビングのテーブルにつくように言い、お茶を出してくれた。俺と生駒先生が隣となり同士に、俺の対面に生駒先生のお母さんが座る。向かい合うと、ますます緊張感が高まった。

「杏璃、ちょっと大人だけで話をするから、部屋へ戻もどっていてくれる？」

「……分かった」

　生駒先生の妹さんはそう返事をすると、言われた通りリビングから出て行った。

「茉莉……あなた一体いつぶりに帰ってきたと思ってるの？　これじゃあ何のために近くに仕事場を借りさせたのか分からないじゃない。あなたが『どうしても家じゃ仕事ができない、自分のお金で全部どうにかするから』って何度も強引に頼むから、家の近くだったらって許可したけど……まさか、こんなに家に帰って来なくなるなんて」

「ご、ごめんなさい……仕事が……忙いそがしくて……」

「……まあ、いいわ。それで……君島君、だったかしら？　あなたの話って言うのは、なんなのかしら」

　生駒先生のお母さんの鋭するどい視線が、俺に向けられる。一気に緊張感が走った。

「……！　は、はい……。えっと……」

　俺はプリドラカップの結果を生駒先生のお母さんに伝えようとしたが、一いつ瞬しゆん躊躇ためらって生駒先生の顔を見る。こういう大事なことは本人から伝えた方がいいんじゃないか、と思ったからだ。

　だけど生駒先生はそんな俺の意図に気付くこともなく、不安げな顔で俯いて、黙だまったままスカートをぎゅっと握にぎり締しめている。自分の口から報告しようなんて考えはまるで頭になさそうなので、これは俺の口から言うしかなさそうだ。

　生駒先生のお母さんに視線を戻す。

「じ、実は……僕と生駒先生が描いた漫まん画がが参加している『プリティードラゴンカップ』という漫画のレースの件なんですが、今日最終結果が出まして、その結果を報告をしようと思って……」

「……！」

　俺の言葉に、生駒先生のお母さんは真しん剣けんな様子で俺を見た。やはり、結果は気になっているようだ。

「そう……。どう、だったの？」

「最終結果で、一位を取ることができました！」

　生駒先生のお母さんは俺の言葉に目を見開いて、少し驚おどろいた表情になる。

「……一位……。そ、そう……」

　この反応……もしかしたら、少しは脈ありなんじゃないのか？　自分の娘が好きなことでうまくいっていて、嬉うれしくない親なんていないと思う。真剣に話せば、分かってくれるんじゃないのか？　俺は少しだけ希望を見出せたような気がして、勇気を出して再び口を開く。

「それで、あの……僕が口を出すことじゃないかもしれないんですけど……今後も生駒先生が漫画家としてやっていくことを、認めて欲しいんです！　生駒先生はまだ高校一年生で、その年で商業誌に連れん載さいが持てるだなんて、それだけですごいことなんです。その……お母さんは、漫画家はロクな仕事じゃない、って以前おっしゃっていましたが……漫画家は今や社会にも認められている立派な仕事です！　だ、だから……」

「……君島く……」

　俺はとにかく、漫画家の仕事を認めて貰もらいたくて、自分の娘がすごいんだってことを分かってもらいたくて、生駒先生のお母さんに必死に説明した。俺が言い切ると、生駒先生が驚いた表情で俺の顔を見ていた。

「…………。そう、ありがとう……。茉莉のことをそんな風に言ってくれるなんて、母親としても嬉しいわ」

　生駒先生のお母さんは少しだけ柔らかい表情になって言った。え？　この反応、手応えありだぞ！　それじゃあ、認めてくれ……!?

「茉莉は漫画家としてそれなりにすごくて、漫画家が立派な仕事で……それはよく分かったわ。以前漫画家という仕事を『ロクな仕事じゃない』なんて言ったのは撤てつ回かいします。だけど、私が茉莉の漫画家の仕事に反対しているのは、そういうことじゃないの」

「えっ……!?」

　生駒先生のお母さんは真剣な表情に戻って、諭さとすような口調で冷静に話し始める。

「漫画家なんて、言ってしまえば水商売でしょう。一時的に収入がもらえたとしたって、売れなくなれば無収入になる。いくら漫画が面白くたって、そのとき求められているものと違ちがえば、タイミングや運が悪ければ、売れないのでしょう？　その苦労に対価は比例しない。私は茉莉に不幸になってもらいたくない。きちんとした企き業ぎようで、安定した収入を得てもらいたいの。それができる仕事であれば、茉莉の好きな仕事をしたらいい。だけど……茉莉もあなたも、まだフリーランスで働くということがどれだけ大変か分かっていないのよ」

「えっ……」

　俺は生駒先生のお母さんの言葉を聞いて、つい呆ぼう然ぜんとしてしまう。見ると、生駒先生も驚いている様子だ。

　確かに、生駒先生のお母さんが言っていることは正論だった。俺自身も、そのことで悩なやんだことはある。漫画家になりたい！　という一心で頑がん張ばってきたが、漫画家という仕事が収入がとても不安定であることは知っている。

　たとえデビューできたとしても、連載が持てなければ継けい続ぞく的な収入を得ることができない。連載が持てたとしても、打ち切りなどで終わってしまえば収入は途と絶だえてしまう。

　今は学生という身分で親に世話になっているからいいものの、社会人になったら、自分の収入でやっていかなければいけない。常に収入面での不安と戦っていくことになる。

　生駒先生のお母さんがそこまで考えた上で反対していたなんて……予想外だった。

「お母さ……どうしてそんなことまで知って……？」

　生駒先生が、驚いた様子でお母さんに尋たずねた。

「……今まで茉莉には内ない緒しよにしていたけど、私は茉莉が漫画家になってから、仕事先のツテで漫画家の仕事をしている人を紹しよう介かいしてもらって、話を聞いたことがあるの」

「え……!?　そ、そんな話、知らなかった……」

「その人は、ほぼ毎日休むことなく、短い睡すい眠みん時間で仕事をしていたわ。長期的な漫画の連載は持つことができず、仕事が来るのは単発の漫画の仕事ばかり。それも、他の漫画家が描けなかったときに、雑誌に穴を空けないためにと依い頼らいされる仕事が多かったそうよ。長期的な仕事が欲しくて新作の漫画を描いて出版社に持ち込んでも、またいい作品が出来たら持って来て下さい、なんて言われるばかり。それだけじゃ食べていけないから、アシスタントや、ギャラが安いイラストの仕事やアダルト系の仕事もして、毎日必死に働いていたようだけど、その努力が報われているとは思えないような生活ぶりだった。ほとんど休みなく働いているのに月収十万円もいかず、ほとんど収入がないような月もあって、お金も時間もないから質素なコンビニの食事ばかり。こんな理り不ふ尽じんな職業があるのかって恐おそろしくなったわ。ブラック企業なんかよりもよっぽど酷ひどい労働環かん境きようだと思った」

「な、何それ……。酷い……」

　生駒先生のお母さんの話に、俺も生駒先生も思わず息を飲んだ。

「茉莉だって、いつそんな生活になるか分からない。今はまだ学生で私達の保護下にあるからいいけど、私たち親だっていつまでも元気なわけじゃないんだから、社会人になったら経済的に自立して、安定した、心にゆとりのある生活を送って欲しいと思うのは、親として当然でしょう？　仕事がうまくいかなくなっても、いい相手が見つかってうまくいけばいいけど、ただでさえ今の日本は未み婚こん率が右みぎ肩かた上がりな上に、茉莉は社交性や協調性に欠けてるから……結けつ婚こんできる保証だってないわ」

「……！　な……お、お母さん……そんなことまで考えてたっていうの……？　私、まだ高校生だっていうのに……」

　俺は、なんだか自分自身まで恐ろしくなってしまった。確かにネットで売れない漫画家の収入がやばい、みたいな話は見たことがあるけど、まさかこれほどまでとは思っていなかった。

　休みなく必死に働いて、どんな仕事でも受けて、それでも月収十万いかないだって……？　もし自分がそんな状じよう況きようになったら……想像しただけでゾッとした。

　生駒先生のお母さんはすごく切実な様子で俺たちに話す。その様子を見ていると、心から生駒先生のことを心配している様が伝わってくる。

　闇やみ雲くもに反対しているわけでは決してなく、きちんと調べた上で反対していたんだ。

　どうやら俺が思っていたよりずっと、娘のことを思っているいいお母さんだったようだ。だけど……俺だってここで諦あきらめるわけにはいかない！

「だ、だけど……生駒先生程の実力と、漫画に対する情熱を持っていれば、そんな状態になる可能性は、俺は低いと思ってます！　一発当てることができれば、次の作品が売れなかったりしても、ヒット作の収入で暫しばらくは生活に困らないって聞くし……。生駒先生には、ヒット作を生み出せる実力と才能があると思ってます！」

「……茉莉がヒット作を生み出せる、っていうのは、単なるあなたの予想でしょう？　そんな確証どこにもないわ。それに、万が一ヒット作を生み出せたとしたって、その収入が尽つきるまでに次のヒットを当てられなかったら結局同じでしょう？」

「そ……それは……そう、ですけど……」

　生駒先生のお母さんの言うことは最もであり、俺は何も言い返すことができなくなる。

「茉莉が最初に漫画家になりたいって言い出したときは、すぐに上手くいかなくて諦めるだろうって思ってたから、それほど反対しなかったわ。だけど最近の茉莉を見てると、一生の職業として漫画家をやっていこうとしているように見える。それなら、反対しないわけにはいかないわ」

「……！　ま、漫画家って職業が安定しないってことは、私だって……よく分かってる。もし漫画家でどうしてもうまくいかなくなって、絶対嫌いやだけど……どうしても諦めなきゃいけない、って状況になったら……そしたらそのときは、ちゃんと諦めて就職する！　お母さんたちには迷めい惑わくかけない！　だから……」

　それまで怯おびえた様子で積極的に発言していなかった生駒先生が、初めて顔を上げて、お母さんに向かって自分の意見を述べた。生駒先生だって、お母さんに認めてもらいたいって思っているのが、痛いくらい伝わってきた。

「茉莉、あなたは何も分かってない。今は、新卒で就職しようとして就職活動している人でさえ、一つも内定がもらえないって嘆なげいている人が多い時代なのよ。なのに、学校を出た後、一度も社会に出て働いたことのない、漫画を描いていただけの人間を、どこの企業が雇やとうと思うの？」

「……！　そ、それは……」

　生駒先生はお母さんの言葉にショックを受けた様子で、俯うつむいて何も言えなくなってしまう。生駒先生のお母さんはそこで、今度は俺の方だけを真っ直ぐに見て、俺に向かって話し始める。

「これは当然の話だけど……君島君、あなたには責任がないわ。大人になってから茉莉の人生がどうなったとしても、あなたには関係ないもの。だけど……悪いけど、こっちは娘むすめの人生がかかってるのよ。だから、簡単に認めるわけにはいかないの」

「……！」

　生駒先生のお母さんの言う通り、生駒先生が将来漫画で食べていけなくなって生活に困ったとしても、赤の他人である俺には無関係だ。でも、彼女の親おや御ごさんからしたら、そういうわけにもいかない。

　生駒先生のお母さんの言う言葉全てが正しいことばかりで、ついには俺も生駒先生も何の反論もできなくなってしまう。真剣に話して説得したら認めてくれるかもしれない、なんて俺の考えはめちゃくちゃ甘かった。

　どうしたらいい？　どうすれば……認めてくれる？　ここで諦めたくない。せっかく連載できることになって、やっとスタート地点に立てたって言うのに……。このままじゃ、今すぐにやめさせようとはしなかったとしても、この人は近い将来必ず、生駒先生が漫まん画がを描くことをやめさせようとするはずだ。それは俺にとっても困る。

　俺は少ない脳みそをフル稼か働どうさせて、必死に考える。どうしたら生駒先生のお母さんが認めてくれるのか。俺にできることは何かないのか──。

「なら……そ、それなら……」

　俺は膝ひざの上の拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめてから、覚かく悟ごを決めて椅い子すから勢いよく立ち上がった。少し驚おどろいている様子の生駒先生のお母さんの目を真剣に見て、口を開く。

「それなら……こんなことはありえないと思いますが、万が一、将来生駒先生が漫画で食べていけなくなって、生活に困ってしまったら……そ、そ、そのときは……」




「俺が生駒先生を…………養いますっ！」




「…………………………………………」

　俺がその言葉を発した瞬しゆん間かん、部屋の中が静まり返った。

　生駒先生のお母さんは呆あつ気けにとられた顔で何も言えなくなっている。

　生駒先生本人を見ると、真っ赤な顔になって、俺の顔を見たままわなわなと震ふるえていた。

「はっ……はぁぁぁ!?　あっ……ああ、あんた……何勝手なこと言ってんのよおぉ!?」

　生駒先生は何やら動どう揺ようしつつ激げき怒どしているようだ。彼女の反応は、俺にとって予想外のものだった。

「バ、バッカじゃないのぉぉ!?　そんな、私の気持ちも無視して、一方的に……！　ほ、本気なわけ!?　大体、わ、私にだって選ぶ権利っていうもんがねぇっ……！」

　生駒先生は真っ赤な顔のまま、興奮した様子で俺を怒ど鳴なりつけてくる。一体何をこんなに怒おこってるんだ……？　俺はむしろ生駒先生にとってめちゃくちゃ好都合な提案をしたはずなんだが……。

　……え!?　あ、ちょっ……も、もしかして!?

「ちっ……違ちがっ！　何変な勘かん違ちがいしてんだよっ!?　そういう意味で言ったんじゃなくて！　俺は単純に、生駒先生の生活が安定するまで、生駒先生の毎月の生活費を納める、っていう提案をしただけでっ……！」

　くっ……、た、確かに俺の言い方がまずかった！　養います、なんて言ったら……そういう意味に取られてもおかしくないだろ！　だから生駒先生のお母さんも生駒先生も、あんなに驚いてポカンとしてたのか……。

　ああクソッ、穴があったら入りたい！　後から死ぬほど恥はずかしくなってきて、顔が熱くなっていく。

「えっ……か、勘違い……!?　…………。～～っ、ま、紛まぎらわしい言い方すんじゃないわよこのバカァッ！　っていうか……な、何よそれ!?　生活費を納める!?　それはそれで全っ然意味分かんないわよ!!」

「え、ほら、なんかよくあるじゃん！　離り婚こんした夫婦の旦だん那な側が奥さんに毎月慰い謝しや料りようとか生活費とか支し払はらうっていう……ああいう感じで、生駒先生の生活が安定するまで俺が生駒先生の生活費を払い続けるってことだよ！」

「続けるってことだよ！　……じゃないわよ！　そんな爽さわやかにわけ分かんない提案しないでよ!?　私はあんたと離婚した覚えなんかないッッ!!」

「……君島君」

　不意に生駒先生のお母さんに声を掛かけられて、俺たちは言い争うのをやめる。

「今の話……あなたは本気で言ってるの？」

　生駒先生のお母さんは、俺の発言に怒ってる様子もなく、静かに尋ねた。

「……！　も、勿もち論ろんです！」

「あなた自身だって漫画家としてやっていきたいと思っているのだから、茉莉同様にいつ無収入になったっておかしくない生活を送ることになると思うけど？」

「……！　た、確かにその通りです！　できれば、俺自身漫画でヒット作を当てて……っていうのが理想ですけど、もしそれが無理で、漫画家としてやっていけなくなったら……その時は、体力仕事だろうがなんだろうが、とにかく仕事を選ばずにそれはもう奴ど隷れいのようにがむしゃらに働いて、自分の生活費と生駒先生の生活費を捻ねん出しゆつします！　生駒先生のもしものときには、俺が責任を持って、金銭面での生駒先生の生活の面めん倒どうを見ます！」

　まだアルバイトすらしたことのない俺がこんなことを言うなんて、自分でも甘い考えだと思う。だけど俺は、噓うそやはったりなんかではなく、本気でそうしようと思っていた。

「そう……。……もう一度聞くけど……本気で言ってるの？　子供だからって、やっぱり無理ですなんてのは通用しないのよ？」

「分かってます！　百％本気です！」

　俺は生駒先生のお母さんの目を見て、キッパリと言い切った。生駒先生のお母さんは、真剣な目で暫く俺の目を見た後、深いため息をついた。

「…………。君島君。あなたが、ビジネスパートナーの茉莉に漫画をやめられたら困るというのは、よく理解出来るわ。だけど……そこまでするほどなの？」

「……コンビでやっていくとか関係ないとしても、生駒先生には漫画を描き続けて欲しいと思ってます！　俺は生駒先生の漫画が大好きです！　こんなに才能と情熱に溢あふれた人が漫画を描かないなんて、俺を含ふくめた全漫画ファンや漫画業界にとって大きな損失なんです！」

「……!?　なっ……あ、あんた……何言って……!?」

　俺の言葉に、生駒先生が啞あ然ぜんとした表情で俺の顔を見る。

「そしてできれば……これは俺の個人的な我わが儘ままですが、俺はそんな生駒先生と一緒に漫画が描きたい！　生駒先生と一緒に漫画が描けるなら、そのくらいお安い御ご用ようです！」

「……き、君島…くん……」

　生駒先生は俺の顔を見たまま、真っ赤な顔になっていた。自分でも大げさな物言いだとは思ったが、これは俺の本心だった。

「…………」

　生駒先生のお母さんは、少しの間呆ぼう然ぜんと俺の顔を見ていたが、やがて……。




「……分かったわ」




「え……!?」

　呆あきれたように深いため息をついて、そう言った。俺は、思わず自分の耳を疑う。

「もう……お手上げよ。呆れた。好きにしなさい」

「えっ……!?　お、お母さん……それって、私が漫画家としてやっていくことを認めてくれる、ってこと!?」

「だからそう言ってるでしょう」

　生駒先生のお母さんは少し苛いら立だった様子で生駒先生の質問に答えると、もうこれ以上俺たちと一いつ緒しよにいたくないのか、椅子から立ち上がって席を離はなれた。

「……あ、あ……ありがとうございます！」

　そんな彼女の背中に向かって、俺は思わず礼を言う。

　生駒先生のお母さんは、リビングから出て行く直前、ドアの前で立ち止まった。

「茉莉」

　生駒先生に背を向けたまま呼びかける。




「あなたと君島君の漫画……面おも白しろかったわ」




「…………っ!?」

　お母さんの言葉に、生駒先生は驚いている。俺自身もとても驚いた。生駒先生のお母さんは、俺たちの漫画を……読んでくれたのか!?　興味がない、なんて言ってたのに……。

「お母さん、読んでくれたの!?」

「……やるからには、トップを目指しなさい。中ちゆう途と半はん端ぱな考えでやっても、いい結果は残せないわ。勉強は……留年しない程度に頑がん張ばりなさい」

「……！　お、お母……さ……」

「あなたの漫画をそこまで好きだって言ってくれてるパートナーに迷めい惑わくをかけないためにも……ね」

　生駒先生のお母さんはそう言い残して、リビングから出て行った。

「………………」

　俺は生駒先生のお母さんの言葉が信じられなくて、放心してしまう。

「お母さんが……まさか本当に認めてくれたなんて……」

　気付くと、生駒先生は涙なみだを流していた。その様子に、俺まで泣きそうになってしまう。

　お母さんは、やっと……認めてくれたんだ。生駒先生の漫画を。これから漫画で頑張っていくということを。それに、ちゃんと漫画を読んでくれていて、面白いって思ってくれたなんて……本当に信じられないけど、同時に、めちゃくちゃ嬉うれしかった。




　　　　＊




「君島君……あなたのお節せつ介かいっぷりには本当に呆れたわ」

　生駒先生の実家を後にして、生駒先生のマンションへ向かって歩く途と中ちゆう、生駒先生が突とつ然ぜんそんなことを言ってきた。

「え……!?」

「よく事情を知りもしない人の家のことに首を突つっ込んできて、勝手に人の実家の住所調べて小冊子送りつけて……あなた、一歩間ま違ちがえたらストーカーよ？　分かってんの？」

「……！　う……ご、ごめん……」

　確かに、生駒先生に黙だまって実家に小冊子を送りつけたのは、悪いことをしたと思っている。やっぱり生駒先生は、俺がした一連のことに怒ってるんだな……。

「しかも、私を拉ら致ちして強制的にあの家まで連れて行って、お母さんに言いたい放題言って、最終的に『養う』とかわけ分かんないこと言い出すし……。自分が何を言ったか分かってるの？　うちのお母さん頑がん固こで言い出したら聞かないし、絶対本気にしてるわよ？」

「うっ……だ、だって……」

「本当に後先考えてないんだから……」

　生駒先生は不意に立ち止まって、俺の方に身体からだを向け、真っ直ぐに俺の目を見つめた。突然どうしたんだろう。そんな風にマジマジと見つめられると困る──




「ありがとう」




「えっ……!?」

「私のお母さんに、私の漫画を認めさせようとしてくれて……。あなたがあそこまでしてくれたおかげで、お母さんは初めて私の仕事を認めてくれた。私一人だったら、お母さんは一生漫画家の仕事を認めてくれなかったと思う。あなたには、感謝してもしきれない」

「え……!?　お、俺は別に……」

[image: ]

　生駒先生は真しん剣けんな様子で、俺に礼を言った。突然の出来事に驚おどろいた。まさかこんな風に感謝してくれるなんて思っていなかったから、動揺してしまう。

「それに……今までアシスタントが入っても、すぐ辞めてしまう私なんかの元で、これからもアシスタントを続けたい、って言ってくれたとき……すごく嬉しかった。勘違いで、私の漫画の打ち切り回かい避ひのために全力を尽つくしてくれたことも」

　生駒先生は、今までに見たことがないくらい優しい表情で、俺に自分の気持ちを語る。

「え、ええっ!?　そ、そんな……」




「今まで……こんな私と一緒に漫画を描いてくれてありがとう。最後の最後まで気を抜ぬかずに全力で頑張ってくれてありがとう。お母さんを説得してくれてありがとう。あなたのおかげで連れん載さいを勝ち取ることができた。絶対無理だって諦あきらめてたのに、お母さんに漫画のことを認めてもらうことができた。私……今まで生きてきた中で一番嬉しい。あなたとコンビを組んで漫画を描くことができて、本当に良かった。そして、これからも……宜よろしくお願いします」




「…………い、生駒……先……」

　生駒先生は、丁てい寧ねいに俺に頭を下げた。いつもの彼女とはまるで別人のようなその態度に、驚きのあまり放心してしまう。自分でも気付かないうちに、俺は涙ぐんでいた。俺は別に、生駒先生に感謝してもらいたくてしてきたわけじゃないのに、こんな風に感謝してくれていたなんて……。

「か……感謝しなきゃいけないのは俺の方だよ！　連載を勝ち取れたのは生駒先生のおかげだって！　俺、今まで以上にもっともっと頑張るから！　俺たちはまだスタートラインに立ったばかりなんだ！　連載でヒットを飛ばせるよう頑張ろう！　プリドラで、一番の人気漫画になれるように！」

「プリドラで、一番の人気漫画……？」

　俺の言葉に、生駒先生は下げていた頭を上げて俺の顔を見る。

「……フッ、望むところよ！　プリドラで一番の人気漫画になって、そんでもって、アニメ化させて、大ヒット飛ばすわよ！」

　生駒先生はいつもの調子に戻もどって、力強く言った。

「……！　ア、アニメ化……！　うん、そうだね！　絶対、アニメ化させよう！」

　生駒先生の言葉に、俺は思わずテンションが上がった。アニメ化、うん、いい響ひびきだ！　これからはアニメ化目指して連載を頑張ろう！　生駒先生と一緒に……！

「あ、そ、そうだ……それから、君島君」

　生駒先生は突然、少し恥はずかしそうに頰ほおを赤くして、ゴホンと咳せき払ばらいした。

「その、私たち、あ、相方としてやっていくんだし……もう少し……お、お互たがいの……距きよ離りを詰つめても、いいんじゃないか、って……思うんだけど……」

「え……きょ、距離？」

　生駒先生が何を言いたいのか分からず、思わず聞き返す。距離を詰める、って……一体、どういう……？

「だっ、だから！　これからは私……あなたのことを……し、下の名前で呼ばせてもらうわ！　だから……あなたも私のことを下の名前で呼びなさい！　いい!?　あ、あなたに拒きよ否ひ権はないわ！　これは先せん輩ぱい漫画家としての命令よ！」

「えっ……えぇえ!?」

　生駒先生は恥ずかしそうにしながらも、俺に向かってビシッと指を差して、強気な態度でそんなことを言ってきた。命令、って……もっと言い方があるだろ。なんというか……どこまでも不器用な人だよなあ、本当に……。

「ちょっと、君島く……じゃなかった！　……せ、泉せん！　何笑ってるのよ!?　何か文句でもあるわけ!?　人が真剣に提案してるっていうのに！」

　彼女は益々顔を赤くした。

「いや……ごめん、何も文句はないよ。分かった。こちらこそ……これからも宜しく！　その、えっと……ま、茉莉……」

　口に出してみると、思ったよりずっと恥ずかしかった。俺まで顔が熱くなってしまう。




　これからも、茉莉と一緒に漫画が描かけることを、心から嬉しく思う。コンビの相方が茉莉で良かった。それは、俺だって同じ気持ちだった。

　二人で摑つかむことができた連載という大きなチャンス。絶対に逃のがすわけにはいかない。アニメ化目指して、人気連載にするんだ！　茉莉と二人で、力を合わせて。







　仕事場のマンションに辿たどり着くと、玄げん関かんの前にエミリちゃんが立っていた。

「え、エミリ……!?」

「あ、二人ともお帰りなさい。それから……おめでとうございます！」

　俺たちの目の前で、エミリちゃんはクラッカーを鳴らした。

「一体どこ行ってたんですか？　待ちくたびれちゃいましたよ。お祝いにケーキ買ってきました。今日は特別にわたしの奢おごりでいいですよ。中でお祝いしましょー」

　エミリちゃんは笑顔で俺たちを祝福してくれた。

「エミリ、あんた……」

「エミリちゃん……ありがとう……」

　エミリちゃんが、俺たちが一位を取って連載が決まったことに対して、こんなに喜んで祝福してくれるなんて……！

「勘かん違ちがいしないで下さい。アシスタント先がなくなったら困るから、連載が決まったことで、今後は安定して仕事に入れるって喜んでるだけですからね」

　彼女はツンとした態度でそんなことを言うが、理由は何であれ、エミリちゃんがこんな風に祝福してくれること自体がすごく嬉しかった。




　部屋の中へ入り、俺たちはリビングでテーブルを囲んで、エミリちゃんが買ってきてくれたケーキを食べる。

「そうだ、晴れて連載が決まったわけだし、これからはエミリちゃんに正式にアシスタントやってもらわないとね！　今まで少ないアシ代で働いてくれてありがとう。今後はもっとちゃんとした給料出すから！」

「え、本当ですか？　やったー！　じゃあ期待しちゃおー。ふふっ、君島さん」

　不意にエミリちゃんが俺の名を呼んで、上うわ目め遣づかいで俺を見てきた。

「今わたしすごく気分いいので、連載が決まったお祝いに……一回くらいならデートして差し上げてもいいですよ？」

「ぶっ!?」

　小首を傾かしげて、小こ悪あく魔ま的笑えみを浮うかべ、めちゃくちゃ可愛かわいくそんなことを言ってくる。突然のエミリちゃんの衝しよう撃げき的なセリフに俺は動どう揺ようして、ジュースを噴ふき出した。

「ちょ、ちょ、ちょっと……どうせまた冗じよう談だんを本気にしてキモいとか言うんだろ！　もうその手には引っかからないよ！」

「クスッ……やだなー、今度は冗談なんかじゃありませんよ？　これでもわたし学校で一番モテるとか言われてるんで、このわたしとデートなんていくら貢みついでもそう簡単にできることじゃないんですから、光栄に思って下さいね？」

「えっ……!?　な……な……」

　じゃあこれは、本気で言って……!?　ああもう、こんな中学生の子供が言うことをいちいち真に受けて照れたりしてたらきりがないっていうのに、つい顔が赤くなってしまう。

「やだー君島さんってば、そんなに嬉うれしいんですか？　顔真っ赤ですよ？」

「ち、ちがっ……」

　俺が否定しようとした言葉を、テーブルを思いっきりバンッ、と打ち付ける音がかき消した。

「エミリあんた……君島君のこと男として見てないとか言ってたわよね……？　もう本性バレてるっていうのに、そんな風にあからさまな色目使って……何企たくらんでんのよ!?」

「やだなー、色目なんか使ってませんよ。クスッ……生駒先生、嫉しつ妬とですかぁー？」

「チッ……あんた、今度その手の発言したらマジで殺すわよ!?　嫉妬なんかするわけないでしょ!?　私はただ、目の前で女に免めん疫えきのない童どう貞ていが、単にからかわれてるだけなのに本気にしてデレデレ喜んでるのが気色悪くて不快なのよ!!」

「あー、はいはい。あ、生駒先生、苺いちご食べないんですか？　ならもらいますねー」

「あっちょっ……なんてことしてくれんのよおお!?　最後までとっといたっていうのにこのバカッ！　大体、あんたが変なこと言い出したのが全ての元げん凶きようでしょうがあ！」




　激げき怒どする茉莉に、楽しそうに笑うエミリちゃん。

　二人がくだらないことで言い争いする様子を、俺は笑いながら見ていた。




　……十ヶ月前、初めてこのマンションに来たときは、まさかここが俺にとって、こんなにかけがえのない場所になるだなんて、これっぽっちも思っていなかった。

　これからもこの場所で、アニメ化という夢に向かって、俺は全力で漫画を描き続けよう。

　勿もち論ろん、生駒茉莉という、頼たよりになる相方と一いつ緒しよに──。






あとがき









　今作から読んで下さった読者の皆みな様さま、初めまして。前作から読んで下さっている読者の皆様、ご無ぶ沙さ汰たしております。村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは私の新シリーズ『オレと彼女の萌もえよペン』をお手にとって頂き、誠にありがとうございます。




　この作品は雑誌『ドラゴンマガジン』の「龍りゆう皇おう杯はい」という企き画かくにて、読者様からの投票でグランプリを頂き、新シリーズとして立ち上げることができました。

　以前『ドラゴンマガジン』誌上で行われていた企画がこの度十年ぶりに復活するということになり、その記念すべき企画でグランプリを頂くことができて、本当に嬉うれしかったです。投票して下さった方々、本当にありがとうございました！




　この作品を執しつ筆ぴつするにあたって、過去に生い駒こまアギトのような巨きよ乳にゆうのお姉さんが大好きな女性の友人（性格はアギトと全然違ちがっていい人です！）と二人で漫まん画がを描かいていたことがあり、そのときの経験を参考にしました。といっても、原作と作画と分かれていたり、作画がフルデジタルだったりと異なる点もいくつかあるのですが。

　賞を受賞してから連れん載さいになるまで、何度もプロットが没ぼつになったりして一年近くかかったり、友人と二人で漫画喫きつ茶さやメイド喫茶でネタだしを幾いく度ども重ねたり、同じ賞で一番良い賞をとっていた新人さんの連載が先に始まったり……と、いくつか当時の経験をそのままこの作品に生かしてみました（笑）。色々ありましたが、全すべて良い経験だったと思います。




　第一稿こうが上がってから、何度も修正に修正を重ねて、この作品が出来上がりました。もうわけが分からなくなるくらいの修正の嵐あらしでしたが、最後まで修正を重ねたからこそ、最初に上がった原げん稿こうと比べるととても良い原稿になりました。

　担当様、最後の最後まで原稿の完成度を上げるために手を尽つくして下さり、ありがとうございました！




　またとてもありがたいことに、シリーズ開始と同時にコミカライズも始まります。

『ドラゴンエイジ』十一月号より開始で、森もりみさき先生が執筆して下さいます。私自身、今からとっても楽しみです。

　宜よろしければ、そちらもどうぞ宜しくお願いします。




　最後に、イラスト担当の秋あき奈なつかこ先生。

　見とれてしまうほど素敵なカバーイラストをありがとうございます！　また、原稿中もありがたい感想や励はげましのお言葉、そして応おう援えんイラストまで下さり、めちゃくちゃ嬉しかったと同時に大変原稿の励みになりました！

　本編中の挿さし絵えを見るのはこれからですが、楽しみでなりません！　本当にありがとうございました！




　さて、本編の方いかがでしたでしょうか。

　漫画家ものラノベ、ということであまり前例がないため、不安も大きいのですが……少しでも楽しんで頂けたなら嬉しいです。

　まだやっとスタート地点に立てたというところなので、続きを書くことができたらとても嬉しいです。もし気に入って下さったら、今後ともどうぞ宜しくお願い致いたします。





村上　凛
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